
高知市男女共同参画推進プラン 2016 

令和２年度年次報告書 

プラン 2016 総括 

市民協働部 

人権同和・男女共同参画課 



ページ

はじめに，高知市男女共同参画推進プラン2016の進め方　・・・・・・・・・ 1

令和２年度高知市男女共同参画推進プラン2016事業一覧　・・・・・・・・・ 7

年次報告表・施策評価表　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8

施策１ 男女共同参画の意識の高揚　・・・・・・・・・・・・・・・・ 9

施策２ 人権の尊重とＤＶ等暴力の根絶　・・・・・・・・・・・・・・ 11

施策３ 男女共同参画の視点による教育・学習の充実　・・・・・・・・ 13

施策４ 男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現　・ 17

施策５ 子育て・介護分野における環境の整備　・・・・・・・・・・・ 21

施策６ 地域・防災分野における男女共同参画　・・・・・・・・・・・ 25

施策７ 男女の生涯にわたる健康支援 　・・・・・・・・・・・・・・・ 27

意見・提言（全体に関すること）　・・・・・・・・・・・・・・ 29

個別事業の実施状況報告　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 32

数値報告　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 98

こうち男女共同参画センター（ソーレ）事業報告　・・・・・・・・・・・・ 104

高知市男女共同参画推進プラン2016 総括の概要　・・・・・・・・・・・・ 114

目 次



はじめに 

この年次報告書は，「男女がともに輝く高知市男女共同参画条例」及び「高知市男女共同参画推進プラン2016（以

下「プラン 2016」）」に基づき，本市の男女共同参画の推進に関する施策の実施状況を明らかにするために作成した

ものです。実施状況の公表は，男女共同参画社会の実現に向けた効率的かつ効果の高い施策を展開するとともに，

各事業の内容を市民にわかりやすく説明することで行政の透明性を高める手段です。 

男女共同参画社会を実現するためには，市民と行政が一体となって取り組む必要があります。そのためには，庁内

各課がこれまで以上に男女共同参画の視点をもって取り組み，市民の皆さまの理解を深め，協力を得ることが不可欠

です。 

プラン 2016 の特徴 

(1) 施策の実施状況報告に対する評価

「プラン 2016」の推進に当たっては，前年度の施策の実施状況の報告について，推進委員会の評価を受けます。

(2) 評価と公表

推進委員会による評価の結果は，毎年度公表します。

(3) 男女共同参画の視点の浸透

各施策における，男女共同参画の視点からの考え方を明確にし，その浸透を図ります。

(4) 女性活躍推進への取組

「女性活躍推進法」の市町村推進計画として「女性活躍推進法」及びその基本方針に基づいた取組を実施します。

プラン 2016 体系図 

めざす将来像男女がともに輝く男女共同参画社会の実現 

施策項目 施策の方向性 

1 男女共同参画の意識の高揚 (ア) 男女共同参画の意識の向上

(イ) 政策，方針決定過程への女性の参画拡大

２ 人権の尊重とＤＶ等暴力の根絶 (ア) 人権が尊重される社会の構築

(イ) ＤＶ等暴力の根絶

３ 男女共同参画の視点による教育・学習の充

実 

(ア) 男女平等教育の推進

(イ) 青少年の心と体の健全な育成

(ウ) 生涯学習，スポーツ分野の男女共同参画の推進

４ 男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・

バランスの実現 

（※「女性活躍推進法」推進計画） 

(ア) 雇用等における男女共同参画の推進

(イ) ワーク・ライフ・バランスの促進

(ウ) 女性の職業生活における活躍の推進

５ 子育て・介護分野における環境の整備 (ア) 子どもを産み育てやすい環境の整備

(イ) 介護をとりまく環境の整備

６ 地域・防災分野における男女共同参画 (ア) 地域づくりにおける男女共同参画の視点の導入

(イ) 防災分野における男女共同参画の視点の導入

７ 男女の生涯にわたる健康支援 (ア) あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支援
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 「プラン 2016」の効果的な推進と進行管理のために，PDCA サイクルに基づき，取組の継続的な改善と推進を

実施します。 

① 個別事業の実施

年度初めに事業の概要，目標を設定し，事業を実施します。

② 個別事業の自課評価

翌年度に個別事業の実施状況報告表にて，事業の報告及び自課評価を行います。

③ 施策の実施状況の報告

個別事業の実施状況，ソーレ事業（参考），数値目標の達成状況を取りまとめ，高知市男女共同参画推進委

員会に報告します。

④ 高知市男女共同参画推進委員会による評価

高知市男女共同参画推進委員会による評価を行います。

⑤ 事業担当課へ意見・提言をフィードバック

高知市男女共同参画推進委員会の意見・提言を事業担当課へフィードバックします。

⑥ 事業担当課から回答を提出

事業担当課から意見・提言に対する回答を提出します。

⑦ 高知市男女共同参画推進本部へ評価結果を報告

推進委員会による評価結果を高知市男女共同参画推進本部へ報告します。

⑧ 年次報告書として公表

年次報告表，施策評価表，個別事業の実施状況報告表等を取りまとめ公表します。

各表の見方について 

・年次報告表 ⇒ ３ページ

・施策評価表 ⇒ ４ページ

・個別事業の実施状況報告表  ⇒ ５～６ページ
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高知市男女共同参画推進プラン 2016 の進め方 
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取
組
内
容

（
プ
ラ
ン

）

【数値目標の現状値】

【個別事業評価の分布】

【施策の主な実施状況】

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

施策の
方向性

（ア）男女共同参画の意識の向上

（イ）政策，方針決定過程への女性の参画拡大

（ア）男女共同参画の意識の向上
①市民向けイベント等での啓発活動を通じ，男女共同参画の理解促進を図る。
②ホームページや啓発誌等さまざまなメディアを活用し，効果的な情報発信を行う。
③定期的に市民意識調査を実施し，男女共同参画に関する実態把握を行う。
④「ソーレ」等と連携し，積極的な情報提供，啓発活動を実施する。

（イ）政策，方針決定過程への女性の参画拡大
①各審議会等の女性委員の比率向上に努める。
②「ソーレ」等と連携し，女性リーダー養成に関する講座等を実施する。

数
値
目
標

（
プ
ラ
ン

）

目標名 当初(27年度) 28年度 29年度 30年度 元年度 ２年度 目標

「 社会全体」で男女の地位が「平等」だと
思う 人の割合（市民意識調査：５年毎）

50.0%以上

市の審議会等の女性委員の比率 30.0%以上

市の審議会等で女性委員がいない審議会数 10会以下

実

施

報

告

評価指標数(a)

自課評価の分布 A B C D E 事業数(b)

（ア）

（イ）

割合(%)　((a)÷(b))

（
参
考

）
ソ
ー

レ
事
業

事業名 実施内容

男女共同参画の意識の向上1
施策項目

【各表の見方】 

１ 高知市男女共同参画推進プラン 2016 年次報告表 （施策毎） 

項目名 説明 

①数値目標 数値目標の進捗状況について記載。 

②実施報告 個別事業評価（自課評価）の分布，施策の主な実施状況，ソーレ事業（参考）を記

載。 

① 

②
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施策項目 １ 男女共同参画の意識の高揚

推
進
委
員
会
評
価

【推進委員会評価】 （評価の目安）
５・・非常に良好　４・・良好　３・・概ね良好だが改善の余地あり
２・・不十分　  １・・全く不十分

全体評価
（No.①～⑤の平均）

No. 評価項目
評価

（委員会平均）

3.38 ① 　施策の目的との合致（施策に対する事業の内容） 3.7

② 　各事業の実施状況（事業の活動） 3.4

③ 　各事業の実施状況（事業の成果） 3.3

④ 　数値目標の達成状況 3.0

⑤ 　男女共同参画の視点での工夫や配慮 3.5

（人権同和・男女共同参画課）
　早期に状況を改善することは市の
責務であるとの自覚を持ち，積極的

【評価できる取組等】 【改善すべき課題等】
【改善すべきか課題等】

に対する回答

コロナ禍で動きづらい年度ではあっ
たが，女性の委員のいない審議会の数

　目標には達していないので、引き続
き努力を

0
1
2
3
4
5
①施策

②活動

③成果④数値

⑤工夫

２ 高知市男女共同参画推進プラン 2016 施策評価表 （施策毎） 

項目名 説明 

（１）全体評価 評価項目ごとの評価点を平均した施策に対する全体評価。 

（２）レーダーチ

ャート 

各評価項目の評価を可視化して表示。 

（３）項目別評価 評価項目ごとに５段階で評価。 

①施策の目的との合致

（施策に対する事業の

内容） 

施策の実現のために，選定・実施されている事業の妥当性についての評

価。事業名，事業概要を参照し，評価。 

②各事業の実施状況

（事業の活動） 

各事業の実施状況（事業の活動）についての評価。 

事業毎の目標に対する達成度評価Ａ～Ｅ（自課評価），達成度評価の分

布，実績等を参照し，評価。 

③各事業の実施状況

（事業の成果） 

各事業の実施により得られた成果についての評価。 

実績の分析を参照し，評価。 

④数値目標の達成状況 数値目標に対する進捗状況についての評価。 

⑤男女共同参画の視点

での工夫や配慮 

男女共同参画の視点からの工夫や配慮についての評価。 

男女共同参画の視点の工夫・配慮（５項目），事業の実績，実績の分析に 

記載された内容を参照し，評価。 

（評価の目安） 

 ５ 非常に良好 ４ 良好 ３ 概ね良好だが改善の余地あり ２ 不十分   １ 全く不十分 

（４）推進委員会

意見・提言 

各施策評価にあたり，評価できる取組等と改善すべき課題等についての意見・提言。 

（５）意見回答 推進委員会からの意見・提言に対する所管課の回答。 
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３ 個別事業の実施状況報告表 

年度当初

に記入

① 

⑦ 

⑥ 

⑤ 

④ 
③ 

② 

翌年度に

記入

⑧
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男女共同参画の視点から実施とは

事業の実施にあたり男女共同参
画の工夫・配慮を行うことでさら
に有効性が向上するもの

●固定的な性別役割分担にとらわれず実施した
●対象者として男女双方を想定した，または双方にとって利用・参加しやすいよう配慮した
●文章の表現・イラストについて，男女共同参画に配慮した

観点 内容

事業そのものが男女共同参画
の推進に寄与するもの（すべて
の事業が対象）

●事業の企画・立案・実施にあたり，男女共同参画の視点を取り入れている
プラン2016の施策は，条例の基本理念に基づき推進。

【条例の基本理念（第3条から要約）】

(1) 男女の人権の尊重

(2) 社会制度・慣行が及ぼす男女の社会活動の選択に対する影響への配慮

(3) 施策又は方針の立案及び決定に共同して参画する機会の確保

(4) 家庭生活における活動と職場や地域等における活動の両立

(5) 男女の性と生殖についての相互理解・尊重と生涯にわたる健康生活の維持

(6) 男女共同参画の推進に関する国際社会の動向への留意及び協調

(7) 市民一人ひとりの主体的な取組

 

項目名 説明 

①事業概要 事業（取組）の内容を記入。 

②男女共同参画の視点 男女共同参画の視点での目的や，事業の結果が男女共同参画社会形成に与える影響

等を記入。 

③事業の目標【評価指

標（活動指標）と目標値】 

評価指標【事業活動の結果が分かる指標（活動指標）】と目標値を可能な限り２項目以

上記入。目標値の設定がそぐわない，または困難な場合は，文言での目標を設定。 

④実績 目標【評価指標（活動指標）と目標値】に対する実績を記入。 

⑤特記事項 実績の分析，課題，男女共同参画の視点から実施できたこと（※下表参照）等を記入。 

⑥事業費 事業費が算出できる場合はその金額，プラン 2016 の事業の括りで費用が算出できない

場合は「-」，人件費のみ事業の場合は「０円」とする。 

⑦写真・チラシ等 事業に関する写真，広報用チラシなどを掲載。 

⑧事業の評価

（自課評価） 

事業を５段階で評価。 

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）  Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた） 

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）   Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った） 

Ｅ‥事業未実施 
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施策項目 施策の方向性
事業
№  事業・取組 担当課

事業費
単位：千円

合計
単位：千円

1 男女共同参画の日「８月１日」事業 人権同和・男女共同参画課 49

2 市民向け男女共同参画の啓発・情報発信 人権同和・男女共同参画課 451

3 庁内向け男女共同参画の意識の浸透 人権同和・男女共同参画課 7

(イ) 政策，方針決定過程への女性
の参画拡大

4 審議会等の女性委員比率向上の推進 人権同和・男女共同参画課 0 0

5 市民啓発活動の推進 人権同和・男女共同参画課 4,384

6
地区人権啓発推進委員会や地域における啓発活動，
人権学習の支援

人権同和・男女共同参画課 2,154

7 児童虐待予防推進事業 子ども家庭支援センター 847

8 ＤＶ等被害者への支援体制及び防止啓発　 人権同和・男女共同参画課 451

9 男女平等教育の推進　 学校教育課 -

10 学校における男女平等教育の推進 人権・こども支援課 -

11 保育所職員の人権研修の推進 保育幼稚園課 0

12 市職員に対する研修 人事課 -

13 男女共同参画研修（市職員向け）　 人権同和・男女共同参画課 30

14 思春期保健指導（性教育）の充実・促進 学校教育課 -

15 思春期保健指導（性教育）の充実・促進 母子保健課 0

16 青少年の見守り相談活動 少年補導センター 0

17
携帯電話・インターネット有害情報に対する啓発活動の
充実

少年補導センター 618

18 スポーツ推進事業 スポーツ振興課 40

19 地域スポーツ振興のための指導者の育成　 スポーツ振興課 48

20 「高知市労働ニュース」の充実・情報提供拡充 産業政策課 9

21 雇用促進・就労支援 産業政策課 3,500

22 男女共同参画推進企業表彰 人権同和・男女共同参画課 25

23 ひとり親家庭等の相談及び就業自立支援 子育て給付課 5,929

24 市主催事業における託児サービスの充実 人権同和・男女共同参画課 -

20 【再掲】「高知市労働ニュース」の充実・情報提供拡充 産業政策課 (9)

22 【再掲】男女共同参画推進企業表彰 人権同和・男女共同参画課 (25)

31 【再掲】子育て家庭訪問支援 母子保健課 (9,048)

32 【再掲】ファミリー・サポート・センター事業の周知・拡充 子ども育成課 (13,306)

33 【再掲】保育時間の延長 保育幼稚園課 (18,970)

34 【再掲】地域における子育て支援・子育て相談 子ども育成課 (103,177)

35 【再掲】子育て環境の充実 保育幼稚園課 (75,166)

36 【再掲】介護予防の充実 高齢者支援課 (34,260)

37 【再掲】家族介護の支援 高齢者支援課 (7,175)

38 【再掲】高齢者の生きがいづくり 生涯学習課 -

25 男性職員の子育て参加の促進 人事課 0

26 技術系職員の女性の採用割合の向上 人事課 0

27 女性職員の活躍推進 人事課 0

28 女性消防職員増加に向けた取組み 消防局総務課 24

29 女性の職業生活における活躍の推進 人権同和・男女共同参画課 80

30 高知市総合評価落札方式評価基準による評価 契約課 0

22 【再掲】男女共同参画推進企業表彰 人権同和・男女共同参画課 (25)

31 子育て家庭訪問支援 母子保健課 9,048

32 ファミリー・サポート・センター事業の周知・拡充 子ども育成課 13,306

33 保育時間の延長 保育幼稚園課 18,970

34 地域における子育て支援・子育て相談 子ども育成課 103,177

35 子育て環境の充実 保育幼稚園課 75,166

36 介護予防の充実 高齢者支援課 34,260

37 家族介護の支援 高齢者支援課 7,175

38 高齢者の生きがいづくり 生涯学習課 -

39 地域コミュニティ再構築事業 地域コミュニティ推進課 11,200

40 安全安心まちづくり推進事業 くらし・交通安全課 53

6
【再掲】地区人権啓発推進委員会や地域における啓発
活動，人権学習の支援

人権同和・男女共同参画課 (2,154)

41 地域防災力の向上 防災政策課 5,939

42 地域防災力の向上 地域防災推進課 -

43 育児相談事業 母子保健課 803

44 妊娠期支援事業 母子保健課 1,399

45
乳児健診（１歳６か月児健診事業，３歳児健診事業，乳
児健診受診促進事業）

母子保健課 (24,054)

46 健康教育事業（'食'や生活習慣の指導）の促進（成人） 健康増進課 286

47 健康相談（成人） 健康増進課 286

48 成人健康診査 健康増進課 136,110

31 【再掲】子育て家庭訪問支援 母子保健課 (9,048)

36 【再掲】介護予防の充実 高齢者支援課 (34,260)

38 【再掲】高齢者の生きがいづくり 生涯学習課 -

(イ) 防災分野における男女共同参
画の視点の導入

5,939

 ７　男女の生涯
にわたる健康支

援

(ア) あらゆるライフステージにおけ
る心と体の健康づくりの支援

206,246
(43,308)

 ６　地域・防災分
野における男女

共同参画

(ア) 地域づくりにおける男女共同
参画の視点の導入

13,407
(2,154)

５　子育て・介護
分野における環

境の整備

(ア) 子どもを産み育てやすい環境
の整備

219,667

(イ) 介護をとりまく環境の整備 41,435

４　男女共同参画
の視点による

ワーク・ライフ・バ
ランスの実現

（※「女性活躍推
進法」推進計画）

(ア) 雇用等における男女共同参画
の推進

9,463

(イ) ワーク･ライフ･バランスの促進
261136

(261,136)

(ウ) 女性の職業生活における活躍
の推進

129
(25)

３　男女共同参画
の視点による教
育・学習の充実

(ア) 男女平等教育の推進 30

(イ) 青少年の心と体の健全な育成 618

(ウ) 生涯学習，スポーツ分野の男
女共同参画の推進

88

令和２年度　高知市男女共同参画推進プラン2016事業一覧　【事業費入り】

１　男女共同参画
の意識の高揚

(ア) 男女共同参画の意識の向上 507

２　人権の尊重と
DV等暴力の根絶

(ア) 人権が尊重される社会の構築 6,538

(イ) DV等暴力の根絶 1,298

（ ）は

再掲事業

（ ）は内再掲

事業費の合計
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年次報告表・施策評価表 
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取
組
内
容
（

プ
ラ
ン
）

No.

1

2

3

4

5

6

図書・情報資料室利用促進事業 ●テーマ別図書展示　●図書のPOP作成

男女共同参画に関する統計データ
収集・提供事業

●ホームページ「データでみるこうちの男女共同参画」

（

参
考
）

ソ
ー

レ
事
業

事業名 実施内容

図書・情報資料収集・提供事業 ●図書・DVDの購入・整理　●図書団体貸出　●新聞クリッピング

男女共同参画推進事業
●男女共同参画推進月間講演会（※中止）　●男女共同参画講座【オンライン】　●男女
共同参画講座「ジェンダーカフェ」

広報・啓発事業
●情報紙「ソーレ・スコープ」発行　●セミナーガイドの発行　●ホームページによる情報発
信　●メールマガジン発行　●ＳＮＳによる発信　●啓発パネル貸出　●啓発パネル企画展
示

出前講座事業
●出前講座（サポーター講師，県内・県外講師）　●出前講座（ソーレ職員）　●ウエルカム
セミナー　●出前上映会

実

施

報

告

施策の
方向性

数
値
目
標
（

プ
ラ
ン
）
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推
進
委
員
会
意
見
・
提
言

（人権同和・男女共同参画課）
　情報発信後の行動変化までは把握で
きておりませんが，講演参加者へのア
ンケート等の工夫により，効果的な広報
発信について情報把握に努め，研究し
てまいります。

―

　他の施策でも共通したところですが、
施策を実現するためには、目標設定の仕
方の見直しが必要な項目があると感じ
ました。

（人権同和・男女共同参画課）
　施策の方向性と目標の整合性につい
て，次期プラン2021では事業の必要
性や効率性，有効性等を点検しながら，
事業を実施してまいります。

　市の審議会での女性の割合を増やす取
り組み

　市の審議会での女性の割合を増やす
取り組みは、さらに続けていただきた
い。（女性は社会全体の３割より多い）。
会合時間などが家族的責任に影響しに
くい方法で今後もよろしくお願いしま
す。

（人権同和・男女共同参画課）
　政策・方針決定過程への女性の参画
拡大の重要性を認識し，会合時間の設
定等も含め，関係各課へ働きかけなが
ら啓発を継続してまいります。

【評価できる取組等】 【改善すべき課題等】
【改善すべきか課題等】

に対する回答

コロナ禍で動きづらい年度ではあった
が，女性の委員のいない審議会の数が，
ようやく大幅な減少となった。

　男女共同参画の意識向上のため、庁内
掲示板を活用し、講演案内やパネル展等
をお知らせしたり、情報紙を配布すること
で情報発信をされている。

　審議会の女性委員の比率が向上し、審
議会で女性委員がいない審議会が減少し
ている。また、男性職員の育児休業取得率
の向上、技術職採用者の女性の割合が３
３％（目標１５％）など、庁内での男女共同
参画に対する取り組みが高まっているこ
とは伺える。市民の手本となるよう更に
加速していくことを期待します。

　目標には達していないので、引き続き
努力を。

3.5

　情報発信後、講演等への参加率がどう
だったのかが分かりづらい。

（人権同和・男女共同参画課）
　早期に状況を改善することは市の責
務であるとの自覚を持ち，積極的な女
性の登用について働きかけを継続して
まいります。

④ 　数値目標の達成状況 3.0

⑤ 　男女共同参画の視点での工夫や配慮

　各事業の実施状況（事業の活動） 3.4

③ 　各事業の実施状況（事業の成果） 3.3

【令和２年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　施策評価表

施策項目 １ 男女共同参画の意識の高揚

推
進
委
員
会
評
価

【推進委員会評価】 （評価の目安）
５・・非常に良好　４・・良好　３・・概ね良好だが改善の余地あり
２・・不十分　  １・・全く不十分

全体評価
（No.①～⑤の平均）

No. 評価項目 評価
（委員会平均）

3.38 ① 　施策の目的との合致（施策に対する事業の内容） 3.7

②

0
1
2
3
4
5
①施策

②活動

③成果④数値

⑤工夫

10



 

取
組
内
容
（

プ
ラ
ン
）

No.

1

2

3

4

5

実

施

報

告

施策の
方向性

数
値
目
標
（

プ
ラ
ン
）

（

参
考
）

ソ
ー

レ
事
業

事業名 実施内容

DV防止啓発事業 ●ＤＶ防止啓発講演会【オンライン・オンデマンド】

他機関連携・共催事業 ●「女性の人権」講演会（共催：ＮＰＯ法人こうち被害者支援センター）

相談関連講座 ●こころを読み解くコラージュ（※中止）

相談事業 ●女性対象相談（一般，法律，こころ）　●男性対象相談（男性のための悩み相談）

相談員スキルアップ研修 ●立ち直りに必要なジェンダーの視点～機能不全家族で育つということ～

施策

11



　全国で75例目、四国では４例目、高知県
内では初ということでパートナーシップ登
録制度が開始されたことは評価できると
思います。

―

推
進
委
員
会
意
見
・
提
言

【評価できる取組等】 【改善すべき課題等】
【改善すべきか課題等】

に対する回答

　パートナーシップ登録制度
　３の「教育」分野との連携も一層進めて
いただきたいです。（子どものときから
このようなことを学ぶことが大事。）

（人権同和・男女共同参画課）
　ジェンダーや多様な性のあり方を学
ぶためには，長期的な視点に立って，
社会全体で教育・啓発に努めていくこ
とが必要と考えております。小学校放
課後児童クラブや地域の児童館などで
行う学習会等で子どもたちに啓発して
まいります。
　また，学校においても多様な性のあ
り方に関する理解を深める取組が進ん
でおり，外部講師を派遣し，教職員・保
護者・児童生徒が「性の多様性」につい
て学ぶ場を提供するレインボースクー
ル事業などが実施されています。

コロナ禍においてDVが深刻化したこと
に即応する対応を試みた点は評価できま
す。

　密室空間で加害者がそばにいるという
環境の中で、よりダイレクトにDV対応に
ついての情報を発信し、SOSの方法を
提示するようなＩＴツールが増えると良
いと思います。

（人権同和・男女共同参画課）
　ＤＶを社会全体の問題としてとらえ，
被害者や加害者といった当事者だけで
なく，周囲の人にも問題意識を持って
もらうことが必要であると考えていま
す。国ではメールやチャットでも相談で
きる「DV相談＋（プラス）」の提供が開
始されています。市でもそのような情
報を発信し，相談先の周知に努めてま
いります。

コロナ禍で開催できなかった事業が多
いが、そろそろwithコロナの観点から企
画立案を。

（人権同和・男女共同参画課）
コロナ対策を十分考慮したうえで事

業計画を行い，オンラインやWEBを活
用した事業手法など他都市の先進事例
等も参考にしながら，事業を工夫して
実施してまいります。

　多様な性があるように、人権の捉え方も
人それぞれの価値観や人生観によって左
右されるので、様々な取り組みの成果が
出るのは長い年月が必要だと思います
が、地道に啓発活動を継続していくことが
大切で良く取り組んでいると思います。

　SNSなどで様々な情報が氾濫してお
り、感化されやすい大人もいるなかで、
子どもたちが情報化社会をどう過ごし
ていくのか、教育現場で一人一台タブ
レット配布をするなかで、子どもたちが
犯罪に巻き込まれないよう十分な教育
をお願いしたいと思います。

（少年補導センター）
　少年補導センターとしましては，小・
中・義・高校等を対象に情報モラル教育
として「正しく使おうインターネット」と
いう出前授業を実施しています。その
際，授業後に行うアンケートを分析し，
児童生徒の実態や課題に応じてSNS
やオンラインゲーム等での最新のトラ
ブルの実例をもとに，子供たちにどう
行動するべきか正しい判断力をつけさ
せる内容を授業に盛り込む等，常に改
善を図りつつ，最新の情報をもとに授
業ができるように工夫しているので，
継続していきます。

④ 　数値目標の達成状況 2.5

⑤ 　男女共同参画の視点での工夫や配慮 2.9

　各事業の実施状況（事業の活動） 2.9

③ 　各事業の実施状況（事業の成果） 2.7

【令和２年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　施策評価表

施策項目 ２ 人権の尊重とＤＶ等暴力の根絶

推
進
委
員
会

評
価

【推進委員会評価】 （評価の目安）
５・・非常に良好　４・・良好　３・・概ね良好だが改善の余地あり
２・・不十分　  １・・全く不十分

全体評価
（No.①～⑤の平均）

No. 評価項目 評価
（委員会平均）

2.90 ① 　施策の目的との合致（施策に対する事業の内容） 3.5

②

0
1
2
3
4
5
①施策

②活動

③成果④数値

⑤工夫
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取
組
内
容
（

プ
ラ
ン
）

施策の
方向性

実

施

報

告

数
値
目
標
（

プ
ラ
ン
）
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No.

1

2

3

4

5

（

参
考
）

ソ
ー

レ
事
業

事業名 実施内容
【再掲】図書・情報資料収集・提供
事業

【再掲】広報・啓発事業
●情報紙「ソーレ・スコープ」発行　●セミナーガイドの発行　●ホームページによる情報発信
●メールマガジン発行　●ＳＮＳによる発信　●啓発パネル貸出　●啓発パネル企画展示

【再掲】出前講座事業
●出前講座（サポーター講師，県内・県外講師）　●出前講座（ソーレ職員）　●ウエルカム
セミナー　●出前上映会

●図書・ＤＶＤの購入・整理　●図書団体貸出　●新聞クリッピング

【再掲】図書・情報資料室利用促進
事業

●テーマ別図書展示　●図書のPOP作成

【再掲】男女共同参画に関する統計
データ収集・提供事業

●ホームページ「データで見るこうちの男女共同参画」
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【再掲】多様な性があるように、人権の捉
え方も人それぞれの価値観や人生観に
よって左右されるので、様々な取り組み
の成果が出るのは長い年月が必要だと
思いますが、地道に啓発活動を継続して
いくことが大切で良く取り組んでいると
思います。

【再掲】SNSなどで様々な情報が氾濫してお
り、感化されやすい大人もいるなかで、子ど
もたちが情報化社会をどう過ごしていくの
か、教育現場で一人一台タブレット配布をす
るなかで、子どもたちが犯罪に巻き込まれ
ないよう十分な教育をお願いしたいと思い
ます。

【再掲】（少年補導センター）
　少年補導センターとしましては，小・
中・義・高校等を対象に情報モラル教
育として「正しく使おうインターネット」
という出前授業を実施しています。そ
の際，授業後に行うアンケートを分析
し，児童生徒の実態や課題に応じて
SNSやオンラインゲーム等での最新の
トラブルの実例をもとに，子供たちに
どう行動するべきか正しい判断力を
つけさせる内容を授業に盛り込む等，
常に改善を図りつつ，最新の情報をも
とに授業ができるように工夫している
ので，継続していきます。

推
進
委
員
会
意
見
・
提
言

【評価できる取組等】 【改善すべき課題等】
【改善すべきか課題等】

に対する回答

　女性の人権の学習
　女性に留まらず（既になさっているかもし
れませんが）性別に拘らない誰もの人権を考
える学習の推進を望みます。

（人権同和・男女共同参画課）
　「高知市人権施策推進基本計画」で
は13の人権課題ごとに取組方針を定
め取り組んでいます。「女性」の人権課
題については，女性に対するあらゆる
差別や暴力の根絶と，男性であっても
女性であっても一人ひとりの人権が
対等平等に尊重される社会の実現を
に向け，ジェンダー平等の理念の浸透
を図るため，取組を進めております。

　各事業の実施状況（事業の活動） 3.3

③ 　各事業の実施状況（事業の成果） 3.3

④ 　数値目標の達成状況 2.7

⑤ 　男女共同参画の視点での工夫や配慮 3.3

【令和２年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　施策評価表

施策項目 ３ 男女共同参画の視点による教育・学習の充実

推
進
委
員
会
評
価

【推進委員会評価】 （評価の目安）
５・・非常に良好　４・・良好　３・・概ね良好だが改善の余地あり
２・・不十分　  １・・全く不十分

全体評価
（No.①～⑤の平均）

No. 評価項目 評価
（委員会平均）

3.26 ① 　施策の目的との合致（施策に対する事業の内容） 3.7

②

0
1
2
3
4
5
①施策

②活動

③成果④数値

⑤工夫
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【令和２年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　年次報告表

取
組
内
容

（
プ
ラ
ン

）

【数値目標の現状値】

【個別事業評価の分布】

【施策の主な実施状況】

1 22

（ア）雇用等における男女共同参画の推進（取組事業：４事業）
・「高知市労働ニュース（年４回発行）」では，コロナ禍での企業向け融資や給付金についての情報提供を行った。
・雇用促進・就労支援として，若者就職応援事業，女性のための就職応援セミナー等を実施した。
・ひとり親家庭等の就業自立支援では，コロナ禍で出張相談等ができず就職実績は減少したが，相談件数はメールによ
る相談の増加により前年から微増した（647件）。

（イ）ワーク･ライフ･バランスの促進（取組事業：12事業）
・男女共同参画推進を積極的に実施している企業３者を表彰し，市広報紙，ホームページ等に掲載することで，雇用にお
ける男女共同参画等に関する啓発を図った。
・ワーク･ライフ･バランスを促進するには，子育て・介護分野における環境の整備を同時に進めていく必要がある（取組
の詳細は「施策５」を参照）。

割合(%)　((a)÷(b)) 9.1% 50.0% 31.8% 4.5% 4.5%

（ウ）女性の職業生活における活動の推進（取組事業：７事業）
・特定事業主行動計画に基づき，育児休業を取得した男性職員の体験談等を提供し，職員の育児参加に対する意識啓
発を図った。
・女性技術系職員の採用者数拡大に努め，技術職採用者に占める女性の割合は，令和２年度実績で33.3％（目標
15％）となった。
・女性職員の活躍推進では，令和２年度の係長・課長補佐級の女性職員の割合は39.0％（目標35％）まで上昇したが，
課長級以上の割合は13.3％（目標20％）にとどまった。

数
値
目
標

（
プ
ラ
ン

）

目標名 当初(27年度) 28年度

自課評価の分布 A B E 事業数(b)

10施設

評価指標数(a) 2

一時預かり事業（一般型）実施施設数 ９施設 ９施設 ９施設 ９施設 ８施設

C D

11 7 1

高知勤労者福祉サービスセンターの会員数 6,398人 6,314人 6,426人 6,613人

無料職業紹介所における延べ支援者数 約300人 311人 474人 537人 維持

6,557人

445人

7，657人
6,000人以
上を維持

30年度 元年度

３社 ３社 累計30社

実

施

報

告

施策の
方向性

（ア）雇用等における男女共同参画の推進

（イ）ワーク・ライフ・バランスの促進

（ウ）女性の職業生活における活躍の推進

（ア）雇用等における男女共同参画の推進
①「男女雇用機会均等法」「育児・介護休業法」「次世代育成支援対策推進法」等の周知・浸透を図る。
②労働部門で男女間に事実上生じている格差の是正のための啓発を行う。
③男女の雇用促進，就労に関する支援，情報提供を実施する。
④企業等における女性登用を促進するための啓発を行う。
⑤関係機関の連携により，ひとり親家庭の自立を支援する。
⑥企業への男女共同参画の視点での啓発活動を実施する。
⑦職場でのハラスメント対策を促進するための啓発を行う。
⑧男女共同参画を推進する企業を表彰する。

（イ）ワーク・ライフ・バランスの促進
①ワーク・ライフ・バランスに関する啓発を行う。
②男性中心型労働慣行の見直しに関する啓発を行う。
③子育て支援の充実を図る。
④介護サービス・介護予防の充実を図る。
⑤生涯にわたる生きがいづくりの促進を図る。
⑥市主催事業における託児サービスを充実する。

（ウ）女性の職業生活における活躍の推進
①特定事業主行動計画に基づいた取組を実施する。
②企業等における女性活躍を促進するための啓発を行う。
③女性の就労に関する支援，情報提供を実施する。

８施設

２年度 目標

548人

高知市男女共同参画推進企業表彰の表彰企業
数

- ２社 ３社 ７社

29年度

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ･バランスの実現4
施策項目
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No.

1

2

3

4

5

6

（
参
考

）
ソ
ー
レ
事
業

事業名 実施内容

ワーク・ライフ・バランス事業 ●大学生向けキャリア形成支援　●男性家事講座　●男のセルフマネジメント講座

ソーレえいど事業 ●「家庭円満！怒りで後悔しない『こころの聞き方話し方』講座」　●いのちつなぐ講座

【再掲】出前講座事業
●出前講座（サポーター講師，県内・県外講師）　●出前講座（ソーレ職員）　●ウエルカム
セミナー　●出前上映会

就業・起業支援事業 ●就労支援パソコン講座

県民からの企画提案事業
●気質が好む生き方・働き方　●みんなで考える産後ケア　●子育てラップ　●お父さんＴ
Ｏリズム　●おうちでお灸！はじめてのお灸教室

人材育成事業 ●女性の活躍応援講座　●エンパワメント講座【オンライン】
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【令和２年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　施策評価表

施策項目 ４ 男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現

推
進
委
員
会
評
価

【推進委員会評価】 （評価の目安）
５・・非常に良好　４・・良好　３・・概ね良好だが改善の余地あり
２・・不十分　  １・・全く不十分

全体評価
（No.①～⑤の平均）

No. 評価項目 評価
（委員会平均）

3.26 ① 　施策の目的との合致（施策に対する事業の内容） 3.5

② 　各事業の実施状況（事業の活動） 3.3

③ 　各事業の実施状況（事業の成果） 3.2

④ 　数値目標の達成状況 3.0

⑤ 　男女共同参画の視点での工夫や配慮 3.3

推
進
委
員
会
意
見
・
提
言

【評価できる取組等】 【改善すべき課題等】
【改善すべきか課題等】

に対する回答

　女性の就労支援について，とても丁寧
に関わっていると思う。

　女性の就労は，少子化対策にもつなが
ると言える。女性経営者や意識を持つ
経営者，もしくは女性をあえて雇用して
いる会社等を積極的に開拓する必要が
あるのではないか。

（産業政策課）
　高知市雇用創出促進協議会による女
性の就職支援セミナー等を開催する
など，ご指摘の視点を交え女性の雇用
に向けた必要な支援を継続して行っ
てまいります。

　子育て疲れの親が、子どもを一時預か
りしてもらえる制度があり、しっかり稼働
している。児童虐待防止、保護者のリフ
レッシュの点でも期待できる。

　情報が隅々まで届いているのか、広報
的な面を今一度検証していただきた
い。

（保育幼稚園課）
　高知市HPほか，高知市子育てガイド
『ぱむ』，保育幼稚園課窓口においてい
る一時保育実施施設のチラシで広報し
ています。こども未来部facebook
『ほのぼの子育て』での情報発信につ
いても検討しています。

　(27 女性職員の活躍推進) 事務系の
職種について、男女の区別なく実績・能
力に基づき、管理的地位への登用を行う
という事業概要

　事務系の職種について、男女の区別
なく実績・能力に基づいた管理的地位
への登用に至るまでには、例えば、人材
育成において新人研修から各段階毎の
研修等を男女の区別なく行うことが必
要だと考えます。

（人事課）
　女性リーダー職員育成等を目的とす
る女性に特化した派遣研修も一部
行っておりますが，全職員を対象とし
て実施する研修については，新規採用
職員研修以降，各階層別研修等のいず
れにおいても性別を区別することなく
実施しております。

　コロナ禍で飲食業等を中心とした雇用
調整が行われ、非正規職員の多くを占
める女性が雇用の調整弁として扱われ
ている実態が顕在化したと認識してお
ります。男性の補完的労働者としてでは
なく、基幹業務を担う女性の働き方モ
デルの啓発や、そのような就職の実現
に向けた支援が必要であると考えま
す。

（産業政策課）
　内閣府の調査では，性別にかかわら
ず生産年齢人口における非正規雇用
労働者の割合が減少傾向にある一方
で，就業者数の推移をみると，コロナ発
生以降大幅に減少しており，非正規就
労の割合が高い女性への影響が特に
大きかったと推測されます。今後とも
推移を注視しながらご提案の趣旨を踏
まえ，労働ニュースなどにより，事業者
に向けて啓発等を行っていくよう，検
討してまいります。
（人権同和・男女共同参画課）
　働く場における意識啓発を充実させ
るとともに，高知家の女性のしごと応
援室等の関係機関とも連携をはかり，
女性の就職支援の充実を呼びかけて
まいります。

　女性が少ない職位・専門職の（女性の割
合の）増加

　課長級以上の女性の増加がない理由
の解明（もし女性が望まないという声が
多いとすれば、なぜ多いのかの原因と、
それが職場環境・労働条件とどう関連し
ているのか）とそれを改善するための施
策を望みたいです。

（人事課）
　女性職員の管理職への登用につきま
しては，適材適所が前提にあり，性別
を問わず，その職に求められる知識や
経験，仕事に向き合う姿勢等を基本と
し，総合的に判断しております。今後も
適切な配置に努めてまいります。

　【再掲】審議会の女性委員の比率が向上
し、審議会で女性委員がいない審議会が減
少している。また、男性職員の育児休業取
得率の向上、技術職採用者の女性の割合が
33％（目標15％）など、庁内での男女共同
参画に対する取り組みが高まっていること
は伺える。市民の手本となるよう更に加速
していくことを期待します。

―

0
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5
①施策

②活動

③成果④数値

⑤工夫
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【令和２年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　年次報告表

取
組
内
容
（

プ
ラ
ン
）

施策の
方向性

数
値
目
標
（

プ
ラ
ン
）

実
　
施
　
報
　
告
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No.

1

2

3

4

（

参
考
）

ソ
ー

レ
事
業

事業名 実施内容

【再掲】ワーク・ライフ・バランス事業 ●大学生向けキャリア形成支援　●男性家事講座　●男のセルフマネジメント講座

防災啓発事業
●親子防災教室【オンライン】（「楽しく学ぼう！～防災トイレとグッズづくり～」，「知っていま
すか？災害発生！その後に起きること」）

【再掲】県民からの企画提案事業
●気質が好む生き方・働き方　●みんなで考える産後ケア　●子育てラップ　●お父さんＴ
Ｏリズム　●おうちでお灸！はじめてのお灸教室

【再掲】ソーレえいど事業 ●「家庭円満！怒りで後悔しない『こころの聞き方話し方』講座」　●いのちつなぐ講座
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【令和２年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　施策評価表

施策項目 ５ 子育て・介護分野における環境の整備

推
進
委
員
会
評
価

【推進委員会評価】 （評価の目安）
５・・非常に良好　４・・良好　３・・概ね良好だが改善の余地あり
２・・不十分　  １・・全く不十分

全体評価
（No.①～⑤の平均）

No. 評価項目 評価
（委員会平均）

3.36 ① 　施策の目的との合致（施策に対する事業の内容） 3.7

② 　各事業の実施状況（事業の活動） 3.6

③ 　各事業の実施状況（事業の成果） 3.2

④ 　数値目標の達成状況 2.8

⑤ 　男女共同参画の視点での工夫や配慮 3.5

推
進
委
員
会
意
見
・
提
言

【評価できる取組等】 【改善すべき課題等】
【改善すべきか課題等】

に対する回答

　保育時間延長や一時預かり等，細やかに
考えられている。

　女性（母親）の就労を考えた時，企業内
保育所のことが見えてこない。ここに行
政として，てこ入れが必要なのではない
かと思う。

（保育幼稚園課）
　市内の認可施設としては事業所内保育
施設４施設のほか，認可外の企業主導型
保育施設12施設が設置されています。こ
うした施設についても，他の保育施設と
同様に，市HP等で情報提供しておりま
す。また，企業主導型保育施設に対して
は，国が施設整備費及び運営費の助成を
行っており，市の事業者向けＨＰで情報
提供をしています。

　待機児童はかなり減ってきている。

　期限を切って育休をとっている人が、
きちんと希望の保育園に入れるように
していただきたい。年度途中は相変わ
らず入りづらい地域がある。また、乳児
への対応も課題（月齢で入れない）があ
り、困ってる人もいるので、声を拾って
改善につなげていただきたい。

（保育幼稚園課）
　保育園への入所は保育の必要性の高い
方から決定しており，希望の保育園に必
ず入れるとは限らないのは皆様同じ状況
です。保育を必要とする方が保育園に入
所できるよう，保育ニーズの高い地域に
おいては，受入児童数を増やす弾力運用
を行うなど，適切な定員設定を検討して
いきます。乳児の受入れについては各園
の保育士の雇用状況等によるため，入所
可能な園について情報提供しています。

(35　子育て環境の充実)　一時預かり事
業において、一時的な保育が必要な子育
て家庭を支援したり、身近な交流の場とし
て地域子育て支援センターがあり、環境整
備をされている。

　　保育の一時預かりに関して、事業の
概要が伝わるよう子育て家庭に情報発
信をお願いしたい。

（保育幼稚園課）
　高知市HPほか，高知市子育てガイド
『ぱむ』，保育幼稚園課窓口においている
一時保育実施施設のチラシで広報してい
ます。こども未来部facebook『ほのぼ
の子育て』での情報発信についても検討
しています。

　保育園に入れないこどもがいることも
課題。

（保育幼稚園課）
　待機児童数は令和元年度は34人，令
和２年度は26人，令和３年度は11人と
なり，年々減少しております。
引き続き，待機児童の解消については，
保育ニーズの高い地域においては受入
児童数を増やすなど，適切な定員設定を
検討します。

　（こんにちは赤ちゃん事業）訪問不正立
の家庭に対するフォロー率100％

　今後，調理実習などが可能になれば，
男性も参画していただける企画を望み
ます。

（母子保健課）
　コロナ感染拡大により，母子保健事業
の一時休止もやむを得ない状況でした
が，事業再開と同時にパパママ教室（夫
婦参加が多い）では申込開始早々に定員
に達する等，コロナ禍でも市民ニーズの
高さが伺えました。今後も子育て支援に
男性が参画しやすくなるような，市民
ニーズに寄り添った事業運営・企画を目
指します。

　少子化が進む中で、安心して子育てでき
る環境の整備が何より重要です。コロナ
禍であっても子育ては自粛するわけには
いきませんので、各施設で後退すること
なく良く取り組んでいると思います。

―
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③成果④数値

⑤工夫
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取
組
内
容
（

プ
ラ
ン
）

No.

1

2

3

4

5

施策の
方向性

数
値
目
標
（

プ
ラ
ン
）

実

施

報

告

防災啓発事業
●親子防災教室【オンライン】（「楽しく学ぼう！～防災トイレとグッズづくり～」，「知っていま
すか？災害発生！その後に起きること」）

人材育成事業 ●女性防災プロジェクト

（

参
考
）

ソ
ー

レ
事
業

事業名 実施内容

【再掲】ソーレえいど事業 ●「家庭円満！怒りで後悔しない『こころの聞き方話し方』講座」　●いのちつなぐ講座

ボランティア育成・活用事業 ●ボランティア活用　●ボランティア育成研修

ソーレフォーラム・団体企画イベント ●ソーレまつり2021（オンライン版）
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【令和２年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　施策評価表

施策項目 ６ 地域・防災分野における男女共同参画

推
進
委
員
会
評
価

【推進委員会評価】 （評価の目安）
５・・非常に良好　４・・良好　３・・概ね良好だが改善の余地あり
２・・不十分　  １・・全く不十分

全体評価
（No.①～⑤の平均）

No. 評価項目 評価
（委員会平均）

3.36 ① 　施策の目的との合致（施策に対する事業の内容） 3.8

② 　各事業の実施状況（事業の活動） 3.6

③ 　各事業の実施状況（事業の成果） 3.3

④ 　数値目標の達成状況 2.6

⑤ 　男女共同参画の視点での工夫や配慮 3.5

推
進
委
員
会
意
見
・
提
言

【評価できる取組等】 【改善すべき課題等】
【改善すべきか課題等】

に対する回答

・防災勉強会が目標の10％上積みを達成
できた。
・コロナ禍の中でも可能な限り実施に向け
た取り組みが見られる。

・役員に女性がいない自主防災組織の割
合について29.3％→12.0％と目標値
に一気に近づいたように見えるが、上の
２項目（地区人権啓発推進委員会の女性
役員の割合、「市の防災分野において男
女共同参画が図られている」と感じてい
る人の割合）は、前年度と同水準で数値
の整合性に疑問。
・コロナ禍において取り組みが進まな
かった点は理解できるが引き続きの推
進を。

（地域防災推進課）
・自主防災組織は毎年役員が変わる
組織が多く，女性役員の比率が向上
したものと思われる。女性役員の比
率向上により，全体の取組における
男女共同参画の視点を生かせるよ
う，自主防災組織への継続した啓発
等，更なる取組が必要であると考え
ています。
・コロナ禍であっても実施可能な取組
方法等を創意工夫し，引き続き地域・
防災分野における男女共同参画を推
進します。

　若い人たちの増加（受講者）
　学校・大学で周知を促すなど、次世代
への働きかけをさらに願います。

（防災政策課）
　各大学・専門学校の多くの学生に受
講していただけるように，募集要項を
引き続き配布し，学校職員からの学
生への働きかけについても依頼して
いきます。

0
1
2
3
4
5
①施策

②活動

③成果④数値

⑤工夫
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取
組
内
容
（

プ
ラ
ン
）

No.

1

2

3

4

【再掲】他機関連携・共催事業 ●「女性の人権」講演会（共催：ＮＰＯ法人こうち被害者支援センター）

【再掲】県民からの企画提案事業
●気質が好む生き方・働き方　●みんなで考える産後ケア　●子育てラップ　●お父さんＴ
Ｏリズム　●おうちでお灸！はじめてのお灸教室

【再掲】ソーレえいど事業 ●「家庭円満！怒りで後悔しない『こころの聞き方話し方』講座」　●いのちつなぐ講座

（

参
考
）

ソ
ー

レ
事
業

事業名 実施内容

【再掲】ワーク・ライフ・バランス事業 ●大学生向けキャリア形成支援　●男性家事講座　●男のセルフマネジメント講座

実

施

報

告

施策の方向性

数
値
目
標
（

プ
ラ
ン
）

男女の生涯に 健康支援
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【改善すべきか課題等】
に対する回答

（母子保健課）
　高知市では幼児健診受診促進事業とし
て，一定期間未受診の子どもさんへの訪
問等による受診勧奨を実施しておりま
す。幼児健診では子どもの発育発達の確
認とともに，保護者の育児不安の軽減を
図り，必要な支援を心掛けています。幼
児健診の場で，子育てに悩む保護者に対
しては，今後も適切な助言や必要な支援
につなげていけるよう配慮していきま
す。

　企業において健康経営への意識が高
まっています。健康に関する出前講座や
健康相談など企業向けの支援としても提
供できるのではないでしょうか。

（健康増進課）
　健康講座は，職場における健康づくり
として既に活用していただいており，こ
れまで実施した講座内容は，職場におけ
るメンタルヘルス，生活習慣病予防，感
染症予防，適正飲酒等となっておりま
す。
　また，講座開催時に個別の相談があれ
ば対応させていただいております。

推
進
委
員
会
意
見
・
提
言

【評価できる取組等】 【改善すべき課題等】

　　(43　育児相談事業) 子育て広場を利
用する事で保健師さん他、専門職の方に
発育面や日頃の子育てに関する相談がで
き、体制が整っていると思います。

　(45　幼児健診) 乳児の訪問個別指導
に関して、訪問不成立者を100%状況把
握されているように、その先の幼児健診
についても未受診の状況把握をしてはど
うでしょうか。発育状態はもちろんです
が、日々の子育ての悩みも聞けるいいタ
イミングですし、健診は重要です。　また、
メディアで幼児虐待について取り出され
ていますが、健診時に何か見つかる場合
もあるかと考えます。

④ 　数値目標の達成状況 2.9

⑤ 　男女共同参画の視点での工夫や配慮 3.5

　各事業の実施状況（事業の活動） 3.4

③ 　各事業の実施状況（事業の成果） 3.3

【令和２年度】　高知市男女共同参画推進プラン2016　施策評価表

施策項目 ７ 男女の生涯にわたる健康支援

推
進
委
員
会
評
価

【推進委員会評価】 （評価の目安）
５・・非常に良好　４・・良好　３・・概ね良好だが改善の余地あり
２・・不十分　  １・・全く不十分

全体評価
（No.①～⑤の平均）

No. 評価項目 評価
（委員会平均）

3.34 ① 　施策の目的との合致（施策に対する事業の内容） 3.6

②

0
1
2
3
4
5
①施策

②活動

③成果④数値

⑤工夫
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全体に関すること

評価できる取組等 改善すべき課題等
【改善すべきか課題等】

に対する回答

コロナ禍における事業への影響を
どうとらえるかによって評価は変わ
る。
コロナ禍で目標達成に足踏みして

いるものが多く見られるが取り組み
そのものは着実に成果を挙げてい
ると思われる。

　来年度以降アフターコロナとなるかwith
コロナとなるか不透明な部分はあるもの
の、WEB活用など更なる工夫を期待しま
す。

（人権同和・男女共同参画課）
コロナ禍においてオンラインやWEB

を活用した事業手法がさらに進んでい
くものと考えています。他都市の先進
事例等も参考にしながら，事業を工夫
して実施してまいります。

　計画した催しが、コロナ感染状況
等により、実行が困難になったとき
に、代わりに計画にはなかったが、
やれることを行った（宣伝物配布等）
といった柔軟な対応は評価できる。
ただ、できればより、計画に近い代
替対応を行うことが望ましいと考え
ます。

　報告には、予定していた講演会がコロナに
よりできなかった、学校への訪問が同様の
理由により取りやめになった等の記述が多
い。コロナ禍は2年目となり、「新しい生活
様式」は今後もかなりの期間必要とされて
いる。この状況を冷静に考えると、事業計
画時にコロナ感染拡大状況等により、中止
等が予想される事業を計画に挙げる場合に
は、「それができない時の代替案」を必ず併
記するようにしてほしい。また、その代替案
は元の案に近い成果（7～8割程度はクリア
できる）が出るようなものを考えてほしい。
　厳しいと思われるかもしれませんが、その
理由を述べます。コロナ禍の中で多くの組
織が影響を受けていますが、コロナ禍によ
り主たる活動が出来ないという公的機関は
ほとんありません。税金は安くなっていませ
んし、公的機関は必要だから存在している
はずです。
　男女共同参画推進に向けての計画も、ぜ
ひ必要と考えられるので提案されているも
のです。不要不急の活動ではありません。
例えば、元は国の資金により研究活動への
支援が行われている「科研費」の場合、計画
書には「もし、事情により計画が実施できな
い場合の代替案」を必ず書かなければなら
ないようになっています（コロナ以前の段
階においてもそうした記述あり）。公的資金
を使っての活動には、そうした「実行責任」
が問われるものを考えます。必ず、何らかの
働きかけができるよう、ぜひ代替案併記の
計画としてください。なお、代替方法はオン
ラインを含め、分散開催、ビデオメッセー
ジ、音声録等様々な媒体等を検討してほし
いと思います。

（人権同和・男女共同参画課）
　次期プラン2021においては，新型コ
ロナウイルス感染症の影響も十分に考
慮したうえで各事業計画を立てること
を徹底し，事業担当課へもそのことを
お願いしてまいります。

　数値目標の達成状況をみると、最終年度
の２年度においても、２４項目中目標を達成
したのは９項目に終わっており、５年間の取
組みが目標達成には不十分な結果であった
いえます。
　目標達成が厳しい状況であるにもかかわ
らず毎年同じことをやっても効果は期待で
きないことが分かったと思いますので、
PDCAをしっかり回して、効果の出ない個
別事業はやめて新たな事業に変更するな
ど、目標達成が必須であるとの意識をもっ
て取り組んでほしいと思います。

（人権同和・男女共同参画課）
　計画期間の５年間で目標達成できる
よう目標達成までのプロセスをしっか
りと検討したうえで，PDCAサイクルを
着実に進めていけるよう進行管理を
行ってまいります。

【推進委員会 意見・提言】
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　個別事業では、様々な事業を展開してお
り、担当者はご苦労されていると思います
が、その事業が男女共同参画推進プランに
基づいて実施していることを市民が理解で
きるよう工夫が必要だと思います。
　たとえば、HPの認知症カフェをみてもこ
れが男女共同参画推進プランの一事業であ
るという表記が見当たりません。プランを
知ってもらう、理解してもらうためにも、プ
ランに基づく事業には全てその旨を表記
し、市民にも理解してもらうことが大切だと
思います。

（人権同和・男女共同参画課）
　男女共同参画推進プランそのものの
認知度は，「全く知らない」と答えた方
が６割（令和元年度　高知市男女共同
参画に関する市民の意識調査報告書
結果）を超えており，市民に浸透してい
るとは言い難い状況です。
　各個別事業が男女共同参画推進プラ
ンに基づいて実施されているというこ
とを，市民に広く知ってもらえるよう
ホームページ等で広報するなど工夫し
てまいります。

　何事も対面を原則としてきた社会がコロ
ナ禍を経て変容しました。アフターコロナに
あっても、「便利さ」が認識されたＩＴツール
の活用は続いていくと思われます。
　今後は、いずれの活動についても、「イベ
ント立案、参加者集め」の方法による事業の
あり方から少しずつ脱却し、ＩＴツールの活
用による、より実効性があって直接的かつ
双方向が確保される方法での施策の実現
を目指していっていただきたいです。

（人権同和・男女共同参画課）
　これまでの集合・対面方式でない講
座や事業のあり方について，先進事例
を参考にしながら，効果的な手法を検
討してまいります。
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個別事業の実施状況報告 
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図書企画展では，男女共同参画を子どもも
一緒に考えることができるよう絵本を選書す
る工夫をした。
啓発作品募集を昨年度に引き続き学校を
訪問して依頼したところ，前年度から大幅に
応募数が増加した。（R元 495→R2
1,424）

コロナ禍により，学習会等の機会が減り，啓
発ティッシュの配布数自体は減少したが，地
区人権の啓発活動として小学校へ配布する
など幅広い世代への啓発を行った。ポケット
ティッシュは単価3.76円と安価であるうえ，
PRの効果は高いと考える。

事業の評価
（自課評価） C

事業費
（単位：千円）

49

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

事業概要
男女共同参画の日を中心に，パネル展示やメッセージと川柳の表彰・企業表彰などの啓発活動を実施
し，市民等に男女共同参画に対する理解を深めてもらうように努める。
※ ８月１日は，昭和58年本市にはじめて婦人（女性）担当を配置した日である。

男女共同参画
の視点

各事業の実施により，条例の理念及び「８月１日高知市男女共同参画の日」の周知を図るとともに，男
女共同参画の意識を浸透させる。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

男女共同参画の日の事業として，啓発作品
（メッセージ・川柳）の表彰，企業表彰，パネ
ル展示，啓発用横断幕の設置を実施する。

実　績

・ひとことメッセージ688作品，川柳736作
品応募，各部門５作品表彰
・企業表彰３社表彰
・パネル展開催（１回），オーテピア高知図書
館での図書企画展示
・啓発用横断幕の設置（１箇所，てんこす）

市民に向けた情報発信・啓発の取組として，
啓発作品を市ホームページ，市広報紙への
掲載，啓発ティッシュ（2,500個)の配布を
実施する。

・啓発ティッシュ（1,818個）の配布。
・市ホームページ，市広報紙（８月号）掲載。
企業表彰は，『高知市労働ニュース』（市産
業政策課発行）掲載。

事業№
/事業名

1 高知市男女共同参画の日「８月１日」事業

施策の方向性 (ア) 男女共同参画の意識の向上
事業

担当課
人権同和・男女共同参画課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の意識の高揚１
施策項目

ひとことメッセージ：啓発ティッシュへの折込

オーテピア高知図書館での図書企画展
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事業№
/事業名

2 市民向け男女共同参画の啓発・情報発信

施策の方向性 (ア) 男女共同参画の意識の向上
事業

担当課
人権同和・男女共同参画課

事業概要

市民向け啓発活動，情報発信を通じ，男女共同参画の理解促進を図る。
○パネル展の実施（市庁舎・ソーレまつり）。
○図書の企画展の実施（オーテピア高知図書館）。
○出前講座の実施（児童クラブ等）。
○市広報紙「あかるいまち」，タウン誌等活用による啓発。
○ソーレ情報紙，講演案内等を来庁者に見てもらえるよう庁内窓口に配置する。（庁外はソーレから直接
配布）

男女共同参画
の視点

市民の男女共同参画の意識の浸透，理解促進を図る。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

啓発事業（パネル展，図書企画展，出前講
座，啓発記事）回数　年15回以上。
ソーレ情報紙，講演案内等を庁内窓口に配
置する。

実　績

・パネル展（計５回）
［6月］男女共同参画週間　[9月]防災週間
[10月]ＬＧＢＴ　[11月]ＤＶ月間　[1月]ソー
レまつり
・出前講座（計２回）
・図書企画展（1回）
・啓発記事掲載（計２回，市広報紙及び地
域情報誌フリーペーパー『ミリカ』11月号）
（新）・「男女共同さんかくノート」を県委託
金を活用し，1,500部作成。うち，パネル展
等で1,015部配布。
（新）・高知市男女共同参画推進プラン
2021策定。冊子350部，ダイジェスト版
1,000部印刷。R3より活用予定

人権同和・男女共同参画課のホームページ
に市の取組みについて紹介，報告する。

市ホームページに各種事業の取組や「高知
市男女共同参画行政」等について掲載し
た。

451

事業の評価
（自課評価） C

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

コロナ禍の影響で出前講座の回数が例年
と比べ，大きく減少した。
　パネル展では，展示テーマに加えて“男女
共同参画”を身近に考えてもらえるよう，手
にとりやすい啓発用のポケットティッシュとと
もに「男女共同さんかくノート」を配布した。
　今後も世代ごとに効果的な啓発方法を工
夫して取り組むよう努める。

事業費
（単位：千円）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の意識の高揚１
施策項目

オーテピア高知図書館でのパネル展
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事業№
/事業名

3 庁内向け男女共同参画の意識の浸透

施策の方向性 (ア) 男女共同参画の意識の向上
事業

担当課
人権同和・男女共同参画課

事業概要

庁内向け啓発・情報発信を通じ，男女共同参画の意識の浸透を図る。
○プラン2016の個別事業における男女共同参画の視点を明確にし，市の施策における男女共同参画
を推進する。
○庁内掲示板で男女共同参画に関する情報発信を行う。
○ソーレ情報紙，講演案内等を各課に配布する。
○男女共同参画推進本部部局推進員会の活動を推進する。

男女共同参画
の視点

庁内における男女共同参画の意識の浸透を図ることで，男女共同参画に配慮した施策の実施につなげ
る。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

市の事業，また国や県，ソーレ等関係機関の
事業に合わせて，男女共同参画をテーマに
庁内掲示板での啓発・情報発信（年12回
以上）を行う。

実　績

・庁内掲示板での啓発・情報発信として，
ソーレ講演等案内（４回），男女共同参画関
係パネル展等の開催案内（５回）
・ソーレ情報紙を各課に配布した。（年４回）

男女共同参画推進本部部局推進員会を開
催する。活動報告は，庁内会議で発表し，庁
内掲示板で掲示する。

　部局推進員14名に研修を実施。講師：高
知大学 森田美佐教授。
　部局推進員会は「ワーク・ライフ・バランス」
をテーマに２班（主査・技査級以下職員14
名）に分かれて活動した。
テーマは①「スマートなワークスタイル～業
務の電子化で労働時間を見直す～」②「テ
レワーク導入の課題と解決策～男女共同参
画社会実現のために～」
活動内容は，男女共同参画推進本部幹事
会及び本部会（写真参照）で発表し，庁内
掲示板で掲示するとともに報告書を作成し，
各部局へ配付した。

7

事業の評価
（自課評価） A

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

　特別定額給付金業務など新型コロナウイ
ルス感染拡大による業務増のため，部局推
進員の数はR元18名→R２ 14名と縮小し
たが，女性の割合は42％と4割以上を達成
できた。
職員が日常的に使用する庁内掲示板を利

用することで，目に触れる機会を増やし，男
女共同参画の意識の浸透につなげることが
できた。
また，部局推進員会の活動は若い世代の職
員に仕事・生活の両面で男女共同参画の
意識を持つことに寄与できた。

事業費
（単位：千円）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の意識の高揚１
施策項目

部局推進員の本部会での発表の様子

36



男女共同参画の意識の高揚１
施策項目
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施策の方向性 (ア) 人権が尊重される社会の構築
事業

担当課
人権同和・男女共同参画課

研修講師派遣回数を年間23回以上とする
研修講師派遣回数　３回
（内訳）
・地域の公民館等２回，児童クラブ１回

事業№
/事業名

5 市民啓発活動の推進

事業の評価
（自課評価） D

事業概要
「部落差別をなくする運動」強調旬間及び人権週間において，人権課題に精通した講師を招聘し，講演
形式の啓発活動を実施する。また，関係機関と連携した人権相談の実施や，桃太郎旗の設置による広
報をすることで人権意識の高揚を図る。

男女共同参画
の視点

市民の人権意識を高めることを通じて，一人の人間として男女が互いに人権を尊重する社会づくりに寄
与する。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

企業向け講演会は，「LGBTの職場におけ
る課題」をテーマに開催した。
●アンケート結果・・・LGBTや多様な性に
ついての理解が深まったか「非常に深まっ
た」58.5％，「少し深まった」36.6％ 【肯定
群 95.1%】　アンケート結果から，多様な性
のあり方についての理解を深めることがで
きたと考える。
　また，コロナ禍のため，非接触型の啓発を
実施した。
◆折込チラシ　内容：人権週間及び相談先
周知　枚数：高知新聞への折込68,660枚
◆ラジオCM　内容：人権啓発及び相談先
周知　回数：60本（１か月間）
人権についての「気づき」を促進し，広範囲
にメッセージを伝えることができた。
　今後も引き続き，市民及び事業者の人権
意識の高揚に取り組む。

事業費
（単位：千円）

4,384

※事業の写真やチラシ等

市民を対象とした啓発事業への参加者数を
1,000人以上/年とする

実　績

・「人権週間」企業向け講演会（12月11
日）88人
・新型コロナウイルス感染症拡大防止の観
点から毎年7月と12月に行う市民向け講演
会は中止となったため，①折込チラシの配
布　②ラジオCM　③庁内放送　の啓発を代
替的に行った。
（新）・高知市人権施策推進基本計画策定
冊子500部，ダイジェスト版1,400部を印
刷。R3より活用予定。
（新）・にじいろのまち職員ハンドブック印
刷・活用。
（新）・11月24日　高知市にじいろのまち宣
言。
（新）・2月～パートナーシップ登録制度開
始。

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

人権の尊重とＤＶ等暴力の根絶２
施策項目
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施策の方向性 (ア) 人権が尊重される社会の構築
事業

担当課
人権同和・男女共同参画課

地区人権啓発推進委員会が実施する学習
会等の活動への参加延人数（目標値
4,330人以上）

参加延人数　1,021人
（内訳）
・学習会等　21回　355人
・子ども映画会　12回　666人

事業№
/事業名

6 地区人権啓発推進委員会や地域における啓発活動，人権学習の支援

事業の評価
（自課評価） D

事業概要
市内26地区に設立されている地区人権啓発推進委員会や，地域の女性学級や成人学級等において
実施される人権啓発活動，人権学習会等への取り組みを支援する。

男女共同参画
の視点

市民の人権意識を高めることを通じて，一人の人間として男女が互いに人権を尊重する社会づくりに寄
与する。また，それぞれの地区で学習会の内容を検討する時に,男女共同参画の視点での内容を呼びか
けていく。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か
ら，学習会など集合型の啓発は実施するこ
とができず，参加者数は目標値の23.5％に
留まった。
代替事業として，地域の子どもたちへの啓
発物品の配付や，啓発図書の寄贈など，コ
ロナ禍でも実施できる方法で啓発事業を実
施した。
また，従来から人権週間に合わせて行って
いる人権旗の設置は継続して実施した。
今後も地域主体の人権啓発活動を支援し，
人権尊重の意識の高揚に取り組む。

事業費
（単位：千円）

2,154

※事業の写真やチラシ等

地区人権啓発推進委員数(目標値1,050
人以上)

実　績

令和２年度末委員数1,221人（うち女性
449人）
各地区で市民一人ひとりが人権問題につ
いて，理解を深め，差別や偏見のない地域
社会を確立することをめざし，地域に根ざし
た啓発活動に取り組んだ。

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

人権の尊重とＤＶ等暴力の根絶２
施策項目
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児童虐待予防講演会：187
高知市児童虐待対応研修(カンガルーの会)：660

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） Ｂ

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

〇令和２年度より要保護児童対策地域協議会実務者
会へ女性相談支援センターに参画いただいており，連
携の強化が図られた。
〇こども未来部人権研修では，講師に女性相談支援セ
ンター職員を招き，市内におけるDV被害の現状や対応
方法について理解を深め，さらに今後の連携の在り方
についても議論できた。

〇児童虐待予防講演会は，子育てに関する課題意識を
持つ保護者が多く参加し，講師と参加者の間で熱心な
議論が展開された。
〇父親（父母で，又は父親のみ）の参加も多く，子育て
における母親の負担を軽減させることにつながったので
はないかと認識している。

〇児童虐待対応研修では，DV被害を含む児童虐待の
現状と対策について，保育士や幼稚園教諭，民生委員
児童委員等に周知した。

〇DVや児童虐待は「密室」で発生し，重篤な状態に陥
るまで発見されないこともあり，今後も地域における見
守り体制のさらなる強化や，被害者から発信される
SOSを確実に受け止め，適切に対応していくことが重要
である。

事業費
（単位：千円）

事業概要

・虐待を受けている児童をはじめとする要保護児童の早期発見や適切な対応を図るために，関係機関，
関係団体及び児童の福祉に関連する職務に従事する者等により構成される「要保護児童対策地域協
議会」において当該児童に関する情報や支援についての考え方を共有し，適切な連携のもとで対応す
る。
・家庭や学校，地域など社会全般にわたり，児童虐待問題に対する深い関心と理解が得られるよう，ま
た，虐待の発生予防，早期発見・早期対応を推進するめ，児童虐待対応研修の実施や，広報誌，講演等
を通じて，一般市民や関係機関等に対し継続的な広報・啓発活動を行う。

男女共同参画
の視点

子どものいる家庭におけるＤＶは，児童の人権を著しく侵害し，その心身の成長や人格の形成に重大な
影響を与えるとともに，将来の世代の育成にも懸念を及ぼす問題であり，関係機関等が連携しつつ，適
切な対応に努める必要がある。母親が被害者である場合，長期の支配下で依存傾向が強く，判断能力
の低下や，経済的自立に段階的な対応が必要な場合があり，特に女性相談支援センターや母子生活
支援施設との連携が重要となってくる。

実務者会及び新規ケース連絡会を毎月開
催し，関係機関との情報共有や援助方針の
見直し等を行うことにより，要保護児童等へ
の適切な支援を図る。

要保護児童対策地域協議会の実施(実務者会
議年24回・新規ケース連絡会年12回・代表者会
議年１回・個別ケース会議年304回)

目　標
【評価指標
（活動指標）
と目標値】

・児童虐待についての正しい理解と認識を
深めることができるよう，児童虐待予防講演
会（年1回）を実施する。
・関係機関に対し，児童虐待対応研修及び
子育て応援支援研修を継続し行う。

・児童虐待予防講演会を，令和２年11月15日に
開催。（参加者64名,アンケート回収率85.9%）
・関係機関に対し，児童虐待対応研修等を実施。
（延べ18回，延参加者455名）

実　績

事業№
/事業名

7 児童虐待予防推進事業

施策の方向性 （イ）ＤＶ等暴力の根絶
事業
担当課

子ども家庭支援センター

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

人権の尊重とＤＶ等暴力の根絶２
施策項目
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人権の尊重とＤＶ等暴力の根絶２
施策項目

啓発記事：『ミリカ』11月発行号掲載

庁内トイレへのＤＶカード設置

場で共有した。
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事業№
/事業名

9 男女平等教育の推進

施策の方向性 (ア）男女平等教育の推進
事業

担当課
学校教育課

事業の評価
（自課評価） Ｂ

事業概要
学校教育全体を通して，人権の尊重，男女の平等，相互理解・協力についての指導の充実を図るととも
に，自立の意識を育む教育，一人一人の個性や能力を尊重し，児童生徒が主体的に学び，考え，行動す
る教育を推進する。

男女共同参画
の視点

自分らしい主体的な生き方ができるような人間形成を図るため，男女平等観に立った教育活動を充実
していく。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

各学校において，教科等（教科外，道徳教
育及び特別活動など）の全ての教育活動に
おいて，男女の平等，相互理解・協力につい
ての指導を児童生徒の発達段階に応じて
系統的に実施する。

実　績

男女平等教育の推進は，教育課程及び各
校の発展的な学習の一環として，体育科及
び保健体育科や家庭科，理科，社会科の教
科等，幅広く学習を実施した。また，教科外，
行事等の教育活動全体を通じて，男女を個
人として尊重し，学級，学年，学校における
集団生活の中で，男女が対等な構成員とし
て協働する活動を行った。

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

　男女共同参画の視点から実施できたこと
は，平成29年度からの経年変化でみると，
中学生及び高校生が市政に関する質問を
考え，本市の執行部が答弁を行う「こうち志
議会」（令和2年度は新型コロナウイルス感
染症の感染拡大防止のため中止）では，女
子生徒における議員の比率が令和元年度
75%平成30年度60.8％,平成29年度
65.3％であり，男女がともに個人として能
力を発揮し，将来政治分野で活躍するため
の素地として関心を高める機会となってい
る。教育課程における男女共同参画の視点
を踏まえた授業の実施は，学習指導要領に
定められていることからも，全ての学校で行
われている。
　男女平等教育の推進は，学校現場の実態
として，様々な側面からアプローチするととも
に幅広く学習し，直接的，間接的に啓発し，
長期的な視点でその効果を実績として図る
ことも必要であることから，適切な学習指導
を継続して実施できるよう，学校現場を支援
していく。

事業費
（単位：千円）

ー

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による教育・学習の充実３
施策項目
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事業№
/事業名

10 学校における男女平等教育の推進

施策の方向性 (ア）男女平等教育の推進
事業

担当課
人権・こども支援課

事業の評価
（自課評価） A

事業概要
学校における男女平等に関する学習や男女共同参画についての学習を推進するため，人権教育に関す
る情報提供や各学校への指導・支援を行う。

男女共同参画
の視点

次代を担う子どもたちが個々の個性と能力を発揮できるように育っていくために，子どもの頃から男女共
同参画を理解し，教育・学習の充実を図れるよう，指導・支援していく。

【重点項目】　●人権の尊重　 ●男女平等意識の形成 　●固定的性別役割分担意識の解消

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

市立小・中・義務教育・特別支援学校（59
校）において，男女平等や男女共同参画を
実現するための人権学習が計画・実践さ
れ，令和２年度末の人権教育実践概要にお
いて「女性」の人権の項目に，実績として記
載した学校の割合　100％

実　績

令和2年度末の各学校の「人権教育実践
概要」において，「女性」の人権の項目に，
学習を実施した記載がされている。
【記載した学校は市立小・中・義務教育・特
別支援学校59校で，実施率は100％】

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

　全ての市立学校において，男女平等や男
女共同参画を実現するための人権学習が
計画・実践され，児童生徒及び教職員の人
権意識の向上に寄与している。
　今後も，本市の掲げる１３の人権課題の一
つとして，幼少期から継続した児童生徒の
人権感覚の育成・男女平等意識の向上に
努めていく。

事業費
（単位：千円）

－

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による教育・学習の充実３
施策項目

43



事業№
/事業名

11 保育所職員の人権研修の推進

施策の方向性 (ア）男女平等教育の推進
事業
担当課

保育幼稚園課

事業概要

人権問題に関わるさまざまな立場の講師の講演をとおして，人権問題に係る学習を進める。
・主催：保育幼稚園課
・対象：市内保育所職員（市営保育所は全員参加，民営保育所は，各園1名以上の参加），認定こども
園職員及び小規模保育施設職員

男女共同参画
の視点

・男女の人権が尊重される社会の実現を目指すには，幼児の頃から命を大切にする心や，男女がそれぞ
れの違いを理解し尊重し合う心を育てることが大切である。
・子どもに関わる者が相互の人権を尊重し，男女平等について定期的に研修を行い，理解の浸透・意識
啓発に努める。

目　標
【評価指標
（活動指標）
と目標値】

人権尊重，男女平等の視点に立った研修の
実施（9回/年）

実　績

新型コロナウイルス感染症防止のため，集
合研修は実施せず，市立保育所では園内
での人権研修を実施した。

0

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） Ｂ

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

DVD視聴により，人権の大切さを学んだ。ま
た，新型コロナウイルス感染拡大から考える
人権研修を実施。事例検討を通して学習し
た。23園で563人が研修を受講した。
今後も感染対策を講じながら，研修を実施
する。

事業費
（単位：千円）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による教育・学習の充実３
施策項目
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事業№
/事業名

12 市職員に対する研修

施策の方向性 (ア）男女共同参画の意識の向上
事業
担当課

人事課

事業概要
こうち人づくり広域連合と連携し，男女共同参画社会づくりに係る研修や人権研修を実施する。また，女
性職員の能力開発や意識改革のため，自治大学校や市町村アカデミーなど各種研修機関へ積極的に
派遣する。

男女共同参画
の視点

・男女の人権に対する啓発等，人権に対する市職員の意識啓発・能力発揮促進のために研修を実施す
る。
・階層別研修や管理職の研修等に男女共同参画社会づくり研修を実施，全職員また意思決定権限の
ある管理職員の意識改革を促す。

目　標
【評価指標
（活動指標）
と目標値】

引き続きこうち人づくり広域連合実施の階層別
研修を受講することで，各階層での男女の人
権に関する啓発を継続する。

実　績

人権研修・・・階層別研修（一般研修131
人，新任係長６６人），人権研修推進員研修
（９０人），職場人権研修（3,239人）

女性リ-ダ-職員育成のため，研修機関等へ
計画的に派遣することで女性職員の能力開
発の機会を継続する。

派遣研修・・・自治大学校，市町村アカデ
ミー「自治体リーダー・ステップアップ講座」
（各1人）

職員の意識改革のために，男女共同参画セミ
ナーへの２年目課長補佐級職員を派遣する。

男女共同参画セミナー・・・２年目課長補佐
級職員研修（40人）

男女の人権に対する啓発等の研修を実施
した。

人権研修推進員研修については毎年受講
率が高い。職場人権研修の実施に真剣に
取り組む所属長の姿勢が伺える。階層別研
修については，受講率が低くなっている点が
課題となってる。人材育成の視点に加え，人
権に対する職員の意識啓発・能力発揮促進
の視点からも出席を促していく。

また，コロナ禍により派遣研修へ積極的に
職員を派遣することができず，目標を下回る
結果となった。

事業費
（単位：千円）

―

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） C

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による教育・学習の充実３
施策項目
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男女共同参画の視点による教育・学習の充実３
施策項目

研修テーマの関連本展示

研修の様子
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令和２年度は，新型コロナウイルス感染症に
よる影響で，外部講師を招へいすること等に
おいて，様々な制約がある中でも各校が，男
女それぞれの体のつくりやはたらきを教え，
一人一人の特性を認め合い，お互いを尊重
しあう心を育てる取組を行った。貸出した教
材の人形を抱いたり，エプロンシアターを着
用することで体験型の学習が実施でき，い
のちの大切さや異性への理解や尊重の念
を育むことができた。成長・発達の途上にあ
る児童生徒は，その個人差も大きく，それに
配慮した指導を展開していくことが今後の
課題である。

事業費
（単位：千円）

（－）

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） Ｂ

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

事業概要

・心身の成長・発達や心の健康について理解する。
・誤った情報に惑わされることなく，心身の変化に対応した適切な行動がとれるようにする。
○ 小学生
男女の体の違いや思春期の体や心の変化について理解すること，命を大切にする心や，男女が互いに

尊重し合う心を育てるための取り組みを，各学校が児童の実態を踏まえて実施。
○ 中学生
身体的な成熟に伴う性的な発達に対応し，異性の尊重や性情報への対処など，性に関する適切な態

度や行動の選択が必要となることが理解できる学習の実施。命を大切にする心や，男女が互いに尊重
し合う心を育てるための取り組みを，各学校が生徒の実態を踏まえて実施。
○特別な支援を要する児童生徒
発達や障害の度合いにより教材を工夫し，男女の身体の違いが分かる掲示物（絵等）を活用する。

男女共同参画
の視点

・学校で男女それぞれの体のつくりやはたらきの違いを教え，一人一人の特性を認め合い，お互いを尊
重しあう心を育てる。
・児童生徒の心の変化について，学年の発達段階に応じた学習を展開し，主体的に生きる力を育む。

模型やパネル等，工夫された教材を用いた
体験型学習の実施を促し，命の大切さを具
体的に学習できるように指導・支援する。

胎児人形や，沐浴人形，エプロンシアター等
の教材を貸出し，各校で活用された。
〔教材貸出件数：２件〕

実　績

助産師等外部講師による講演会を養護教
諭等の研修会で紹介し，各校で実施され
た。〔申込数：８校〕

助産師等外部講師による講演会を紹介す
る。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

養護教諭の研修の機会等で性に関する教
育の実施状況を知らせ，実施校の取り組み
例を紹介したり，教育計画の中に，性と生に
関する「いのちの学習」を位置づけるよう促
す。

養護教諭の研修会等で性に関する指導の
取組を啓発した。

事業№
/事業名

14 思春期保健指導（性教育）の充実・促進

施策の方向性 (イ）青少年の心と体の健全な育成
事業

担当課
学校教育課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による教育・学習の充実３
施策項目
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0

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） B

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

思春期教室（サポート授業）では，男女共に
生命の誕生やいのちについて伝えることが
できた。
養護教諭定例会での啓発は，学校及び養
護教諭との連携を図るために，年１回開催。
今後も継続して実施する。
性教育関係の物品貸出・サポート授業とも
に例年並み。今後も依頼に対応していくとと
もに，引き続き教材や事業内容の拡充の検
討を行う。

事業費
（単位：千円）

事業概要

・養護教諭の定例会での啓発を行う。
【思春期教室】
 学校で性教育を実施できるように，対象者や授業の内容に合ったサポート，資料教材の提供，物品の

貸出しを行う。
開催校 ： 学校からの依頼

男女共同参画
の視点

・性教育は「いのちの教育」である。生命の尊重や自己及び他者の個性を尊重し，相手を思いやり望ま
しい人間関係を構築した上で性関係をもつなどの適切な行動を取れることを目的として，男女共に生命
の誕生やいのちについて伝えていく。
・男性も主体的に育児をすることの重要性や育児の喜びを,児童と両親の両世代に伝える。
・将来男女が協力して育児を行うことができるよう，育児に関する実技も男女ともに実施する。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

命を大切にする心や，男女がそれぞれの体
の特徴や違いを理解し尊重しあう心を育て
るための取り組みを行う。養護教諭定例会
での啓発を行う。（年１回）

実　績

学校で性教育を実施できるように，養護教
諭定例会で思春期教室のサポートや性教
育関係の物品貸出等について説明，啓発を
実施。（１回）

学校等の依頼により，思春期教室の開催や
物品等の貸し出しを行う。

思春期教室（サポート授業）
　小学校：1校，その他：1か所
性教育関係の物品貸出
　小学校：4校，高等学校：1校，その他：1か
所　延8回

事業№
/事業名

15 思春期保健指導（性教育）の充実・促進

施策の方向性 (イ) 青少年の心と体の健全な育成
事業

担当課
母子保健課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による教育・学習の充実３
施策項目

妊娠シュミレーター
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事業№
/事業名

16 青少年の見守り相談活動

施策の方向性 (イ) 青少年の心と体の健全な育成
事業

担当課
少年補導センター

事業概要

①少年補導センター職員による街頭補導活動(日中・夜間)
②少年補導センター職員と中・義・高等学校の補導委員，地区補導委員，関係機関職員との合同補導
活動 (夜間:夕方～21:00位,季節による)
③少年や保護者からの相談活動「少年問題に関する相談」（月～金，土日祝を除く8:30～17:15）

男女共同参画
の視点

・携帯電話（スマートフォン）をはじめとする情報通信機器の急速な普及により，見知らぬ者同士がイン
ターネット上において短時間で，気軽にコミュニケーションが図れるようになった。その結果，交流サイト等
にアクセスして性犯罪などに巻き込まれる危険性が増大するとともに，ネット上での人権侵害やいじめの
被害者や加害者となることが懸念されている。
・児童生徒，保護者から寄せられる相談では,友人関係，性の悩み，いじめ，学校生活等で悩みを抱えて
いる実態がある。
以上のことにより，街頭補導活動，及び相談活動の充実を図っていく。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

夜間の街頭補導時，女子児童生徒に限らず
出会った時には，性被害にあわないことも含
め声かけにつとめる。（街頭補導時における
声かけ数：1,000件以上）

実　績

昼間，夜間街頭補導時における声がけ数
は，2,483件。新型コロナウイルス感染症の
ため，年度当初学校が休校になったことで，
公園等でいる青少年に声がけをしたことで，
令和元年度より微増した。

気軽に匿名で相談でき，かつ適切な助言が
できる相談活動を進める。（相談受理件数：
150件以上）

相談件数は134件。年度当初学校が約２ヶ
月休校となったことで，学校からの相談がこ
なかったためと考えられる。

0

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） B

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

街頭補導件数については，若干微増傾向に
あると同様に，補導には至らないまでも声が
けをしなければならない状況が見られてい
る。校区等関係なく，SNSを利用して連絡を
取り合い，男女問わず，異年齢集団が形成
され，公園や量販店等での迷惑行為があ
り，犯罪未然防止の観点からも声がけを
行っている。また，SNSトラブルも増加してお
り，見えない青少年の動きを把握するために
も，各学校，関係機関等とも情報共有を行
い，実態把握に努めている。

事業費
（単位：千円）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による教育・学習の充実３
施策項目
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事業№
/事業名

17 携帯電話・インターネット有害情報に対する啓発活動の充実

施策の方向性 (イ) 青少年の心と体の健全な育成
事業

担当課
少年補導センター

事業概要
携帯電話を利用したインターネット上に氾濫する有害情報へのアクセスについては，多大な被害が発生
し，社会問題化している。そこで，携帯電話・インターネットの危険性に関する啓発を行い，被害防止に努
める。

男女共同参画
の視点

①インタ－ネット等の普及によって女性や子どもの人権を侵害するような違法･有害な情報の発信主体
が多様化し，受信も容易となっている状況を踏まえて対応する。
②少年の安全を守る環境整備を推進するため，学校，家庭やＰＴＡ等の団体，地域住民等が連携し，イン
ターネット等のメディアが社会や生活に及ぼす影響について講演し，啓発を図っていく。
●インターネット等の危険性を周知するとともにネットの正しい使い方についての啓発
●幼い頃からの人権意識・モラルについての指導
●大人の見守り・指導の重要性

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

依頼のあった学校や団体からの要請には
100％対応する。（市外の学校や団体から
の要請含む）

実　績

依頼のあった学校や団体からの要請には，
100％対応した。市内に限らず，市外からの
要請にも対応した。

児童生徒・保護者に対して，ポスター・チラ
シ・リーフレット等を作成・配付し，インター
ネットの危険性やフィルタリングの必要性等
の広報啓発に努める。
（出前授業研修の受講者数
5000人）

出前教室を行った児童生徒，保護者らに対
してネットモラルの重要性について啓発を
行った。(出前授業研修の受講者数6,395
人)

618

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） A

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

市内の学校等からだけでなく，市外の学校
や関係団体等からの依頼を受けるようにな
り，すべて対応した。高知市少年補導セン
ターが情報モラル教育に力を入れて取り組
んでいることに対しての認知度が高まってい
る。また，同一校から複数の出前授業依頼
があることからもわかるように，子供たちの
発達段階によっては，一度だけの指導や啓
発では足りないと考えており，繰り返し指導
することを継続することの必要性を感じてい
る。

事業費
（単位：千円）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による教育・学習の充実３
施策項目
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事業№
/事業名

18 スポーツ推進事業

施策の方向性 (ウ) 生涯学習，スポーツ分野の男女共同参画の推進
事業

担当課
スポーツ振興課

事業概要

小学校区域での地区運動会やスポーツ教室を開催するとともに，地域での各種団体（PTA・町内会・地
区青少年育成協議会・地区交通安全会議等）との連携による事業を開催することで，スポーツ以外でも
さまざまな地域活動の連携強化が図られていく。その中で，地区スポーツ推進の母体となる地区体育会
の活動支援を働きかけていく。

男女共同参画
の視点

スポーツを通じ，高齢者・障がい者・男女ともに誰もがいくつになっても，健康づくり・生きがいづくりをし
ながら地域活動に参加できるように推進し，地域の連携強化を促す。

地区体育会での地区運動会を開催する
（34地区）

令和2年度は，新型コロナ感染症の拡大に
より全ての地区運動会は中止

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

近隣地区で，合同スポーツイベントを実施す
る（4地区)。

実　績

近隣地区で合同スポーツイベントを実施し
た（１地区）
・第四, はりまや橋体育会合同スポーツイベ
ント大会（スカッシュバレー大会）

40

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） D

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

地区運動会については，不特定多数の住民
が集まることや，高齢者が多く参加すること
などから，すべての地区体育会において開
催が見送られた。
昨年同様，新型コロナウイルスの感染拡大
が続いており，地区運動会やスポーツイベン
トについては，今年度も各地区体育会と情
報共有を行いながら検討していかなければ
ならない。

事業費
（単位：千円）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による教育・学習の充実３
施策項目
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事業№
/事業名

19 地域スポーツ振興のための指導者の育成

施策の方向性 (ウ) 生涯学習，スポーツ分野の男女共同参画の推進
事業

担当課
スポーツ振興課

事業概要

・推進指導員は地域でのスポーツ大会・教室の企画・運営について、中心的役割をはたしている。高齢
化により、養成教室受講者を安定して確保していくことが必要である。
・生涯スポーツを推進するにあたり，男女・年齢を問わず指導者を育成している。
・20歳代～80歳代の指導員が存在し，高齢者スポーツ，障害者スポーツについても学習している。

男女共同参画
の視点

スポーツ経験者でなくても参加できるスポーツを提唱し，男女ともに誰もがいくつになっても，健康づく
り・生きがいづくりをしながら地域活動に参加できるように推進する。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

スポーツ指導員認定更新講習会を年４回実
施予定。
更新者120名全員の参加を目指す。

実　績

スポーツ指導員認定更新講習会を5回実
施。
更新対象者116名（退会者４名）のうち更
新者は66名（更新率５６％）

48

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） D

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

コロナウイルス感染症拡大防止対策として
スポーツ推進指導員養成教室を中止したた
め，更新講習を9月から10月に5回開催

事業費
（単位：千円）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点による教育・学習の充実３
施策項目
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9

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） B

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

新型コロナウイルス感染症による影響によ
り，中小企業等に対する助成制度を中心に
掲載したが，男女共同参画に積極的に取り
組む団体を紹介するなど，今後も男女共同
参画の推進に資する事業内容となるように
努める。

事業費
（単位：千円）

事業概要 平成18年度から発行している「高知市労働ニュース」で労働関係の施策について周知を図る。

男女共同参画
の視点

男女が均等な機会の下で一層活躍できること，また，男女が長時間労働等を前提とした従来の働き方
を見直し，仕事と生活の調和を実現することは，人々の健康の維持や育児･介護も含め，家族が安心し
て暮らし，責任を果たしていく上で重要である。就業は生活の経済的基盤であり，また,働くことは自己実
現につながるものである。働きたい人が性別に関わりなくその能力を十分に発揮できるように，労働者
や事業者に対して法や制度の周知を図る。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

「高知市労働ニュース」を年４回発行する。

実　績

年４回発行(令和２年度主な内容)
・４月号：新型コロナウイルスにかかる中小企
業への融資情報等について
・７月号：高知市事業者支援給付金について
・11月号：高知市テレワーク補助金について
・３月号：高知市技能功労者表彰式典の開催
及び受賞者について

「高知市労働ニュース」に男女共同参画の
視点をもった記事を掲載する。

「高知市男女共同参画推進企業表彰」関
係記事を掲載（２年度受賞企業）

事業№
/事業名

20 「高知市労働ニュース」の充実・情報提供拡充

施策の方向性 (ア) 雇用等における男女共同参画の推進
事業

担当課
産業政策課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現４
施策項目

11月号一部抜粋
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3,500

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） C

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

各セミナーにおいて，新型コロナウイルス対
策を行った上で実施。
参加者数に対し，就職にまでつながってい
ないため，セミナーのテーマ等を検討する必
要がある。また，求職者側と求人側のニーズ
がマッチしていない状況があるため，今後も
セミナーや合同面接会等の参加者について
は，高知市無料職業紹介所に登録し，継続
的な支援を続けていく。

事業費
（単位：千円）

事業概要
高知市単独事業として若年求職者を対象にした若者支援を実施

高知市雇用創出促進協議会において女性や高齢者を対象にした就業支援のセミナーを実施

男女共同参画
の視点

少子高齢化社会を迎え，労働の担い手となる生産年齢人口の割合は，減少の一途をたどっており，新た
な労働力の担い手として，女性や高齢者が注目されている。
また，高知県内の高校新卒者の就職内定率は平成22年度から90％を超えており，若者の雇用情勢も
一定の好転が見られているが，将来を担う若者が希望どおり地域へ定着ができるよう働きかけていくこ
とが課題となっている。
高知市においては若年の求職者に対して就職支援事業を実施するとともに，高知市雇用創出促進協議
会において，一般求職者をはじめ，対象を女性や高齢者に特化した就職支援事業を実施し，性別や年
齢にかかわらず，男女ともにいきいきと働ける社会の実現に寄与している。

若者就職応援事業において性別にかかわ
らず若年求職者を支援する。
アウトプット（参加者）　20人
アウトカム（就職者）　10人

アウトプット（参加者）：16人（うち女性７人）
アウトカム（就職者）：３人（うち女性２人）

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

高知市雇用創出促進協議会事業において
就職を支援。
合同面接会の実施等
・女性のための就職応援セミナー
アウトプット（参加者）　21人
アウトカム（就職者）　８人
・シニア世代の再就職支援セミナー
アウトプット（参加者）　21人
アウトカム（就職者）　５人

・女性のための就職応援セミナー
アウトプット（参加者）：19人（うち女性19人）
アウトカム（就職者）：７人（うち女性７人）
・シニア世代の再就職支援セミナー
アウトプット（参加者）：19人（うち女性15人）
アウトカム（就職者）：７人（うち女性５人）

実　績

事業№
/事業名

21 雇用促進・就労支援

施策の方向性 (ア) 雇用等における男女共同参画の推進
事業

担当課
産業政策課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現４
施策項目

若者就職応援セミナー

チラシ
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事業№
/事業名

22 男女共同参画推進企業表彰

施策の方向性 (ア) 雇用等における男女共同参画の推進
事業

担当課
人権同和・男女共同参画課

事業概要

「男女がともに輝く高知市男女共同参画条例」に基づき，男女共同参画の推進に関する活動を積極的
に実施している事業者を表彰し，市内事業者の男女共同参画推進を目指す。
　表彰式は「８月１日男女共同参画の日」に実施予定，表彰企業の取組を広報し，事業者の男女共同参
画の取組みを推進する。

男女共同参画
の視点

雇用の場における男女の固定的役割分担意識に基づく働き方の見直しや仕事と生活の調和を可能に
するため,事業者が主体的に行う意識改革や取組みを支援する。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

表彰に関する募集，広報等におけるチラシ・
ティッシュ等の配布数　1,000枚（個）

実　績

募集チラシは1,500枚印刷し，市内企業
や，商工会議所，青年会議所，経営者協会
へ周知依頼するとともに，市内ふれあいセン
ターにチラシを配置した。

表彰結果や取組等を広報するパネル展，記
事等の回数　５回

市広報紙，『労働ニュース』への掲載，ホー
ムページへの掲載

25

事業の評価
（自課評価） B

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

募集に際しては，関係機関・団体等の組織
全体に浸透するよう，昨年度と同様，チラシ
配布以外に広報紙への掲載について協力
を依頼。３社の応募があった。（前年度は３
社）
６名の表彰選考委員による選考審査会を６
月30日に開催。8月３日に表彰式を執り
行った。表彰された３社のうち女性代表者が
１名であった。表彰された企業では，独自の
休暇制度によりワーク・ライフ・バランスを推
進し，男女ともに働きやすい職場づくりに寄
与していることなどが評価された。
今後も雇用等の場における男女共同参画
意識の向上にむけて取り組む。

事業費
（単位：千円）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現４
施策項目

55



事業№
/事業名

23 ひとり親家庭等の相談及び就業自立支援

施策の方向性 (ア) 雇用等における男女共同参画の推進
事業

担当課
子育て給付課

事業概要

 ひとり親家庭の幅広い相談内容に対して必要な情報提供や助言等を行う相談業務を行う。
 子育て給付課に母子・父子自立支援員２名を配置し開庁日は常時相談を受け付けている。

　就業相談については，県と共同で「ひとり親家庭等就業・自立支援センター事業」をＮＰＯ法人に委託
し，就業情報の提供，就業のための各種資格や技能取得のための制度案内，保育所等に関する情報提
供を実施している。ほかに，弁護士や司法書士の専門相談員による課題整理も行い自立を支援してい
る。

男女共同参画
の視点

 従前は母子及び寡婦家庭中心の支援であったが,近年は支援の対象を父子家庭も含めたひとり親家
庭全般とし,様々な悩みに適切な助言を与えることで生活の安定を図り,就業相談の内容を充実させる
ことによって経済的な自立を目指す。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

ひとり親家庭等就業・自立支援センターの
利用者（相談者）が，目標値の1,000件を
超えるよう，センターの周知徹底に努める。

実　績

利用者（相談者）647件

上記センターでの就業実績数が目標値の
30名を上回るよう支援する。

就業実績数　21名

5,929

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） Ｃ

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

　就業相談は，従前どおり，ソーレ２Ｆのひと
り親家庭等就業・自立支援センターにて実
施したが，新型コロナウイルス感染症の影
響で，県下の他市町村訪問や，出張相談が
できず，就職実績は，前年（31名）から大き
く減少した。
　一方で相談件数については，来所等による
相談は減少したものの，メールによる相談が
増えたため，前年（632件）から微増した。

事業費
（単位：千円）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現４
施策項目
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事業№
/事業名

24 市主催事業における託児サービスの充実

施策の方向性 (イ) ワーク･ライフ･バランスの促進
事業

担当課
人権同和・男女共同参画課

事業概要
市が主催する講演会，研修会で，託児の設置を促進することにより，子育て世代が参加しやすい環境を
つくる。

男女共同参画
の視点

子育て世代がさまざまな事業に参加しやすい環境づくりに取り組むことにより，ワーク･ライフ･バランスの
充実や男女がともに参画する社会を促進する。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

年に２回程度，各所属長宛に市主催の講演
会，研修会等の開催時の託児設置について
依頼する。（年度当初・予算要求時期に庁
内掲示）

実　績

市主催の講演会等の開催時には託児設置
を行うよう，庁内掲示板で呼びかけを行っ
た。（４月と10月の２回）

託児予算が付いていない事業について，当
課で託児に係る費用を負担する。

令和２年度は実績なし

―

事業の評価
（自課評価） B

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

平成24年度から託児開設を呼びかけして
おり，所管課にて託児費用の予算計上する
ことが定着したと言える。
今年度は，当課手配分はなかったが，庁内
掲示後，託児手配についての問い合わせが
あり，託児設置についての周知を図ることが
できた。

事業費
（単位：千円）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現４
施策項目
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特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

新型コロナウイルス感染症による影響によ
り，中小企業等に対する助成制度を中心に
掲載したが，男女共同参画に積極的に取り
組む団体を紹介するなど，今後も男女共同
参画の推進に資する事業内容となるように
努める。

事業費
（単位：千円）

9

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） B

事業概要 平成18年度から発行している「高知市労働ニュース」で労働関係の施策について周知を図る。

男女共同参画
の視点

男女が均等な機会の下で一層活躍できること，また，男女が長時間労働等を前提とした従来の働き方
を見直し，仕事と生活の調和を実現することは，人々の健康の維持や育児･介護も含め，家族が安心して
暮らし，責任を果たしていく上で重要である。就業は生活の経済的基盤であり，また,働くことは自己実現
につながるものである。働きたい人が性別に関わりなくその能力を十分に発揮できるように，労働者や
事業者に対して法や制度の周知を図る。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

「高知市労働ニュース」を年４回発行する。

実　績

年４回発行(令和２年度主な内容)
・４月号：新型コロナウイルスにかかる中小企
業への融資情報等について
・７月号：高知市事業者支援給付金について
・11月号：高知市テレワーク補助金について
・３月号：高知市技能功労者表彰式典の開催
及び受賞者について

「高知市労働ニュース」に男女共同参画の
視点をもった記事を掲載する。

「高知市男女共同参画推進企業表彰」関
係記事を掲載（２年度受賞企業）

施策の方向性 (イ) ワーク・ライフ・バランスの促進
事業

担当課
産業政策課

事業№
/事業名

20 【再掲】「高知市労働ニュース」の充実・情報提供拡充

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現４
施策項目

11月号一部抜粋
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特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

募集に際しては，関係機関・団体等の組織
全体に浸透するよう，昨年度と同様，チラシ
配布以外に広報紙への掲載について協力
を依頼。３社の応募があった。（前年度は３
社）
６名の表彰選考委員による選考審査会を６
月30日に開催。8月３日に表彰式を執り
行った。表彰された３社のうち女性代表者が
１名であった。表彰された企業では，独自の
休暇制度によりワーク・ライフ・バランスを推
進し，男女ともに働きやすい職場づくりに寄
与していることなどが評価された。
今後も雇用等の場における男女共同参画
意識の向上にむけて取り組む。

事業費
（単位：千円）

25

事業の評価
（自課評価） B

事業概要

「男女がともに輝く高知市男女共同参画条例」に基づき，男女共同参画の推進に関する活動を積極的
に実施している事業者を表彰し，市内事業者の男女共同参画推進を目指す。
　表彰式は「８月１日男女共同参画の日」に実施予定，表彰企業の取組を広報し，事業者の男女共同参
画の取組みを推進する。

男女共同参画
の視点

雇用の場における男女の固定的役割分担意識に基づく働き方の見直しや仕事と生活の調和を可能に
するため,事業者が主体的に行う意識改革や取組みを支援する。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

表彰に関する募集，広報等におけるチラシ・
ティッシュ等の配布数　1,000枚（個）

実　績

募集チラシは1,500枚印刷し，市内企業
や，商工会議所，青年会議所，経営者協会
へ周知依頼するとともに，市内ふれあいセン
ターにチラシを配置した。

表彰結果や取組等を広報するパネル展，記
事等の回数　５回

市広報紙，『労働ニュース』への掲載，ホー
ムページへの掲載

施策の方向性 (イ) ワーク・ライフ・バランスの促進
事業

担当課
人権同和・男女共同参画課

事業№
/事業名

22 【再掲】男女共同参画推進企業表彰

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現４
施策項目
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事業№
/事業名

31 【再掲】子育て家庭訪問支援

施策の方向性 (イ）ワーク・ライフ・バランスの促進
事業
担当課

母子保健課

事業概要

・10代での出産や外国籍，妊娠届出が遅かったケース，未熟児や多胎については妊娠中や出生後早期
に全数訪問する。
乳幼児健診や相談等の母子保健事業の中で，児の発育・発達上の問題や養育上に問題のある家庭へ
訪問する。
・こんにちは赤ちゃん事業を19年度(20年1月）から開始。生後４ヵ月までの乳児のいる全ての子育て家
庭を訪問し，家庭と地域社会をつなぐ最初の機会とすることにより，子育て家庭の孤立化を防ぎ，乳児の
健全な育成環境の確保を図る。

男女共同参画
の視点

・訪問・個別指導を行うにあたり，必要とされる知識の伝達や一方的な指導ではなく，育児の孤立化を
防ぎ養育者の本来持つ能力が発揮できるよう支援を行う。
・母親の負担や不安を共有し，軽減していくよう，父親の育児参加について確認・啓発をする。

目　標
【評価指標
（活動指標）
と目標値】

保護者の養育方針に寄り添いながら，適切
な養育環境の確保や児へのかかわりがで
きるように支援する。
こんにちは赤ちゃん訪問事業における乳児
家庭全戸訪問率100％

実　績

訪問件数　2,101件
（対象者：2,205）
訪問率：95.3％

育児の孤立を防ぎ，地域の中でゆとりをもっ
て子育てできるように支援を行う。
こんにちは赤ちゃん事業において，訪問不成
立の家庭に対するフォロー（状況把握）率
100％

訪問不成立者の状況把握率　１００％

9,048
【予算額】

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） B

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

赤ちゃん訪問の際には，父親の育児参加につ
いて確認と啓発を行うとともに，母親の不安や
負担軽減のための支援を行った。
新生児期に入院治療される方や市外への里
帰り等のため，訪問不成立の家庭が出るため
１００％の達成は難しいが，今後も１００％を目
指して対応していく。

訪問に至らなかった世帯に対しても，情報の提
供を実施するとともに，乳児一般健康診査受
診歴や予防接種歴，母子保健事業の利用状
況等を確認し，状況把握に努めている。

事業費
（単位：千円）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現４
施策項目

60



特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

「ぱむ」や市広報誌により，子育て家庭や支
援を希望する人に広く周知できたという点
では目標を達成できたと考える。
令和２年度は新型コロナウイルス感染症の
影響により，講習会の回数が減るなど会員
増につなげることはできなかったが，緊急事
態宣言発令による休校や習い事の中止等
により，援助自体も減少したため，援助実施
への影響は少なかった。今後も，援助を希望
する人や援助したい人に情報を届けること
ができるよう広報方法等の工夫・検討を行
う。
登録者数741人（男性34人，女性707
人），２年度新規登録66人（男性7人，女性
59人）。援助会員登録者数447人（男性
29人，女性418人），２年度新規登録20人
（男性3人，女性17人）

事業費
（単位：千円）

13,306

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） B

事業概要

・子育てと仕事の両立支援を主な目的とした有償ボランティアによる相互援助活動。
・育児の援助を受けたい人(依頼会員)と行いたい人(援助会員)が会員となり，ファミリー・サポート・セン
ターが仲介。
・事業は(公財)高知勤労者福祉サービスセンターに委託して実施。
○援助内容⇒保育施設・学校等への子どもの送り迎え，保育施設の時間外や学校の放課後等の子ど
もの預かり，保護者の病気や冠婚葬祭等の急用時の子どもの預かり　など
○援助会員になるためには，所定の講習の受講が必要。
○利用料は援助活動終了後,依頼会員が援助会員に直接支払う仕組み。利用料⇒600円/ｈ～700円
/ｈ（曜日や時間により異なる)

男女共同参画
の視点

就労形態の多様化や共働き家庭の増加等を踏まえ，仕事と家庭生活の両立を支援していくことで，男
女がともにいきいきと社会参加できる環境作りに寄与する。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

母子健康手帳交付時や転入時にこうちし子育
てガイド「ぱむ」を配布するとともに，母子保健
課の行う赤ちゃん誕生おめでとう訪問の際に，
「ぱむ」の説明をしてもらい，妊婦及び子育て
中の家庭に情報提供を行う。

実　績

母子健康手帳交付時や転入時にこうちし子
育てガイド「ぱむ」を配布するとともに，母子
保健課の行う赤ちゃん誕生おめでとう訪問
の際に，「ぱむ」の説明をしてもらい，妊婦及
び子育て中の家庭に広く情報提供を行っ
た。

援助会員募集及び講習会案内をあかるい
まちに掲載するほか，地域の窓口センターや
地域子育て支援センターに会員募集のチラ
シを配置してもらい，周知を行う。

援助会員募集及び講習会案内を市広報誌
に掲載するほか，地域の窓口センターや地
域子育て支援センターに会員募集のチラシ
やファミリーサポートセンターの広報誌を配
置してもらい，広く周知を行った。

施策の方向性 (イ) ワーク・ライフ・バランスの促進
事業

担当課
子ども育成課

事業№
/事業名

32 【再掲】ファミリー・サポート・センター事業の周知・拡充

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現４
施策項目
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特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

前年度と同数の施設で延長保育を実施し
たが，新型コロナウイルス感染症の影響に
より，利用児童数が減少した。
今後も，子育て中の親が安心して働くことが
できるよう，感染症対策を徹底しながら，延
長保育のニーズに応える事業継続して実施
する。

事業費
（単位：千円）

18,970

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） Ｂ

事業概要

就労時間の都合等やむを得ない事情により，支給認定による利用時間（保育標準時間又は保育短時
間）を超えて保育が必要な場合に，延長保育を実施する。延長保育は保育士の時差出勤及びパ－ト職
員で対応している。
【実施時間】　※保育標準時間の場合
　　　　例）　　7:30～18:30(11時間）

18:30～19:00（延長保育30分）
※市営の場合，延長保育料：月額2,000円（おやつ代相当）

男女共同参画
の視点

女性の社会進出に伴い，延長保育の需要が高まり延長保育実施園が増加している中，保育時間延長
のニ－ズを見極め，保育時間延長のニ－ズに応える。

目　標
【評価指標
（活動指標）
と目標値】

保育の安全性の確保や質の低下の防止を
図り，園児が安心してすごせるよう最大限努
力し，園児や保護者のメンタルサポートにも
配慮していく。（目標実施施設：55施設）

実　績
53園で1,463人の利用があり，女性の社
会進出に寄与した。

施策の方向性 (イ）ワーク・ライフ・バランスの促進
事業
担当課

保育幼稚園課

事業№
/事業名

33 【再掲】保育時間の延長

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現４
施策項目
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特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

令和２年度は新型コロナウイルス感染症の
影響により，緊急事態宣言発令時に約１か
月閉所し，さらに感染防止対策として人数
制限や時間制限を設けての運営となったた
め，延べ利用組数・利用者数ともに大幅に
減少した。ただ，閉所期間中も相談対応は
継続し，孤立した子育てとならないよう図っ
た。
開所時には，感染防止対策を徹底したうえ
で，子育て中の保護者等（父･母･祖父・祖
母等）が地域子育て支援センターを利用し，
交流・相談・情報提供等により支援をするこ
とができた。
母子健康手帳配布時や高知市への転入時
等の機会に，就学前の子育てに関する情報
を掲載した冊子「こうちし子育てガイド　ぱ
む」を配布するなど，様々な機会を通じ，地
域子育て支援センターを周知し，利用の促
進につなげている。

事業費
（単位：千円）

103,177

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） A

事業概要

乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し，子育てについての相談や情報提供，助言そ
の他の援助を行う。
【子ども育成課所管】
・社会福祉法人に業務委託して市内３か所（南部・西部・東部）の地域子育て支援センターで開設。
・ＮＰＯ法人が開設している地域子育て支援センター２か所と学校法人が開設している地域子育て支

援センター２か所に補助実施。
【保育幼稚園課所管】
・保育所併設の地域子育て支援センターを市内８か所で開設。

男女共同参画
の視点

共働き世帯の増加や核家族化等，家庭環境の変化のほか，地域での人間関係の希薄化等により，子育
ての孤立化は深刻な状況となっており，子育て不安は高まっている。こうした状況を改善するためにも，支
援体制を充実させていかなくてならない。子育てに関する課題も多様化し，親子を，また親同士を「つな
ぐ」という取組みが重要になってきている。地域ぐるみで子育てを進めていくことが大切である。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

参加者数　52,000人

実　績

地域子育て支援センター全15箇所
利用組数：32,013組
延べ利用人数：70,700人

親子絵本ふれあい事業を地域子育て支援
センターで開催することによって，子育て家
庭が気軽に地域子育て支援センターに行け
る環境を整える。

親子絵本ふれあい事業を100回実施，参加
者総数288人であった。事業を通して，地域
での居場所・子育て支援の場として，地域
子育て支援センターを知ってもらうとともに，
その後の利用につながっており，孤立化防
止対策につながっている。

施策の方向性 (イ) ワーク・ライフ・バランスの促進
事業

担当課
子ども育成課

事業№
/事業名

34 【再掲】地域における子育て支援・子育て相談

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現４
施策項目
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特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

育児疲れや就労等により，一時的な保育が
必要な子育て家庭を支援したり，子育て中
の親子の身近な交流の場を提供すること
で，親の負担軽減や，親が抱える育児不安
の解消，住民同士の支え合いにつなげるこ
とができた。
地域子育て支援センター，一時預かり事業
ともに新型コロナウイルス感染症の影響が
大きく，利用者が減少した。
特に一時預かり事業は利用者が大幅に減
少したが，今後も新型コロナウイルス感染症
対策を徹底しながら，引き続き子育て支援
に対するニーズに応じた取組を進める。

事業費
（単位：千円）

75,166

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） Ｃ

事業概要

市内保育所等では，公民を問わず多数の園で子育て相談を実施しており，子ども同士の交流や親同士
の交流，育児についての相談活動を行い，親の孤立化や心理的負担感からの解放に努めている。
○地域子育て支援センター事業（一般型）… 子育て家庭への指導や育児相談への対応，子育てサーク
ルの支援等を行う。（市営・民営保育所）
○子育て相談事業…子育て相談，園庭開放等　（市営保育所）
○一時保育事業…保護者の急病などの緊急時，育児疲れの解消などの理由で子どもを一時的に預か
る事業。（市営・民営保育所，認定こども園）

男女共同参画
の視点

地域での人間関係の希薄化や,子育ての孤立化は深刻な状況であり，子育て不安は高まっている。こう
した状況を改善するため，支援体制の充実を図る。親子を，また親同士を「つなぐ」という取組みが重要
になってきており，地域ぐるみで子育てを進めていくことが大切であると考えている。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

地域子育て支援センター利用者数：
18,000人

実　績

地域子育て支援センター事業（一般型）保
育所等併設９施設で実施し，延べ利用者数
は30,168人であった。親子の交流の場の
提供により，子育てについての相談や助言，
情報提供を行った。

一時保育利用者数：10,000人
一時預かり事業（一般型）全８施設で実施
し，5,361人の児童が利用した。

施策の方向性 (イ）ワーク・ライフ・バランスの促進
事業

担当課
保育幼稚園課

事業№
/事業名

35 【再掲】子育て環境の充実

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現４
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事業の評価
（自課評価） C

こうち笑顔マイレージボランティア登録者数
450人

こうち笑顔マイレージボランティア登録者数
264名

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

昨年度は，コロナ禍で，地域の体操会場の
自粛，サポーター育成教室も密を避けるた
め定員を減らして開催。また，自粛期間で孤
立，活動機会が減ってしまっている高齢者に
対して，家庭でできる体操のチラシを作成し
て配布。気になる方などがいれば，お世話役
の方より連絡をいただき，地域包括支援セ
ンターが個別訪問するなどの対応をしてき
た。また，インターネットやメディアを活用し
て，体操習慣の継続ができるような工夫もし
てきたが，高齢者にはネット環境がない，利
用方法が分からないなど課題もあり。メディ
アの活用ではNHKでの放映により年齢，男
女問わず，誰もが参加できるようにしたが，
高齢者からは皆で集まるからこそ継続でき
るとの意見も聞かれた。ボランティア活動に
関してもコロナによる影響が大きく，活動機
会がなく登録者数も減少した。

事業費
（単位：千円）

34,260

※事業に関する写真，チラシ等

事業概要

徒歩で移動できる範囲に「いきいき百歳体操」の会場が設置できるよう支援を行う。
あわせて，口腔機能向上や認知機能向上のための取組を行えるよう支援する。
住民主体の介護予防活動を支援する住民ボランティアの育成も行う。
また，こうち笑顔マイレージを実施し，健康づくり活動として体操参加者に対しポイント付与を行うことと，
介護保険施設等でのボランティア活動を行い，活動を行った場合にポイント付与を行い，もって高齢者の
介護予防活動や社会参加を促す。

男女共同参画
の視点

介護予防活動に参加することで高齢者自身の自立を促進し，可能な限り住み慣れた地域で生活を継
続できるよう支援する。
住民主体の介護予防活動を推進することで，住民同士の交流が生まれ，ゆるやかな相互援助の場とし
ての機能を持つことができる。
ボランティア活動を行うことにより社会参加につながる。

目　標
【評価指標
（活動指標）
と目標値】

いきいき百歳体操会場数
380箇所

実　績

いきいき百歳体操会場数
365箇所

いきいき百歳サポーター育成数
120名

いきいき百歳サポーター育成数
48名

施策の方向性 (ア) ワーク・ライフ・バランスの促進
事業
担当課

高齢者支援課

事業№
/事業名

36 【再掲】介護予防の充実

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現４
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特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

コロナ禍の中，感染対策のため認知症カ
フェの活動休止しているところが市内７割か
ら8割で，再開の目途が立たない状況。特に
実施主体が介護保険事業所や商業施設の
イートインコーナなどを会場としている箇所
は１年以上開催できていない。しかし，コロ
ナの影響から外出機会が減り，認知症の相
談も増えてきており，地域にとってのニーズ
は高くなってきている。認知症カフェの目的
を理解してもらい，地域の誰もが参加してい
ただけるよう認知症カフェについて，市民向
けの認知症カフェ講座を開催し74名の方
が参加，講座を聞いて認知症カフェに参加
したいと思ったと前向きなご意見も聞かれ
た。また，チラシも新しく作成して配布して，
広く市民に周知するよう努めている。認知症
カフェの運営に関しては，感染対策をしなが
ら再開に向けて支援継続していく。

事業費
（単位：千円）

7,175

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） C

事業概要
認知症の人の社会参加促進及び家族の介護負担の軽減，地域住民の認知症に対する理解を深めるこ
とを目的とし，集える場として認知症カフェを開催している。

男女共同参画
の視点

認知症高齢者とその家族同士の交流を行うことにより，介護負担軽減を図るとともに，認知症は誰もが
かかる病気であることを含め，地域住民への周知を図る。

目　標
【評価指標
（活動指標）
と目標値】

認知症カフェ設置数　　30か所 実　績 24箇所

施策の方向性 (イ) ワーク・ライフ・バランスの促進
事業
担当課

高齢者支援課

事業№
/事業名

37 【再掲】家族介護の支援

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現４
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特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

高齢者の生きがいづくりの個別事業として
は，参加対象を55歳以上としている「いきい
きセカンド☆ライフ講座」を挙げているが，そ
の他にも中央公民館及び地域の市立公民
館では多数の講座等を開催しており，高齢
者を限定したものではないが，今後も引き
続き高齢の方も参加しやすく，性別関係なく
参加しやすいテーマの講座を実施するよう
努める。

コロナ禍により，中止を余儀なくされた講座
等が多く，参加者数の目標値は達成できな
かった。感染防止対策としては，密にならな
いよう定員数を削減したり，感染リスクの高
い調理実習や合唱等は控え，別にものづく
り等の講座を開講する等の工夫をした。

事業費
（単位：千円）

-

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） D

事業概要

市立公民館では年間を通じて各種講座を開催しており，高齢者を含め広く市民に生涯学習の機会を提
供している。
中央公民館においては，年２期（前期・後期）高齢者が当面する問題を互いに考えあい，受講生同士の
ふれあいを大切にする学習の場として，『いきいきセカンド☆ライフ講座』を開設している。(公益財団法
人高知市文化振興事業団に事業委託）

男女共同参画
の視点

性別を問わず，高齢者の生きがいづくりと健康増進，また受講生同士の学習交流の場となるような講座
とする。

目　標
【評価指標
（活動指標）
と目標値】

中央公民館各種講座等受講者数（4,500
人）

実　績

中央公民館各種講座等受講者数（2,050
人）

地域の市立公民館事業参加者数
（8,000人）

地域の市立公民館事業参加者数
（2,096人）

施策の方向性 (イ) ワーク・ライフ・バランスの促進
事業
担当課

生涯学習課

事業№
/事業名

38 【再掲】高齢者の生きがいづくり

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現４
施策項目
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事業№
/事業名

26 技術系職員の女性の採用割合の向上

施策の方向性 　(ウ) 女性の職業生活における活躍の推進
事業

担当課
人事課

事業概要 高知市特定事業主行動計画に基づき，技術系職員の女性の採用者数の拡大に努める。

男女共同参画
の視点

女性が能力を十分に発揮できる職場環境を形成し，多角的な視点で業務を推進することで，住民の多
様なニーズに対応できる。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

県内の工業系高校や大学に具体的な業務内
容，勤務条件に福利厚生制度等を加えた職場
の魅力を積極的に広報する。

【平成32年度末時点の目標】
・技術職受験者に占める女性の割合15％
・技術職採用者に占める女性の割合15％

実　績

県内の工業系高校や大学に具体的な業務
内容，勤務条件に福利厚生制度等を加えた
職場の魅力を積極的に広報し，インターン
シップ生として学生を受け入れた。また，仕
事内容について具体的にイメージできるよ
う，採用ガイドブックに先輩職員の声を掲載
した。

令和2年度実績
・技術職受験者に占める女性の割合
19.6％
・技術職採用者に占める女性の割合33.3
％

職員が働きやすい職場環境を整備する。

ノー残業デー（毎週水曜日）の実施。
夏季休暇取得時に計画的な年休取得を通
知。
人事考課，職員申告書，所属長からのヒアリ
ング等をもとに，職員の状況を把握し配属
先の配慮に努めた。
仕事と育児・介護の両立のためのハンド
ブックを作成し，休暇等の周知に努めた。

0

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） B

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

インターンシップ生として受け入れることで，
学生等が具体的に仕事の内容をイメージす
ることができた。
制度等の周知により，職員が個々に必要な
制度等の利用を検討することができた。
今後もこのような取り組みを継続して実施し
ていく。

事業費
（単位：千円）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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事業№
/事業名

27 女性職員の活躍推進

施策の方向性 (ウ) 女性の職業生活における活躍の推進
事業

担当課
人事課

事業概要
高知市特定事業主行動計画に基づき，事務系の職種について，男女の区別なく実績・能力に基づき，管
理的地位への登用を行う。

男女共同参画
の視点

女性が能力を十分に発揮できる職場環境を形成し，多角的な視点で業務を推進することで，住民の多
様なニーズに対応できる。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

女性職員のキャリア形成がイメージしやすいよ
うに，意見交換会等を開催する。

【平成32年度末時点の目標】
・課長級以上の女性職員の割合20％
・係長・課長補佐級の女性職員の割合35％

実　績

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か
ら，対面での実施となる意見交換会の実施
は見送った。

【令和２年度の実績】
・課長級以上の女性職員の割合：13.3％
・係長・課長補佐級の女性職員の割合：
39.0％

0

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） Ｅ

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

女性職員のキャリア形成がイメージしやすい
よう，年代を超えた交流を促す意見交換の
場を設けたり，ワークライフバランスの実現
やキャリアアップに関する情報を庁内掲示
板で周知していくことが重要。

事業費
（単位：千円）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施
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24

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） C

事業概要
女性消防職員の増加に向け，女性消防職員を起用したポスターの作成や，女性のための採用相談会を
開催し，受験者数の増加を図る。

男女共同参画
の視点

警察・自衛隊・海保など公安職の中では消防職が女性職員の比率が最も低いため，総務省消防庁から
「消防本部における女性消防吏員の更なる活躍に向けた取組の推進について(平成27年７月29日付
け消防消第149号消防庁次長通知）」による女性消防吏員の活躍推進のための積極的な取組の要請
があった。高知市としても，少子高齢化を鑑み，多様な視点・経験を有する職員による対応能力・市民
サービスの向上につなげるとともに，さらなる組織の活性化・強化のため，女性消防職員の増加を目指
すとともに，女性の職域を拡大することにより，女性の活躍推進を図る。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

高等学校等で行う採用説明会に，現場で活躍
している女性消防吏員を派遣し，実情を伝え
てもらうとともに，より多くの学生に女性消防吏
員の存在を知ってもらう。

実　績

新型コロナウィルス感染症予防のため，例
年行われていた採用説明会が開催されず，
女性消防職員の生の声を伝える機会を確
保できなかった。

女性消防吏員をアピールする内容の独自広
報物・資料等をイベントや関係各機関に配布
し，積極的に広報活動に利活用する。（総計
200枚）

高知市消防局のパンフレットをリニューアル
し，オーテピアに新たに開設した消防コー
ナーに配置した。（約100枚）

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

令和2年度の活動は新型コロナウィルス感
染症の広がりにより，制限がかかるもので
あったが，そのような中でも老若男女問わず
利用者があるオーテピアに新設された消防
コーナーを活用して，広く市民に消防士の活
動を広報できた。

事業費
（単位：千円）

事業№
/事業名

28 女性消防職員増加に向けた取組み

施策の方向性 (ウ) 女性の職業生活における活躍の推進
事業

担当課
消防局総務課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現４
施策項目
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事業№
/事業名

29 女性の職業生活における活躍の推進

施策の方向性 　(ウ) 女性の職業生活における活躍の推進
事業

担当課
人権同和・男女共同参画課

事業概要
女性の職業生活における活躍の推進や職場・家庭等における固定的な役割分担意識の見直しにつな
がる啓発事業等を実施する。女性の職業生活と家庭生活の両立を図るために必要な環境整備を促進
する。県，ソーレ等関係機関と協力・連携して効果的な取組を実施する。

男女共同参画
の視点

自らの意思によって職業生活を営み，又は営もうとする女性の個性と能力が十分に発揮できる社会を目
指す。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

啓発等の資料（チラシ，ティッシュ等）の配
布数　500個（枚）以上

実　績

啓発冊子（男女共同さんかくノート）1,015
部，ティッシュ1,818個
合計2,833個（枚）

啓発事業（パネル展，啓発記事，学習会等）
回数　３回以上

パネル展　５回
啓発記事１回
学習会２回

80

事業の評価
（自課評価） B

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

男女共同参画社会に対する理解を深める
目的で作成した「男女共同さんかくノート」
をパネル展や学習会，地区人権推進委員会
活動等で広く配布し，啓発に努めた。
様々な機会で配布することで老若男女，幅
広い世代への啓発につなげることができ
た。

事業費
（単位：千円）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現４
施策項目
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事業№
/事業名

30 高知市総合評価落札方式評価基準による評価

施策の方向性 　(ウ) 女性の職業生活における活躍の推進
事業

担当課
契約課

事業概要
建設工事において総合評価落札方式による入札を実施する際に，過去５か年度の高知市男女共同参
画条例に基づく表彰を受けた建設業者に評価点を付与している。

男女共同参画
の視点

男女共同参画に積極的に取り組む建設業者に対して入札における優位性を設けることにより，男女共
同参画への意識を浸透させることを目的としている。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

令和２年度に総合評価落札方式により実施
する全ての入札で，「男女共同参画の推進
に関する表彰」として市表彰又は国表彰い
ずれかの表彰を受けた建設業者を評価す
る。

実　績

平成29年度より，総合評価落札方式評価
項目において，男女共同参画の推進に関す
る表彰（市及び国表彰）を取り入れ，市ホー
ムページにて制度案内を行っている。令和2
年度は，総合評価落札方式による入札は該
当案件は０件であった。

0

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） A

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

総合評価落札方式評価項目において，男女
共同参画の推進に関する表彰を取り入れ，
男女共同参画に積極的に取り組む建設業
者に対して入札における優位性を設けた。
また，総合評価落札方式による入札は，定
期的に行われるものではないものの，表彰
を受けた業者は，入札においての優位性を
持つことが出来るとともに，男女共同参画に
対する一定のインセンティブを働かせる効果
はあることから事業の継続は必要である。

事業費
（単位：千円）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現４
施策項目
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事業№
/事業名

22 【再掲】男女共同参画推進企業表彰

施策の方向性 (ウ) 女性の職業生活における活躍の推進
事業

担当課
人権同和・男女共同参画課

事業の評価
（自課評価） B

事業概要

「男女がともに輝く高知市男女共同参画条例」に基づき，男女共同参画の推進に関する活動を積極的
に実施している事業者を表彰し，市内事業者の男女共同参画推進を目指す。
　表彰式は「８月１日男女共同参画の日」に実施予定，表彰企業の取組を広報し，事業者の男女共同参
画の取組みを推進する。

男女共同参画
の視点

雇用の場における男女の固定的役割分担意識に基づく働き方の見直しや仕事と生活の調和を可能に
するため,事業者が主体的に行う意識改革や取組みを支援する。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

表彰に関する募集，広報等におけるチラシ・
ティッシュ等の配布数　1,000枚（個）

実　績

募集チラシは1,500枚印刷し，市内企業
や，商工会議所，青年会議所，経営者協会
へ周知依頼するとともに，市内ふれあいセン
ターにチラシを配置した。

表彰結果や取組等を広報するパネル展，記
事等の回数　５回

市広報紙，『労働ニュース』への掲載，ホー
ムページへの掲載

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

募集に際しては，関係機関・団体等の組織
全体に浸透するよう，昨年度と同様，チラシ
配布以外に広報紙への掲載について協力
を依頼。３社の応募があった。（前年度は３
社）
６名の表彰選考委員による選考審査会を６
月30日に開催。8月３日に表彰式を執り
行った。表彰された３社のうち女性代表者が
１名であった。表彰された企業では，独自の
休暇制度によりワーク・ライフ・バランスを推
進し，男女ともに働きやすい職場づくりに寄
与していることなどが評価された。
今後も雇用等の場における男女共同参画
意識の向上にむけて取り組む。

事業費
（単位：千円）

25

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女共同参画の視点によるワーク・ライフ・バランスの実現４
施策項目
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事業№
/事業名

31 子育て家庭訪問支援

施策の方向性 (ア）子どもを産み育てやすい環境の整備
事業
担当課

母子保健課

事業概要

・10代での出産や外国籍，妊娠届出が遅かったケース，未熟児や多胎については妊娠中や出生後早期
に全数訪問する。
乳幼児健診や相談等の母子保健事業の中で，児の発育・発達上の問題や養育上に問題のある家庭へ
訪問する。
・こんにちは赤ちゃん事業を19年度(20年1月）から開始。生後４ヵ月までの乳児のいる全ての子育て家
庭を訪問し，家庭と地域社会をつなぐ最初の機会とすることにより，子育て家庭の孤立化を防ぎ，乳児の
健全な育成環境の確保を図る。

男女共同参画
の視点

・訪問・個別指導を行うにあたり，必要とされる知識の伝達や一方的な指導ではなく，育児の孤立化を
防ぎ養育者の本来持つ能力が発揮できるよう支援を行う。
・母親の負担や不安を共有し，軽減していくよう，父親の育児参加について確認・啓発をする。

目　標
【評価指標
（活動指標）
と目標値】

保護者の養育方針に寄り添いながら，適切
な養育環境の確保や児へのかかわりがで
きるように支援する。
こんにちは赤ちゃん訪問事業における乳児
家庭全戸訪問率100％

実　績

訪問件数　2,101件
（対象者：2,205）
訪問率：95.3％

育児の孤立を防ぎ，地域の中でゆとりをもっ
て子育てできるように支援を行う。
こんにちは赤ちゃん事業において，訪問不成
立の家庭に対するフォロー（状況把握）率
100％

訪問不成立者の状況把握率　１００％

9,048
【予算額】

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） B

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

赤ちゃん訪問の際には，父親の育児参加につ
いて確認と啓発を行うとともに，母親の不安や
負担軽減のための支援を行った。
新生児期に入院治療される方や市外への里
帰り等のため，訪問不成立の家庭が出るため
１００％の達成は難しいが，今後も１００％を目
指して対応していく。

訪問に至らなかった世帯に対しても，情報の提
供を実施するとともに，乳児一般健康診査受
診歴や予防接種歴，母子保健事業の利用状
況等を確認し，状況把握に努めている。

事業費
（単位：千円）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

子育て・介護分野における環境の整備５
施策項目
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13,306

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） B

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

「ぱむ」や市広報誌により，子育て家庭や支
援を希望する人に広く周知できたという点
では目標を達成できたと考える。
令和２年度は新型コロナウイルス感染症の
影響により，講習会の回数が減るなど会員
増につなげることはできなかったが，緊急事
態宣言発令による休校や習い事の中止等
により，援助自体も減少したため，援助実施
への影響は少なかった。今後も，援助を希望
する人や援助したい人に情報を届けること
ができるよう広報方法等の工夫・検討を行
う。
登録者数741人（男性34人，女性707
人），２年度新規登録66人（男性7人，女性
59人）。援助会員登録者数447人（男性
29人，女性418人），２年度新規登録20人
（男性3人，女性17人）

事業費
（単位：千円）

事業概要

・子育てと仕事の両立支援を主な目的とした有償ボランティアによる相互援助活動。
・育児の援助を受けたい人(依頼会員)と行いたい人(援助会員)が会員となり，ファミリー・サポート・セン
ターが仲介。
・事業は(公財)高知勤労者福祉サービスセンターに委託して実施。
○援助内容⇒保育施設・学校等への子どもの送り迎え，保育施設の時間外や学校の放課後等の子ど
もの預かり，保護者の病気や冠婚葬祭等の急用時の子どもの預かり　など
○援助会員になるためには，所定の講習の受講が必要。
○利用料は援助活動終了後,依頼会員が援助会員に直接支払う仕組み。利用料⇒600円/ｈ～700円
/ｈ（曜日や時間により異なる)

男女共同参画
の視点

就労形態の多様化や共働き家庭の増加等を踏まえ，仕事と家庭生活の両立を支援していくことで，男
女がともにいきいきと社会参加できる環境作りに寄与する。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

母子健康手帳交付時や転入時にこうちし子育
てガイド「ぱむ」を配布するとともに，母子保健
課の行う赤ちゃん誕生おめでとう訪問の際に，
「ぱむ」の説明をしてもらい，妊婦及び子育て
中の家庭に情報提供を行う。

実　績

母子健康手帳交付時や転入時にこうちし子
育てガイド「ぱむ」を配布するとともに，母子
保健課の行う赤ちゃん誕生おめでとう訪問
の際に，「ぱむ」の説明をしてもらい，妊婦及
び子育て中の家庭に広く情報提供を行っ
た。

援助会員募集及び講習会案内をあかるい
まちに掲載するほか，地域の窓口センターや
地域子育て支援センターに会員募集のチラ
シを配置してもらい，周知を行う。

援助会員募集及び講習会案内を市広報誌
に掲載するほか，地域の窓口センターや地
域子育て支援センターに会員募集のチラシ
やファミリーサポートセンターの広報誌を配
置してもらい，広く周知を行った。

事業№
/事業名

32 ファミリー・サポート・センター事業の周知・拡充

施策の方向性 (ア) 子どもを産み育てやすい環境の整備
事業

担当課
子ども育成課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

子育て・介護分野における環境の整備５
施策項目

76



事業№
/事業名

33 保育時間の延長

施策の方向性 (ア）子どもを産み育てやすい環境の整備
事業
担当課

保育幼稚園課

事業の評価
（自課評価） Ｂ

事業概要

就労時間の都合等やむを得ない事情により，支給認定による利用時間（保育標準時間又は保育短時
間）を超えて保育が必要な場合に，延長保育を実施する。延長保育は保育士の時差出勤及びパ－ト職
員で対応している。
【実施時間】　※保育標準時間の場合
　　　　例）　　7:30～18:30(11時間）
　　　　　　　　18:30～19:00（延長保育30分）
※市営の場合，延長保育料：月額2,000円（おやつ代相当）

男女共同参画
の視点

女性の社会進出に伴い，延長保育の需要が高まり延長保育実施園が増加している中，保育時間延長
のニ－ズを見極め，保育時間延長のニ－ズに応える。

目　標
【評価指標
（活動指標）
と目標値】

保育の安全性の確保や質の低下の防止を
図り，園児が安心してすごせるよう最大限努
力し，園児や保護者のメンタルサポートにも
配慮していく。（目標実施施設：55施設）

実　績
53園で1,463人の利用があり，女性の社
会進出に寄与した。

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

前年度と同数の施設で延長保育を実施し
たが，新型コロナウイルス感染症の影響に
より，利用児童数が減少した。
今後も，子育て中の親が安心して働くことが
できるよう，感染症対策を徹底しながら，延
長保育のニーズに応える事業継続して実施
する。

事業費
（単位：千円）

18,970

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

子育て・介護分野における環境の整備５
施策項目
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103,177

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） A

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

令和２年度は新型コロナウイルス感染症の
影響により，緊急事態宣言発令時に約１か
月閉所し，さらに感染防止対策として人数
制限や時間制限を設けての運営となったた
め，延べ利用組数・利用者数ともに大幅に
減少した。ただ，閉所期間中も相談対応は
継続し，孤立した子育てとならないよう図っ
た。
開所時には，感染防止対策を徹底したうえ
で，子育て中の保護者等（父･母･祖父・祖
母等）が地域子育て支援センターを利用し，
交流・相談・情報提供等により支援をするこ
とができた。
母子健康手帳配布時や高知市への転入時
等の機会に，就学前の子育てに関する情報
を掲載した冊子「こうちし子育てガイド　ぱ
む」を配布するなど，様々な機会を通じ，地
域子育て支援センターを周知し，利用の促
進につなげている。

事業費
（単位：千円）

事業概要

乳幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し，子育てについての相談や情報提供，助言そ
の他の援助を行う。
【子ども育成課所管】
　・社会福祉法人に業務委託して市内３か所（南部・西部・東部）の地域子育て支援センターで開設。
　・ＮＰＯ法人が開設している地域子育て支援センター２か所と学校法人が開設している地域子育て支
援センター２か所に補助実施。
【保育幼稚園課所管】
　・保育所併設の地域子育て支援センターを市内８か所で開設。

男女共同参画
の視点

共働き世帯の増加や核家族化等，家庭環境の変化のほか，地域での人間関係の希薄化等により，子育
ての孤立化は深刻な状況となっており，子育て不安は高まっている。こうした状況を改善するためにも，支
援体制を充実させていかなくてならない。子育てに関する課題も多様化し，親子を，また親同士を「つな
ぐ」という取組みが重要になってきている。地域ぐるみで子育てを進めていくことが大切である。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

参加者数　52,000人

実　績

地域子育て支援センター全15箇所
利用組数：32,013組
延べ利用人数：70,700人

親子絵本ふれあい事業を地域子育て支援
センターで開催することによって，子育て家
庭が気軽に地域子育て支援センターに行け
る環境を整える。

親子絵本ふれあい事業を100回実施，参加
者総数288人であった。事業を通して，地域
での居場所・子育て支援の場として，地域
子育て支援センターを知ってもらうとともに，
その後の利用につながっており，孤立化防
止対策につながっている。

事業№
/事業名

34 地域における子育て支援・子育て相談

施策の方向性 (ア) 子どもを産み育てやすい環境の整備
事業

担当課
子ども育成課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

子育て・介護分野における環境の整備５
施策項目
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事業№
/事業名

35 子育て環境の充実

施策の方向性 (ア）子どもを産み育てやすい環境の整備
事業

担当課
保育幼稚園課

事業概要

市内保育所等では，公民を問わず多数の園で子育て相談を実施しており，子ども同士の交流や親同士
の交流，育児についての相談活動を行い，親の孤立化や心理的負担感からの解放に努めている。
○地域子育て支援センター事業（一般型）… 子育て家庭への指導や育児相談への対応，子育てサーク
ルの支援等を行う。（市営・民営保育所）
○子育て相談事業…子育て相談，園庭開放等　（市営保育所）
○一時保育事業…保護者の急病などの緊急時，育児疲れの解消などの理由で子どもを一時的に預か
る事業。（市営・民営保育所，認定こども園）

男女共同参画
の視点

地域での人間関係の希薄化や,子育ての孤立化は深刻な状況であり，子育て不安は高まっている。こう
した状況を改善するため，支援体制の充実を図る。親子を，また親同士を「つなぐ」という取組みが重要
になってきており，地域ぐるみで子育てを進めていくことが大切であると考えている。

地域子育て支援センター利用者数：
18,000人

地域子育て支援センター事業（一般型）保
育所等併設９施設で実施し，延べ利用者数
は30,168人であった。親子の交流の場の
提供により，子育てについての相談や助言，
情報提供を行った。目　標

【評価指標
（活動指標）
と目標値】

一時保育利用者数：10,000人

実　績

一時預かり事業（一般型）全８施設で実施
し，5,361人の児童が利用した。

75,166

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） Ｃ

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

育児疲れや就労等により，一時的な保育が
必要な子育て家庭を支援したり，子育て中
の親子の身近な交流の場を提供すること
で，親の負担軽減や，親が抱える育児不安
の解消，住民同士の支え合いにつなげるこ
とができた。
地域子育て支援センター，一時預かり事業
ともに新型コロナウイルス感染症の影響が
大きく，利用者が減少した。
特に一時預かり事業は利用者が大幅に減
少したが，今後も新型コロナウイルス感染症
対策を徹底しながら，引き続き子育て支援
に対するニーズに応じた取組を進める。

事業費
（単位：千円）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

子育て・介護分野における環境の整備５
施策項目
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34,260

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） C

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

昨年度は，コロナ禍で，地域の体操会場の
自粛，サポーター育成教室も密を避けるた
め定員を減らして開催。また，自粛期間で孤
立，活動機会が減ってしまっている高齢者に
対して，家庭でできる体操のチラシを作成し
て配布。気になる方などがいれば，お世話役
の方より連絡をいただき，地域包括支援セ
ンターが個別訪問するなどの対応をしてき
た。また，インターネットやメディアを活用し
て，体操習慣の継続ができるような工夫もし
てきたが，高齢者にはネット環境がない，利
用方法が分からないなど課題もあり。メディ
アの活用ではNHKでの放映により年齢，男
女問わず，誰もが参加できるようにしたが，
高齢者からは皆で集まるからこそ継続でき
るとの意見も聞かれた。ボランティア活動に
関してもコロナによる影響が大きく，活動機
会がなく登録者数も減少した。

事業費
（単位：千円）

施策の方向性 　(イ)　介護をとりまく環境の整備
事業
担当課

高齢者支援課

事業№
/事業名

36 介護予防の充実

いきいき百歳サポーター育成数
120名

いきいき百歳サポーター育成数
48名

事業概要

徒歩で移動できる範囲に「いきいき百歳体操」の会場が設置できるよう支援を行う。
あわせて，口腔機能向上や認知機能向上のための取組を行えるよう支援する。
住民主体の介護予防活動を支援する住民ボランティアの育成も行う。
また，こうち笑顔マイレージを実施し，健康づくり活動として体操参加者に対しポイント付与を行うことと，
介護保険施設等でのボランティア活動を行い，活動を行った場合にポイント付与を行い，もって高齢者の
介護予防活動や社会参加を促す。

男女共同参画
の視点

介護予防活動に参加することで高齢者自身の自立を促進し，可能な限り住み慣れた地域で生活を継
続できるよう支援する。
住民主体の介護予防活動を推進することで，住民同士の交流が生まれ，ゆるやかな相互援助の場とし
ての機能を持つことができる。
ボランティア活動を行うことにより社会参加につながる。

目　標
【評価指標
（活動指標）
と目標値】

いきいき百歳体操会場数
380箇所

実　績

いきいき百歳体操会場数
365箇所

こうち笑顔マイレージボランティア登録者数
450人

こうち笑顔マイレージボランティア登録者数
264名

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

子育て・介護分野における環境の整備５
施策項目
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事業№
/事業名

37 家族介護の支援

施策の方向性 　(イ)　介護をとりまく環境の整備
事業
担当課

高齢者支援課

事業概要
認知症の人の社会参加促進及び家族の介護負担の軽減，地域住民の認知症に対する理解を深めるこ
とを目的とし，集える場として認知症カフェを開催している。

男女共同参画
の視点

認知症高齢者とその家族同士の交流を行うことにより，介護負担軽減を図るとともに，認知症は誰もが
かかる病気であることを含め，地域住民への周知を図る。

目　標
【評価指標
（活動指標）
と目標値】

認知症カフェ設置数　　30か所 実　績 24箇所

事業の評価
（自課評価） C

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

コロナ禍の中，感染対策のため認知症カ
フェの活動休止しているところが市内７割か
ら8割で，再開の目途が立たない状況。特に
実施主体が介護保険事業所や商業施設の
イートインコーナなどを会場としている箇所
は１年以上開催できていない。しかし，コロ
ナの影響から外出機会が減り，認知症の相
談も増えてきており，地域にとってのニーズ
は高くなってきている。認知症カフェの目的
を理解してもらい，地域の誰もが参加してい
ただけるよう認知症カフェについて，市民向
けの認知症カフェ講座を開催し74名の方
が参加，講座を聞いて認知症カフェに参加
したいと思ったと前向きなご意見も聞かれ
た。また，チラシも新しく作成して配布して，
広く市民に周知するよう努めている。認知症
カフェの運営に関しては，感染対策をしなが
ら再開に向けて支援継続していく。

事業費
（単位：千円）

7,175

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

子育て・介護分野における環境の整備５
施策項目

認知症カフェは
どんな場所？

認知症の人やその家族，地域住民，介護や福祉などの専門家など
誰でも，気軽に集える場です。
認知症カフェは，「認知症に対する理解を深めることができる
場」「認知症の人や家族の心のケアと共に地域での理解や支えあ
いが生まれる場」です。
誰もがホッとできる居心地の良い場づくりを目指しております。
カフェにお茶を飲みにいくような気楽な気持ちで訪れてください。

A
Q1 認知症の人が行くところじゃないが？

高齢者や認知症の人だけでなく，子どもから大人まで誰でも訪れることができます。
認知症について気軽に学び，集い、認知症の人や家族の悩みを共有し合いながら、
専門職に相談もできる場所となっています。

A
Q２ 地域のサロン・デイとかと何が違うが？

認知症の人だけでなく，誰もが訪れることができる場です。認知症について学びた
い，知りたいなど認知症になっても安心して暮らせる地域について考える場です。

A
Q３ 身近に認知症の人もおらんし，まだ自分は行かんでえい

認知症は,誰もに起こり得る病気です。将来の自分自身のため,また大切な誰かのた
めに認知症について正しく理解することは，とても素晴らしいことです。
気負わず，カフェに立ち寄るような気楽な気持ちで訪れてください。

A
Q４ どこでやりゆが？参加費や送迎などはあるが？

高知市内の認知症カフェの一覧は裏面をご覧下さい。参加費用は,カフェによって
多少異なります。送迎はありません。カフェの内容や雰囲気もそれぞれですので,
お近くのカフェをまずは，訪れてみてください。

お問合せ先：高知市基幹型地域包括支援センター
☎０８８－８２３－９１２１
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-

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） D

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

高齢者の生きがいづくりの個別事業として
は，参加対象を55歳以上としている「いきい
きセカンド☆ライフ講座」を挙げているが，そ
の他にも中央公民館及び地域の市立公民
館では多数の講座等を開催しており，高齢
者を限定したものではないが，今後も引き
続き高齢の方も参加しやすく，性別関係なく
参加しやすいテーマの講座を実施するよう
努める。

コロナ禍により，中止を余儀なくされた講座
等が多く，参加者数の目標値は達成できな
かった。感染防止対策としては，密にならな
いよう定員数を削減したり，感染リスクの高
い調理実習や合唱等は控え，別にものづく
り等の講座を開講する等の工夫をした。

事業費
（単位：千円）

事業概要

市立公民館では年間を通じて各種講座を開催しており，高齢者を含め広く市民に生涯学習の機会を提
供している。
中央公民館においては，年２期（前期・後期）高齢者が当面する問題を互いに考えあい，受講生同士の
ふれあいを大切にする学習の場として，『いきいきセカンド☆ライフ講座』を開設している。(公益財団法
人高知市文化振興事業団に事業委託）

男女共同参画
の視点

性別を問わず，高齢者の生きがいづくりと健康増進，また受講生同士の学習交流の場となるような講座
とする。

目　標
【評価指標
（活動指標）
と目標値】

中央公民館各種講座等受講者数（4,500
人）

実　績

中央公民館各種講座等受講者数（2,050
人）

地域の市立公民館事業参加者数
（8,000人）

地域の市立公民館事業参加者数
（2,096人）

事業№
/事業名

38 高齢者の生きがいづくり

施策の方向性 (イ) 介護をとりまく環境の整備
事業
担当課

生涯学習課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

子育て・介護分野における環境の整備５
施策項目
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11,200

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） A

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

【地域内連携協議会】のべ28地域で認定。
令和２年度は江ノ口小学校区で設立され
た。地域内の団体が互いに連携・協力しあ
える仕組みができた。連携協議会の認定に
は至らなかったが，１地域（一宮東）におい
て設立準備会が立ち上がり，令和３年度上
期の設立・認定を目指している。

【新コミュニティ計画】地域主体の取組が多
く盛り込まれ，地域の活動計画として役割を
果たすものとなっている。今後，H29久重地
域，Ｈ30よこせと地域の２地域をモデル地
区として，第六小学校区，潮江南小学校区
で新コミュニティ計画の策定，久重地域で
新コミュニティ計画の更新を目指すととも
に，女性の参画による多様な市民の意見を
反映できるように，地域の状況に沿った支援
を行っていく。

事業費
（単位：千円）

事業概要

伝統的な地縁組織などが家族構成の変化や少子化・高齢化，また人口減少社会の到来などによって，
将来的な住民自治活動の継続が懸念される中で，今後の地域コミュニティのあり方，協力信頼による住
民自治の継続，市民と行政の協働のまちづくりの仕組みづくりを目指すもの。
なお，主な事業として，地域内での連携・協力によって地域課題の解決を目指す仕組みである「地域内
連携協議会」の設立・運営に関する支援や地域の将来を見据えた「新コミュニティ計画」の策定・推進
がある。

男女共同参画
の視点

住民自治活動や市民と行政の協働のまちづくりを進めるうえで，女性の参画により，多様な市民の意見
を反映させることができる。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

地域内連携協議会の認定（のべ数）：28地
域

実　績 28地域

事業№
/事業名

39 地域コミュニティ再構築事業

施策の方向性 (ア) 地域づくりにおける男女共同参画の視点の導入
事業

担当課
地域コミュニティ推進課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

地域・防災分野における男女共同参画６
施策項目
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53

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） A

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

　新型コロナウイルス感染症の影響で，例年
参加していた「交通安全ひろば」及び「高知
県研修保育まつり」は開催中止となり，不特
定多数に対して啓発できる機会が無かっ
た。
　ただ地域のイベントは，親子で来場される
方が多く，これまで機会が少なかった子ど
も・高齢者以外のいわゆる交通弱者を守る
世代にも啓発できた。
　詐欺被害防止についても例年の研修会等
は開催できなかった。
　しかし啓発グッズは，高知中央地区地域安
全協会と共同で配布し，他団体との連携は
取れた。

事業費
（単位：千円）

事業概要
平成19年４月施行の高知市安全で安心なまちづくり条例に基づき，安全安心まちづくり会議を開催し，
市民等が行う地域安全まちづくり事業への支援を行う。

男女共同参画
の視点

子ども，高齢者及び女性など犯罪弱者を狙った悪質な犯罪が後を絶たない現状を踏まえ，各種団体等
と連携協力し，市民が安全に安心して暮らせるまちづくりを推進する。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

安全安心まちづくり推進事業への参加人数
300人

実　績

●「朝倉防災フェスタ2020」に参加し，自転車
安全利用に関するクイズを行い啓発を行った。
（参加者250名）
●特殊詐欺被害防止啓発として，成人式及び
中央公園のイベント（テイクアウトフェスタ）にて
啓発グッズを配布（合計1,000セット）

事業№
/事業名

40 安全安心まちづくり推進事業

施策の方向性 (ア) 地域づくりにおける男女共同参画の視点の導入
事業

担当課
くらし・交通安全課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

地域・防災分野における男女共同参画６
施策項目
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2,154

※事業の写真やチラシ等

事業の評価
（自課評価） D

事業概要
市内26地区に設立されている地区人権啓発推進委員会や，地域の女性学級や成人学級等において
実施される人権啓発活動，人権学習会等への取り組みを支援する。

男女共同参画
の視点

市民の人権意識を高めることを通じて，一人の人間として男女が互いに人権を尊重する社会づくりに寄
与する。また，それぞれの地区で学習会の内容を検討する時に,男女共同参画の視点での内容を呼びか
けていく。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

地区人権啓発推進委員数(目標値1,050
人以上)

実　績

令和２年度末委員数1,221人（うち女性
449人）
各地区で市民一人ひとりが人権問題につ
いて，理解を深め，差別や偏見のない地域
社会を確立することをめざし，地域に根ざし
た啓発活動に取り組んだ。

地区人権啓発推進委員会が実施する学習
会等の活動への参加延人数（目標値
4,330人以上）

参加延人数　1,021人
（内訳）
・学習会等　21回　355人
・子ども映画会　12回　666人

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

新型コロナウイルス感染拡大防止の観点か
ら，学習会など集合型の啓発は実施するこ
とができず，参加者数は目標値の23.5％に
留まった。
代替事業として，地域の子どもたちへの啓
発物品の配付や，啓発図書の寄贈など，コ
ロナ禍でも実施できる方法で啓発事業を実
施した。
また，従来から人権週間に合わせて行って
いる人権旗の設置は継続して実施した。
今後も地域主体の人権啓発活動を支援し，
人権尊重の意識の高揚に取り組む。

事業費
（単位：千円）

事業№
/事業名

6 【再掲】地区人権啓発推進委員会や地域における啓発活動，人権学習の支援

施策の方向性 (ア) 地域づくりにおける男女共同参画の視点の導入
事業

担当課
人権同和・男女共同参画課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

地域・防災分野における男女共同参画６
施策項目
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地域・防災分野における男女共同参画６
施策項目
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－

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） Ｂ

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

コロナ禍により勉強会や講習会の開催回数自体
は例年より減少したが，開催の機会には高知市
女性の視点による南海地震対策検討委員会が
作成したリーフレットを配布するなど，積極的に男
女共同参画の視点を導入した。

避難所の運営マニュアルには，避難所運営のメン
バーに女性を入れ，多様な視点を運営に反映す
るよう明記した。

防災訓練についてはコロナ禍ということもあり訓
練の開催自体を控えた自主防災組織が多かった
が，可能なところは，感染症対策等について工夫
をしながら，男女共同参画の視点を取り入れたマ
ニュアルをもとに避難所開設・運営訓練を実施し
た。

事業費
（単位：千円）

事業概要
●地域の勉強会･講習会に講師を派遣
●避難所運営体制の整備
●避難行動要支援者対策の推進

男女共同参画
の視点

○地域の勉強会･講習会の内容に男女共同参画の視点を導入する。
○避難所の運営マニュアル作成時に男女共同参画の視点を導入する。
〇避難所開設訓練で男女共同参画の視点を導入する。
○避難行動要支援者ごとの個別計画の策定時に男女共同参画の視点を導入する。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

○男女共同参画の視点を導入した防災勉
強会や講習会の実施率　目標値50％

実　績

講習会開催回数　30回
男女共同参画の視点を導入した講習会開
催回数　18回

実施率：60％

○男女共同参画の視点を導入した避難所
の運営マニュアルの作成施設数　目標値
26施設
〇各小学校区において男女共同参画の視
点を導入した防災訓練実施率　目標値
50％以上

○避難所の運営マニュアルの作成施設数
47施設

〇防災訓練実施率：21.1％

事業№
/事業名

42 地域防災力の向上

施策の方向性 (イ) 防災分野における男女共同参画の視点の導入
事業

担当課
地域防災推進課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

地域・防災分野における男女共同参画６
施策項目

女性の視点を防災対策にいかすためのフォローアップ委

員会作成リーフレット（一例）
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事業№
/事業名

43 育児相談事業

施策の方向性 (ア）あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支援
事業

担当課
母子保健課

事業概要

「子育てひろば」として，市内２か所で実施。乳幼児の発育，発達の確認を行い，必要に応じて，保健師，
助産師，栄養士，歯科衛生士が相談に応じる。また，保育士による絵本の読み聞かせや手遊びを行う。
離乳食教室は，栄養士と歯科衛生士の講話の中で，赤ちゃんのお口の発達に応じた食べ方や，離乳食
の説明と試食を行い，必要に応じて個別の相談に応じる。

男女共同参画
の視点

妊婦や子育て中の保護者が，一人で悩まずに気軽に相談できる体制を整え，個々の相談に対応してい
く。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

妊婦や保護者が悩みや不安を相談し，相談
内容が解決できる。保護者が乳幼児の発
育，発達を確認するとともに，保護者同士の
交流ができる。
子育てひろば参加満足度95％

実　績

子育てひろば　２か所で延14回実施
延参加組数　136組
参加者満足度　93％

保護者が発達段階に応じた離乳食を理解
でき，離乳食に関する不安について気軽に
相談できる。
出生数に対する母子保健課実施の離乳食
教室への初回参加者の割合　16％

母子保健課主催離乳食教室
   初回参加者数  89組
（子育て支援センター開催離乳食教室
  初回参加者数  32組）
 初回参加者（121組）の割合　5.6％

803
【予算額】

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） B

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

子育てひろばでは，父親の参加があれば一
緒に相談対応を実施しており，夫婦での協
力体制の必要性の意識づけをしっかり啓発
できており利用者の満足度は高い。保健師，
助産師，栄養士，歯科衛生士，保育士など
の専門職がおり，様々な相談に対応できる
体制であることが高い満足度につながって
いると考える。（令和３年から「妊産婦子育
て相談はぐくみ」に名称変更。）

母子保健課主催の離乳食教室は，新型コロ
ナウイルス感染症対策により４回中止したこ
ともあり，参加者数が減少。令和2年度より
新たな取り組み（動画配信等）を行った。

事業費
（単位：千円）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女の生涯にわたる健康支援７
施策項目

子育てひろばの様子

88



事業№
/事業名

44 妊娠期支援事業

施策の方向性 (ア）あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支援
事業

担当課
母子保健課

事業概要

妊娠・出産・子育て期の切れ目ない支援の第一歩として，子育て世代包括支援センターに母子保健コー
ディネーターを配置し，母子健康手帳交付時の窓口面接，相談支援，医療機関との連絡調整を行うとと
もに必要な支援につなげる。（令和3年3月に3か所目の子育て世代包括支援センターが開設）
妊娠期に出産・産後・子育てに関する知識・技術を習得し，子育てがイメージできるようになるために，妊
婦とパートナー等を対象に，パパママ教室を開催する。令和元年度に教室の内容・回数・定員等を見直
し，夫婦で参加する「パパママ教室」（委託型）と妊婦一人でもパートナーや家族と一緒でも参加できる
「パパママひろば」（直営型）の２通りの教室を開催する。

男女共同参画
の視点

妊娠期からの関わりにより，出産・子育て期への切れ目ない支援につなげていくために，必要な情報提
供や支援を行う。
パパママ教室では，出産・子育てにおいては父親や家族のサポートが重要であることの啓発をするとと
もに，具体的な実技等を含めた学習ができるようにする。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

妊産婦等の支援ニーズに応じ，必要な支援
につなげる。
全妊娠届出者に対する面接実施割合
80％

実　績

母子保健コーディネーター等面接数
1,345人
（妊娠届出総数　2,289人）
面接実施率（妊娠届出総数に対する割合）
58.8％

妊娠期に出産・産後・子育てに関する知識，
技術が習得できる。地域の中の子育てサー
ビスや相談先が分かる。
パパママ教室参加組数　200組

パパママ教室　6回，参加組数84組
パパママひろば　3回， 参加妊婦106人，家
族97人
（パパママひろばは1回中止あり）
合計参加総数 190組，371人

1399
【予算額】

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） B

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

・父親が参加しやすいように日曜日に教室
を開催。
・シングルの妊婦も参加し易く，パートナーや
家族も一緒に参加できるパパママひろばも
開催。
・全妊婦届出者に対する面接割合は年々高
くなったが，目標には未達成。令和3年度よ
り中央窓口センターでの手帳交付を中止
し，３か所の包括支援センターでの交付によ
り全数面接を実施する。
・平成31年度から教室の内容等を変更し，
夫婦で参加するパパママ教室に加え，妊婦
一人でも家族同伴でも参加できるパパママ
ひろばを新たに開始し，好評である。新型コ
ロナ感染症の関係で中止もあり，参加組数
は目標に届かなかった。

事業費
（単位：千円）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女の生涯にわたる健康支援７
施策項目

子育て世代包括支援センターでの面接場面
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事業№
/事業名

45 幼児健診（１歳６か月児健診事業，３歳児健診事業，幼児健診受診促進事業）

施策の方向性 (ア）あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支援
事業
担当課

母子保健課

事業概要

母子保健法に基づく健康診査として，幼児の成長発達の確認及び子育ての助言を行うため，１歳６か月
児健診及び３歳児健診を実施する。
幼児健診受診促進事業として，一定期間未受診の子どもさんには，子育て支援訪問員や保健師が訪問
し受診勧奨をする。訪問で会えなかった場合，文書による勧奨も実施。（県の幼児健診受診促進補助金
を活用。）

男女共同参画
の視点

受診率向上及び父親の子育て参加の促進ため，各健診年間４２回のうち各４回は日曜健診を実施す
る。

目　標
【評価指標
（活動指標）
と目標値】

子どもの発育や発達に関する保護者の育
児不安の軽減を図るとともに，種々の疾患
や精神運動発達面での問題を早期に発見
し，治療や支援につなげる。
１歳６か月児健診受診率　95％

実　績

受診勧奨訪問実績（延）　190件
１歳６か月児健診受診率　98.2％

子どもの発育や発達に関する保護者の育
児不安の軽減を図るとともに，種々の疾患
や精神運動発達面での問題を早期に発見
し，治療や支援につなげる。
３歳児健診受診率　95％

受診勧奨訪問実績（延）　269件
３歳児健診受診率　99.5％

24,054
【予算額】

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） B

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

平日仕事をしている人や父親も参加し易い
よう日曜日にも健診を開催した。
健診受診率は，１歳６か月児健診，３歳健診
ともに前年度より上昇。新型コロナウイルス
感染症の影響も考慮し，受診日を指定する
ことに変更したことで受診率が上昇したと
思われる。

幼児健診を一定期間未受診の子どもには，
子育て支援訪問員や保健師が訪問し，受診
勧奨を実施している。受診率の向上に有効
であり，継続して取り組んでいく。

事業費
（単位：千円）

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女の生涯にわたる健康支援７
施策項目
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健康教育相談指導事業費（人件費除く）
286

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） Ｄ

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

　「あなたに届け隊出前講座」に位置付けて
実施した。新型コロナウイルス感染症の感
染拡大防止のため事業を中止した影響や
集合形式の健康教育を市民も控えたことか
ら開催回数は減少した。
　感染症対策により日常生活行動に制限等
影響がみられている中でも，市民一人ひとり
が主体的に健康づくりに取り組めるように，
集合形式の健康教育のみでなく，市民が気
軽に健康に関する情報を得る工夫として，
「健康づくりお役立ち情報」を高知市ホーム
ページから発信した。

事業費
（単位：千円）

施策の方向性 (ア) あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支援
事業

担当課
健康増進課

事業№
/事業名

46 健康教育事業（'食'や生活習慣の指導）の促進（成人）

健康講座（内40～64歳対象）
開催回数　60回

開催回数　20回

事業概要

生活習慣病予防等の健康づくりに関することについて，地区組織や団体等からの要請に応じて健康講
座を実施。また，女性健診受診者を対象に，健診結果説明会を行い，食や生活習慣などを改善するため
の情報提供をする。
○従事者 ： 保健師，栄養士，歯科衛生士，歯科医師等
○募集・PR  ： 高知市のホームページで「出前健康講座」として掲示。申込書はダウンロードできる。
○補助金 ： 国1/3，県1/3　健康増進事業健康教育事業補助金(40～64歳を対象とした健康教育に
は財源あり）

男女共同参画
の視点

参加者として男女双方を想定し，対象者の要望に応じて内容を検討し実施する。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

健康講座
開催回数　80回

実　績

開催回数　34回

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女の生涯にわたる健康支援７
施策項目
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健康教育相談指導事業費（人件費除く）
286

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） Ｄ

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

　身近な場所での健康相談として令和元年
度までは量販店等で実施していたが，令和
２年度は新型コロナウイルス感染症の感染
拡大防止の観点から実施できなかった。全
体の相談延件数は減少したが，内訳をみる
と電話相談の件数は増加した。
　相談を実施する際には，相談者一人ひとり
が自身で健康に関する課題を解決するため
の行動がとれるように，また，不安を解消で
きるように，相談者の訴えをしっかりと聞き，
必要な情報を提供するなど丁寧な対応を心
掛けて実施した。

事業費
（単位：千円）

事業概要
心身の健康に関する個別の相談に応じ，必要な指導や助言を行い，本人・家族等が健康管理できるよ
うにすることを目的として，健康に関する相談を来所，電話で受ける。40～64歳の方の健康相談につい
ては財源あり。

男女共同参画
の視点

誰もが一人で悩まずに気軽に相談できる体制を整え，個々の相談に対応していく。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

相談延件数　1,500人

実　績

相談延件数　728人

相談延件数（内40～64歳）　450人 相談延件数　295人

事業№
/事業名

47 健康相談（成人）

施策の方向性 (ア) あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支援
事業

担当課
健康増進課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女の生涯にわたる健康支援７
施策項目
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事業の評価
（自課評価） C

事業概要

ア がん検診
胃がん検診，大腸がん検診，胸部検診（以上，40歳以上の市民対象），子宮頸がん検診（20歳以上の
女性市民対象），乳がん検診（40歳以上の女性市民対象）を実施する。

イ 女性健康診査
20歳から39歳の女性市民を対象に一般健診（問診，血圧測定，身体測定，尿検査，血液検査）と歯科
健診（問診，歯周疾患検診，口腔衛生指導），子宮頸がん検診を実施する（当日は託児も実施）。

ウ 健康増進法健康診査
保険者による健康診査の対象とならない生活保護受給者等を対象に健康診査を実施する。

男女共同参画
の視点

がんや生活習慣病等を早期発見し，早期治療につなげることにより，男女とも健康の保持や増進を図る
ことができる。

目　標
【評価指標

（活動指標）
と目標値】

○胃がん検診，大腸がん検診，胸部検診，
子宮頸がん検診，乳がん検診：前年度実績
値と比較して受診率1％増

○女性健康診査：受診者数390人

○健康増進法健康診査：受診者数45人

実　績

○受診率前年度比：胃がん検診▲0.5%，大
腸がん検診▲2.6%，胸部検診▲0.6%，子宮
頸がん検診▲0.9%，乳がん検診▲1.4%

○女性健康診査：受診者数179人

○健康増進法健康診査：受診者数130人

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

がん検診及び女性健康診査については，新
型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の
ため，集団検診を一時休止した。また，個別
検診についても利用者側の感染への恐れ
からくる受診控えがあったものと推察され，
いずれも令和元年度と比較して実績は低下
した。
健康増進法検診については，福祉事務所に
よる受診勧奨が行われたことから，受診者
数が大幅に増加した。

事業費
（単位：千円）

136,110
（健康増進法検診事業，各がん検診事業，受診促進事
業，女性支援のためのがん検診事業費，人件費除く）

※事業に関する写真，チラシ等

事業№
/事業名

48 成人健康診査

施策の方向性 (ア) あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支援
事業

担当課
健康増進課

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女の生涯にわたる健康支援７
施策項目

～お知らせ～ 

新型コロナウイルス感染症の感染防止のため， 

女性健診・健診結果説明会の託児を当面の間，中止しま

す

対象：高知市在住（住民票が高知市にある）の 

２０～３９歳 (S56.4.2 ～ H13.4.1 生まれ)の女性 

 

 

 

 

 
 

   

健診日程 

＊日程変更の可能性あり。 
会場 申込み開始日 

令 和 2年  9月17日（木） 

受付時間 13時～15時 

高知市保健福祉センター 

(駐車場あります) 

令和２年  8月  5日

（水） 

   11月12日（木） 

受付時間 13時～15時 
10月  6日（火） 

12月    3日（木） 

受付時間 13時～15時 
11月  5日（木） 

令 和 3年   2月  25日（木）

受付時間 13時～15時 

高知市広報『あかるいまち』の 

令和３年１月号をご確認くださ

い。 

高高高知知知市市市女女女性性性健健健診診診  

あなたにも受けてほしい！   

令和２年度 女性健診日程 

申込方法：申込み開始日以降に高知市健康増進課まで

お電話ください。TEL 088－803－8005 

基本健診＋歯科健診＋子宮頸がん検診 

３つセットで１,４００円！（※詳細は裏面をご確認ください。）
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事業№
/事業名

31 【再掲】子育て家庭訪問支援

施策の方向性 (ア）あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支援
事業
担当課

母子保健課

事業の評価
（自課評価） B

事業概要

・10代での出産や外国籍，妊娠届出が遅かったケース，未熟児や多胎については妊娠中や出生後早期
に全数訪問する。
乳幼児健診や相談等の母子保健事業の中で，児の発育・発達上の問題や養育上に問題のある家庭へ
訪問する。
・こんにちは赤ちゃん事業を19年度(20年1月）から開始。生後４ヵ月までの乳児のいる全ての子育て家
庭を訪問し，家庭と地域社会をつなぐ最初の機会とすることにより，子育て家庭の孤立化を防ぎ，乳児の
健全な育成環境の確保を図る。

男女共同参画
の視点

・訪問・個別指導を行うにあたり，必要とされる知識の伝達や一方的な指導ではなく，育児の孤立化を
防ぎ養育者の本来持つ能力が発揮できるよう支援を行う。
・母親の負担や不安を共有し，軽減していくよう，父親の育児参加について確認・啓発をする。

目　標
【評価指標
（活動指標）
と目標値】

保護者の養育方針に寄り添いながら，適切
な養育環境の確保や児へのかかわりがで
きるように支援する。
こんにちは赤ちゃん訪問事業における乳児
家庭全戸訪問率100％

実　績

訪問件数　2,101件
（対象者：2,205）
訪問率：95.3％

育児の孤立を防ぎ，地域の中でゆとりをもっ
て子育てできるように支援を行う。
こんにちは赤ちゃん事業において，訪問不成
立の家庭に対するフォロー（状況把握）率
100％

訪問不成立者の状況把握率　１００％

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

赤ちゃん訪問の際には，父親の育児参加につ
いて確認と啓発を行うとともに，母親の不安や
負担軽減のための支援を行った。
新生児期に入院治療される方や市外への里
帰り等のため，訪問不成立の家庭が出るため
１００％の達成は難しいが，今後も１００％を目
指して対応していく。

訪問に至らなかった世帯に対しても，情報の提
供を実施するとともに，乳児一般健康診査受
診歴や予防接種歴，母子保健事業の利用状
況等を確認し，状況把握に努めている。

事業費
（単位：千円）

9,048
【予算額】

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女の生涯にわたる健康支援７
施策項目
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事業の評価
（自課評価） C

こうち笑顔マイレージボランティア登録者数
450人

こうち笑顔マイレージボランティア登録者数
264名

特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

昨年度は，コロナ禍で，地域の体操会場の
自粛，サポーター育成教室も密を避けるた
め定員を減らして開催。また，自粛期間で孤
立，活動機会が減ってしまっている高齢者に
対して，家庭でできる体操のチラシを作成し
て配布。気になる方などがいれば，お世話役
の方より連絡をいただき，地域包括支援セ
ンターが個別訪問するなどの対応をしてき
た。また，インターネットやメディアを活用し
て，体操習慣の継続ができるような工夫もし
てきたが，高齢者にはネット環境がない，利
用方法が分からないなど課題もあり。メディ
アの活用ではNHKでの放映により年齢，男
女問わず，誰もが参加できるようにしたが，
高齢者からは皆で集まるからこそ継続でき
るとの意見も聞かれた。ボランティア活動に
関してもコロナによる影響が大きく，活動機
会がなく登録者数も減少した。

事業費
（単位：千円）

34,260

※事業に関する写真，チラシ等

事業概要

徒歩で移動できる範囲に「いきいき百歳体操」の会場が設置できるよう支援を行う。
あわせて，口腔機能向上や認知機能向上のための取組を行えるよう支援する。
住民主体の介護予防活動を支援する住民ボランティアの育成も行う。
また，こうち笑顔マイレージを実施し，健康づくり活動として体操参加者に対しポイント付与を行うことと，
介護保険施設等でのボランティア活動を行い，活動を行った場合にポイント付与を行い，もって高齢者の
介護予防活動や社会参加を促す。

男女共同参画
の視点

介護予防活動に参加することで高齢者自身の自立を促進し，可能な限り住み慣れた地域で生活を継
続できるよう支援する。
住民主体の介護予防活動を推進することで，住民同士の交流が生まれ，ゆるやかな相互援助の場とし
ての機能を持つことができる。
ボランティア活動を行うことにより社会参加につながる。

目　標
【評価指標
（活動指標）
と目標値】

いきいき百歳体操会場数
380箇所

実　績

いきいき百歳体操会場数
365箇所

いきいき百歳サポーター育成数
120名

いきいき百歳サポーター育成数
48名

施策の方向性 (ア) あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支援
事業
担当課

高齢者支援課

事業№
/事業名

36 【再掲】介護予防の充実

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女の生涯にわたる健康支援７
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特記事項
（実績の分析，課
題，男女共同参
画の視点から実
施できたこと等）

高齢者の生きがいづくりの個別事業として
は，参加対象を55歳以上としている「いきい
きセカンド☆ライフ講座」を挙げているが，そ
の他にも中央公民館及び地域の市立公民
館では多数の講座等を開催しており，高齢
者を限定したものではないが，今後も引き
続き高齢の方も参加しやすく，性別関係なく
参加しやすいテーマの講座を実施するよう
努める。

コロナ禍により，中止を余儀なくされた講座
等が多く，参加者数の目標値は達成できな
かった。感染防止対策としては，密にならな
いよう定員数を削減したり，感染リスクの高
い調理実習や合唱等は控え，別にものづく
り等の講座を開講する等の工夫をした。

事業費
（単位：千円）

-

※事業に関する写真，チラシ等

事業の評価
（自課評価） D

事業概要

市立公民館では年間を通じて各種講座を開催しており，高齢者を含め広く市民に生涯学習の機会を提
供している。
中央公民館においては，年２期（前期・後期）高齢者が当面する問題を互いに考えあい，受講生同士の
ふれあいを大切にする学習の場として，『いきいきセカンド☆ライフ講座』を開設している。(公益財団法
人高知市文化振興事業団に事業委託）

男女共同参画
の視点

性別を問わず，高齢者の生きがいづくりと健康増進，また受講生同士の学習交流の場となるような講座
とする。

目　標
【評価指標
（活動指標）
と目標値】

中央公民館各種講座等受講者数（4,500
人）

実　績

中央公民館各種講座等受講者数（2,050
人）

地域の市立公民館事業参加者数
（8,000人）

地域の市立公民館事業参加者数
（2,096人）

施策の方向性 (ア) あらゆるライフステージにおける心と体の健康づくりの支援
事業
担当課

生涯学習課

事業№
/事業名

38 【再掲】高齢者の生きがいづくり

事業の評価（自課評価）

Ａ‥100％以上（目標を達成できた）

Ｂ‥80～100％未満（目標を概ね達成できた）

Ｃ‥60～80％未満（目標を少し下回った）

Ｄ‥60％未満（目標を大きく下回った）

Ｅ‥事業未実施

男女の生涯にわたる健康支援７
施策項目
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数値報告 





施
策

番
号

担
当

課
項

　
目

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

令
和

２
年

度

1
人

権
同

和
･男

女
共

同
参

画
課

市
民

意
識

調
査

（
５

年
毎

に
実

施
）

①
抽

出
方

法
②

抽
出

日
③

調
査

期
間

④
有

効
回

収
数

⑤
有

効
回

収
率

-
-

-

高
知

市
男

女
共

同
参

画
に

関
す

る
市

民
意

識
調

査
①

住
民

基
本

台
帳

マ
ス

タ
ー

フ
ァ

イ
ル

よ
り

無
作

為
抽

出
3
,0

0
0
人

②
令

和
元

年
1
0
月

２
日

③
令

和
元

年
1
0
月

1
0
日

～
1
1
月

1
1

日 ④
 1

,0
2
3
人

 （
う

ち
女

性
6
0
5
人

）
⑤

3
4
.1

％

-

2
人

権
同

和
･男

女
共

同
参

画
課

意
識

調
査

「
社

会
通

念
・
慣

習
・
し

き
た

り
」
な

ど
で

男
女

の
地

位
が

平
等

だ
と

思
う

人
の

割
合

」

-
-

-
1
5
.7

%
（
市

）
-

3
人

権
同

和
･男

女
共

同
参

画
課

意
識

調
査

「
男

は
仕

事
，

女
は

家
庭

な
ど

の
性

別
に

よ
る

固
定

的
な

役
割

分
担

意
識

に
同

意
し

な
い

割
合

」

-
-

-
7
0
.3

%
（
市

）
-

4
人

権
同

和
･男

女
共

同
参

画
課

①
市

審
議

会
等

の
女

性
委

員
比

率
②

女
性

委
員

０
の

市
審

議
会

等
の

比
率

①
2
7
.6

%
(1

,3
4
9
人

の
う

ち
女

性
3
7
2
人

)

②
1
7
.9

%
(1

2
3
会

の
う

ち
2
2
会

が
女

性
0
人

)

①
2
9
.1

%
(1

,4
5
0
人

の
う

ち
女

性
4
2
2
人

)

②
1
6
.7

%
(1

3
2
会

の
う

ち
2
2
会

が
女

性
0
人

)

①
3
1
.0

%
(1

,4
0
8
人

の
う

ち
女

性
4
3
7
人

)

②
1
7
.1

%
(1

2
9
会

の
う

ち
2
2
会

が
女

性
0
人

)

①
3
0
.1

%
(1

,5
0
2
人

の
う

ち
女

性
4
5
2
人

)

②
1
7
.3

%
(1

3
8
会

の
う

ち
2
4
会

が
女

性
0
人

)

①
3
2
.3

%
(1

,4
1
7
人

の
う

ち
女

性
4
5
7
人

)

②
1
1
.0

%
(1

1
8
会

の
う

ち
1
3
会

が
女

性
0
人

)

5
人

権
同

和
･男

女
共

同
参

画
課

意
識

調
査

「
Ｄ

Ｖ
を

経
験

し
た

こ
と

の
あ

る
人

の
割

合
」

-
-

-
2
5
.2

%
（
市

）
-

6
人

権
同

和
･男

女
共

同
参

画
課

意
識

調
査

「
Ｄ

Ｖ
に

つ
い

て
誰

（
ど

こ
）
に

も
相

談
し

な
か

っ
た

人
の

割
合

」
-

-
-

6
5
.1

%
（
市

）
-

7
人

権
同

和
・
男

女
共

同
参

画
課

ソ
ー

レ
　

女
性

対
象

一
般

相
談

の
う

ち
「
暴

力
」
に

関
す

る
相

談
件

数
7
0
件

1
3
6
件

1
2
4
件

1
3
6
件

9
7
件

8
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
ー

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
に

お
け

る
児

童
相

談
の

う
ち

「
児

童
虐

待
相

談
」
件

数
1
7
7
件

1
9
7
件

2
2
1
件

2
3
0
件

（
修

正
）

2
1
7
件

数
値

報
告

１
　

男
女

共
同

参
画

の
意

識
の

高
揚

２
　

人
権

の
尊

重
と

D
V

等
暴

力
の

根
絶
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施
策

番
号

担
当

課
項

　
目

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

令
和

２
年

度

数
値

報
告

9
人

事
課

(人
材

育
成

)
【
男

女
共

同
参

画
研

修
】

対
象

：
新

任
課

長
補

佐
研

修
参

加
人

数

「
男

女
共

同
参

画
セ

ミ
ナ

ー
」

※
実

施
日

　
平

成
2
9
年

１
月

1
8
日

新
任

課
長

補
佐

6
5
名

「
男

女
共

同
参

画
セ

ミ
ナ

ー
」

※
実

施
日

　
平

成
3
0
年

１
月

９
日

２
年

目
課

長
補

佐
級

職
員

等
2
1
名

「
男

女
共

同
参

画
セ

ミ
ナ

ー
」

※
実

施
日

　
平

成
3
1
年

１
月

1
6
日

２
年

目
課

長
補

佐
級

職
員

等
4
2
名

「
男

女
共

同
参

画
セ

ミ
ナ

ー
」

※
実

施
日

　
令

和
２

年
１

月
2
2
日

２
年

目
課

長
補

佐
級

職
員

等
5
4
人

「
男

女
共

同
参

画
セ

ミ
ナ

ー
」

※
実

施
日

　
令

和
３

年
１

月
６

日
２

年
目

課
長

補
佐

級
職

員
等

4
0
人

1
0

人
事

課
(人

材
育

成
)

【
市

女
性

職
員

の
人

材
育

成
・
能

力
開

発
研

修
】

参
加

人
数

①
自

治
大

学
（
2
5
日

間
）

②
市

町
村

ア
カ

デ
ミ

－
（
a 

4
日

間
・
b

8
日

間
)

③
国

際
文

化
ア

カ
デ

ミ
－

(5
日

間
)

④
そ

の
他

の
研

修

①
１

人
②

１
人

③
１

人
④

１
人

①
１

人
②

１
人

③
１

人
④

１
人

①
１

人
②

１
人

③
１

人
④

１
人

①
１

人
②

１
人

③
１

人
④

１
人

①
１

人
②

１
人

③
０

人
④

０
人

1
1

人
権

同
和

･男
女

共
同

参
画

課

【
男

女
共

同
参

画
研

修
】
（
階

層
別

）
①

対
象

階
層

②
参

加
人

数

「
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
～

家
族

と
社

会
の

境
界

面
を

支
え

る
男

女
共

同
参

画
人

材
へ

の
期

待
～

」
①

主
任

級
 ②

2
7
5
名

「
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
」

①
主

査
級

　
②

2
5
7
名

「
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
」

①
主

査
補

・
技

査
補

級
　

②
2
3
1
名

「
男

女
共

同
参

画
の

視
点

か
ら

の
ワ

ー
ク

・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
」

①
主

事
・
技

師
級

　
②

3
0
6
名

「
ち

ゃ
ん

と
知

り
た

い
L
G

B
T
ｓ
」

①
係

長
級

　
②

1
9
0
名

1
2

学
校

教
育

課
高

等
学

校
進

学
率

①
全

体
②

男
　

 ③
女

①
9
8
.1

％
②

9
6
.7

％
　

③
9
9
.3

％
①

9
7
.7

％
②

9
6
.6

％
　

③
9
8
.9

％
①

9
8
.6

％
②

9
8
.2

％
　

③
9
9
.1

％
①

9
8
.7

％
②

9
7
.6

％
　

③
9
9
.5

％
①

9
8
.6

％
②

9
8
.4

％
　

③
9
8
.8

％

1
3

学
校

教
育

課

市
立

学
校

(小
・
中

・
特

別
支

援
学

校
)に

お
け

る
①

女
性

教
職

員
人

数
(比

率
)

②
女

性
管

理
職

人
数

(比
率

)

①
1
,0

1
0
人

（
6
6
.1

％
）

②
　

　
3
1
人

（
2
4
.0

％
）

①
9
5
1
人

（
6
6
.0

％
）

②
3
7
人

（
2
9
.1

％
）

①
9
8
3
人

（
6
5
.4

％
）

②
3
7
人

（
2
9
.4

％
）

①
9
3
2
人

（
6
7
.6

％
）

②
4
1
人

（
3
2
.5

％
）

①
8
9
7
人

（
6
6
.2

％
）

②
4
0
人

（
3
2
.3

％
）

1
4

少
年

補
導

セ
ン

タ
－

街
頭

補
導

状
況

【
市

少
年

補
導

セ
ン

タ
ー

】
①

在
学

少
年

  
 (
小

・
中

・
高

校
・
そ

の
他

の
学

校
)

②
非

在
学

少
年

(有
職

・
無

職
)

①
1
1
3
人

（
う

ち
女

子
4
2
人

）
②

 2
4
人

（
う

ち
女

子
  

５
人

）
　

　
①

1
4
3
人

　
（
う

ち
女

子
４

７
人

）
　

　
②

1
0
人

　
　

（
う

ち
女

子
２

人
）

①
5
3
人

（
う

ち
女

子
1
4
人

）
②

９
人

（
う

ち
女

子
０

人
）

①
9
0
人

(う
ち

女
子

8
人

)
②

3
人

(う
ち

女
子

0
人

)
①

8
0
人

(う
ち

女
子

2
3
人

)
②

1
5
人

()
う

ち
女

子
1
人

)

1
5

少
年

補
導

セ
ン

タ
－

相
談

受
理

状
況

【
市

少
年

補
導

セ
ン

タ
ー

】
夜

間
電

話
相

談
「
ｱ

ｼ
ｽ

ﾄ1
1
9
」
「
ｼ
ﾝ

ﾅ
ｰ

1
1
9
」
含

む
①

在
学

少
年

  
 (
小

・
中

・
高

校
・
そ

の
他

の
学

校
)

②
非

在
学

少
年

(有
職

・
無

職
)

①
1
4
5
人

（
う

ち
女

子
5
2
人

）
②

　
６

人
（
う

ち
女

子
　

３
人

）
　

　
①

1
3
8
人

（
う

ち
女

子
4
２

人
　

　
②

５
人

（
う

ち
女

子
３

人
）

①
1
7
2
人

（
う

ち
女

子
6
6
人

）
②

９
人

（
う

ち
女

子
４

人
）

①
1
6
7
人

(う
ち

女
子

4
6
人

)
②

1
人

(う
ち

女
子

0
人

)
①

1
3
2
人

(う
ち

女
子

5
4
人

)
②

2
人

()
う

ち
女

子
0
人

)

1
6

生
涯

学
習

課
人

材
バ

ン
ク

へ
の

登
録

女
性

比
率

①
新

規
登

録
者

数
②

登
録

者
数

①
1
6
.7

％
　

（
1
2
人

の
う

ち
女

性
2
人

）

②
5
2
.6

％
　

（
5
7
人

の
う

ち
女

性
3
0
人

）

①
5
0
.0

％
　

（
４

人
の

う
ち

女
性

2
人

）

②
5
4
.5

％
　

（
5
5
人

の
う

ち
女

性
3
0
人

）

①
6
2
.5

％
　

（
８

人
の

う
ち

女
性

５
人

）

②
5
8
.6

％
　

（
5
8
人

の
う

ち
女

性
3
4
人

）

①
1
0
0
％

（
１

人
の

う
ち

女
性

１
人

）

②
6
3
.0

％
（
5
4
人

の
う

ち
女

性
3
4
人

）

①
1
0
0
％

（
１

人
の

う
ち

女
性

１
人

）

②
6
3
.8

％
（
4
7
人

の
う

ち
女

性
3
0
人

）

1
7

ス
ポ

－
ツ

振
興

課
ス

ポ
ー

ツ
推

進
指

導
員

数
（
う

ち
女

性
数

）
4
0
2
人

（
う

ち
女

性
1
3
9
人

）
3
8
5
人

（
う

ち
女

性
1
3
5
人

）
3
8
7
人

（
う

ち
女

性
1
3
4
人

）
3
8
0
人

（
う

ち
女

性
1
3
6
人

）
3
6
3
人

（
う

ち
女

性
1
2
9
人

）

３
　

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

よ
る

教
育

・
学

習
の

充
実
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施
策

番
号

担
当

課
項

　
目

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

令
和

２
年

度

数
値

報
告

1
8

人
権

同
和

･男
女

共
同

参
画

課

意
識

調
査

「
性

別
に

よ
る

不
当

な
扱

い
と

感
じ

る
項

目
と

割
合

」
-

-
-

賃
金

格
差

　
1
1
.6

％
昇

給
･昇

格
　

1
1
.3

％
自

由
に

休
暇

と
り

に
く
い

9
.2

％
育

児
･介

護
休

暇
と

り
に

く
い

  
7
.1

％

-

1
9

子
育

て
給

付
課

ひ
と

り
親

家
庭

自
立

支
援

相
談

件
数

　
(延

件
数

)
<
医

療
・
健

康
，

就
労

，
児

童
，

経
済

的
支

援
等

>

①
母

子
家

庭
相

談
数

②
父

子
家

庭
相

談
数

①
母

子
家

庭
　

　
2
,0

7
3
件

②
父

子
家

庭
　

　
  
5
2
件

①
母

子
家

庭
　

　
1
,4

1
8
件

②
父

子
家

庭
　

　
  
2
3
件

①
母

子
家

庭
　

　
1
,4

1
2
件

②
父

子
家

庭
　

　
  
2
2
件

①
母

子
家

庭
　

　
1
,0

1
9
件

②
父

子
家

庭
　

　
  
3
0
件

①
母

子
家

庭
　

　
1
,0

8
4
件

②
父

子
家

庭
　

　
 3

8
件

2
0

子
育

て
給

付
課

母
子

家
庭

等
就

業
･自

立
支

援
セ

ン
タ

－
事

業
【
高

知
県

と
共

同
実

施
】

(就
業

相
談

・
就

業
情

報
提

供
等

支
援

ｻ
ｰ

ﾋ
ﾞｽ

提
供

)

①
相

談
件

数
②

就
業

者
数

①
7
2
1
件

②
4
2
人

（
高

知
市

の
み

)
①

8
3
0
件

②
2
7
人

（
高

知
市

の
み

)
①

5
4
3
件

②
2
6
人

（
高

知
市

の
み

)
①

6
3
2
件

②
3
1
人

（
高

知
市

の
み

)
①

6
4
7
件

②
2
1
人

（
高

知
市

の
み

)

2
1

人
権

同
和

･男
女

共
同

参
画

課
意

識
調

査
「
家

事
を

全
く
し

な
い

男
性

の
割

合
」

-
-

-
1
5
.2

%
-

2
2

農
業

委
員

会
家

族
経

営
協

定
締

結
数

1
2
戸

8
戸

3
戸

7
戸

３
戸

2
3

人
事

課

①
男

性
の

育
児

休
暇

 取
得

者
数

・
取

得
率

（
市

職
員

）
②

配
偶

者
出

産
休

暇
 取

得
者

数
・

取
得

率
（
市

職
員

）

①
３

人
　

3
.6

％
②

6
8
人

　
8
1
.9

％
①

 ４
人

　
 5

.5
％

②
6
2
人

　
8
4
.9

％
①

 ６
人

　
 8

.3
％

②
5
7
人

　
7
9
.2

％
①

７
人

　
9
.9

％
②

5
2
人

　
7
3
.2

％
①

９
人

　
1
2
.5

％
②

5
7
人

　
7
9
.2

％

2
4

人
事

課
高

知
市

管
理

・
監

督
職

（
係

長
級

以
上

）
女

性
比

率
3
0
.7

%
（
5
7
0
人

う
ち

女
性

1
7
5
人

）
3
1
.3

%
（
5
8
7
人

う
ち

女
性

1
8
4
人

）
3
1
.6

%
（
6
0
7
人

う
ち

女
性

1
9
2
人

）
3
3
.1

%
（
6
1
2
人

う
ち

女
性

2
0
3
人

）
3
3
.3

%
(6

2
0
人

う
ち

女
性

2
0
7
人

）

2
5

人
事

課
市

新
規

採
用

職
員

(事
務

職
)女

性
比

率
<
実

施
年

度
別

>

3
9
%

(4
1
人

の
う

ち
女

性
1
6
人

）
6
1
%

(5
9
人

の
う

ち
女

性
3
6
人

）
7
3
%

(6
0
人

の
う

ち
女

性
4
4
人

）
5
7
.4

%
(5

4
人

の
う

ち
女

性
3
1
人

）
5
1
.2

％
（
4
1
人

の
う

ち
2
1
人

）

2
6

産
業

政
策

課

就
職

に
つ

な
が

っ
た

市
主

催
セ

ミ
ナ

－
修

了
者

①
若

者
就

職
応

援
セ

ミ
ナ

ー

①
2
0
人

（
う

ち
1
2
人

女
性

）
①

４
人

（
う

ち
女

性
３

人
）

①
1
1
人

（
う

ち
女

性
４

人
）

①
1
2
人

（
う

ち
女

性
８

人
）

①
3
人

（
う

ち
女

性
2
名

）

４
　

男
女

共
同

参
画

の
視

点
に

よ
る

ワ
ー

ク
・
ラ

イ
フ

・
バ

ラ
ン

ス
の

実
現

100



施
策

番
号

担
当

課
項

　
目

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

令
和

２
年

度

数
値

報
告

2
7

母
子

保
健

課

母
子

訪
問

指
導

（
実

人
数

／
延

人
数

)
  

①
妊

婦
　

②
産

婦
　

③
新

生
児

　
④

未
熟

児
<
2
1
年

度
か

ら
⑧

の
数

に
再

掲
>

  
⑤

乳
児

　
⑥

幼
児

　
⑦

そ
の

他

  
⑧

赤
ち

ゃ
ん

誕
生

お
め

で
と

訪
問

<
全

戸
訪

問
>

  
  
（
実

人
数

／
対

象
者

数
＝

訪
問

率
）

訪
問

指
導

(実
人

数
／

延
べ

人
数

）
  
①

妊
婦

　
  
（
8
0
／

1
6
5
）

　
②

産
婦

　
 （

3
1
6
／

6
7
9
）

　
③

新
生

児
  
（
1
3
3
／

1
7
3
）

　
④

未
熟

児
 (
3
0
／

4
6
）

  
⑤

乳
児

  
 （

3
6
7
／

7
6
0
）

　
⑥

幼
児

  
 （

1
,2

7
7
／

1
,7

0
6
）

　
⑦

そ
の

他
 （

5
4
/
1
1
8
）

 　
 ①

～
⑦

合
計

  
　

3
,6

4
7
人

（
延

）

  
⑧

赤
ち

ゃ
ん

（
訪

問
率

）
  
（
2
,5

7
2
／

2
,6

3
5
＝

9
7
.6

％
）

訪
問

指
導

(実
人

数
／

延
べ

人
数

）
  
①

妊
婦

　
  
（
8
0
／

1
4
8
）

　
②

産
婦

　
 （

2
0
3
／

4
5
3
）

　
③

新
生

児
  
（
4
4
／

5
4
）

　
④

未
熟

児
 (
2
6
／

5
6
）

  
⑤

乳
児

  
 （

2
7
7
／

6
1
9
）

　
⑥

幼
児

  
 （

9
7
7
／

1
,2

1
1
）

　
⑦

そ
の

他
 （

1
6
/
2
3
）

 　
 ①

～
⑦

合
計

  
　

2
,5

6
4
人

（
延

）

  
⑧

赤
ち

ゃ
ん

（
訪

問
率

）
　

（
2
,5

7
6
／

2
,6

4
7
＝

9
7
.3

％
）

訪
問

指
導

(実
人

数
／

延
人

数
）

  
①

妊
婦

　
  
（
1
0
3
／

2
0
3
）

　
②

産
婦

　
 （

2
4
6
／

5
8
2
）

　
③

新
生

児
  
（
5
5
／

7
7
）

　
④

未
熟

児
 (
2
3
／

4
5
）

  
⑤

乳
児

  
 （

3
6
2
／

8
9
9
）

　
⑥

幼
児

  
 （

8
0
4
／

1
,0

9
4
）

　
⑦

そ
の

他
 （

2
1
／

2
4
）

 　
 ①

～
⑦

合
計

  
2
,9

2
4
人

（
延

）

  
⑧

赤
ち

ゃ
ん

（
訪

問
率

）
　

（
2
,3

6
1
／

2
,4

3
6
＝

9
6
.9

％
）

訪
問

指
導

(実
人

数
／

延
人

数
）

  
①

妊
婦

　
  
（
9
0
／

1
7
9
）

　
②

産
婦

　
 （

2
7
4
／

4
6
6
）

　
③

新
生

児
  
（
5
3
／

6
2
）

　
④

未
熟

児
 (
3
0
／

5
1
）

  
⑤

乳
児

  
 （

4
0
7
／

9
3
8
）

　
⑥

幼
児

  
 （

8
4
6
／

1
,1

7
5
）

　
⑦

そ
の

他
 （

1
2
／

2
9
）

 　
 ①

～
⑦

合
計

  
2
,9

0
0
人

（
延

）

  
⑧

赤
ち

ゃ
ん

（
訪

問
率

）
　

（
2
,2

3
0
／

2
,2

8
9
＝

9
7
.4

％
）

訪
問

指
導

(実
人

数
／

延
人

数
）

  
①

妊
婦

　
  
（
7
4
／

1
3
0
）

　
②

産
婦

　
 （

2
2
4
／

4
4
1
）

　
③

新
生

児
  
（
4
7
／

8
3
）

　
④

未
熟

児
 (
1
0
／

3
5
）

  
⑤

乳
児

  
 （

3
5
0
／

7
7
6
）

　
⑥

幼
児

  
 （

7
4
4
／

8
7
1
）

　
⑦

そ
の

他
 （

2
0
／

3
9
）

 　
 ①

～
⑦

合
計

  
2
,3

7
5
人

（
延

）

  
⑧

赤
ち

ゃ
ん

（
訪

問
率

）
　

（
2
,1

0
1
／

2
,2

0
5
＝

9
5
.3

％
）

2
8

母
子

保
健

課
（
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

）

パ
パ

マ
マ

教
室

（
初

め
て

の
妊

娠
の

方
と

パ
ー

ト
ナ

ー
対

象
）

　
①

実
参

加
組

数
　

②
延

参
加

組
数

①
5
8
組

②
1
6
7
組

①
5
9
組

②
1
6
9
組

①
6
5
組

②
1
8
3
組

元
年

度
か

ら
内

容
・
回

数
等

変
更

・
パ

パ
マ

マ
教

室
  
　

妊
婦

 7
3
人

，
家

族
 7

3
人

・
パ

パ
マ

マ
ひ

ろ
ば

  
  

妊
婦

7
3
人

，
家

族
 6

9
人

合
計

参
加

総
数

 1
4
6
組

，
2
8
8
人

・
パ

パ
マ

マ
教

室
  
　

妊
婦

 8
4
人

，
家

族
 8

4
人

・
パ

パ
マ

マ
ひ

ろ
ば

  
  

妊
婦

1
0
6
人

，
家

族
 9

7
人

合
計

参
加

総
数

 1
9
0
組

，
3
7
1
人

2
9

子
ど

も
育

成
課

フ
ァ

ミ
リ

－
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

－
  
①

依
頼

会
員

登
録

者
数

  
②

援
助

会
員

登
録

者
数

  
③

両
方

会
員

登
録

者
数

  
④

活
動

件
数

①
8
0
1
人

（
男

性
4
1
人

，
女

性
7
6
0

人
）

②
4
1
0
人

（
男

性
2
3
人

，
女

性
3
8
7

人
）

③
6
7
人

（
男

性
2
人

，
女

性
6
5
人

）
④

7
,0

2
9
件

①
8
1
8
人

（
男

性
3
6
人

，
女

性
7
8
2

人
）

②
4
2
6
人

（
男

性
2
5
人

，
女

性
4
0
1

人
）

③
6
7
人

（
男

性
1
人

，
女

性
6
6
人

）
④

8
,1

6
7
件

①
7
9
4
人

（
男

性
3
3
人

，
女

性
7
6
1

人
）

②
4
3
0
人

（
男

性
2
2
人

，
女

性
4
0
8

人
）

③
6
1
人

（
男

性
1
人

，
女

性
6
0
人

）
④

6
,4

5
6
件

①
7
8
4
人

（
男

性
3
4
人

，
女

性
7
5
0

人
）

②
4
4
1
人

（
男

性
2
6
人

，
女

性
4
1
5

人
）

③
6
2
人

（
男

性
1
人

，
女

性
6
1
人

）
④

5
,5

2
1
件

①
7
4
1
人

（
男

性
3
4
人

，
女

性
7
0
7

人
）

②
4
4
7
人

（
男

性
2
9
人

，
女

性
4
1
8

人
）

③
5
5
人

（
男

性
0
人

，
女

性
5
5
人

）
④

4
,2

7
8
件

3
0

子
ど

も
育

成
課

病
児

･病
後

児
童

保
育

実
施

施
設

・
利

用
人

数
①

細
木

病
院

  
  

  
<
定

員
：
6
人

>
②

三
愛

病
院

  
  

  
<
定

員
：
6
人

>
③

う
ら

ら
か

保
育

園
<
定

員
：
3
人

>
④

も
み

の
き

病
院

(合
計

 利
用

人
数

)

①
　

5
1
7
人

②
　

6
9
4
人

③
　

2
2
5
人

④
　

5
7
2
人

（
計

2
,0

0
8
人

）

①
　

4
9
2
人

②
　

6
0
0
人

③
　

2
5
2
人

④
　

4
9
9
人

（
計

1
,8

4
3
人

）

①
　

4
1
9
人

②
　

5
9
0
人

③
　

2
7
2
人

④
　

4
4
0
人

（
計

1
,7

2
1
人

）

①
　

4
9
2
人

②
　

6
1
4
人

③
　

2
3
5
人

④
　

4
5
1
人

（
計

1
,7

9
2
人

）

①
　

1
5
3
人

②
　

1
3
1
人

③
　

1
2
5
人

④
　

1
2
8
人

（
計

5
3
7
人

）

3
1

子
ど

も
育

成
課

子
育

て
相

談
件

数
(延

件
数

)

③
地

域
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
－

  
a「

あ
い

」
  

b
「
ぽ

け
っ

と
ラ

ン
ド

」
  

ｃ
「
く
す

く
す

ひ
ろ

っ
ぱ

」
　

d「
は

る
の

・
わ

く
わ

く
ぽ

け
っ

と
」

　
③

a 
　

1
0
8
件

  
 b

　
 1

2
4
件

  
 c

  
　

 3
2
件

　
 ｄ

 　
　

3
1
 件

　
③

a 
　

1
4
8
件

  
 b

　
 1

2
4
件

  
 c

  
　

 4
2
件

　
 ｄ

 　
　

1
4
件

③
a 

　
2
6
3
件

  
 b

　
　

 9
3
件

  
c
 　

　
8
9
件

　
ｄ
 　

1
8
6
件

③
a 

　
3
6
1
件

  
 b

　
　

 6
6
件

  
  

c
  

　
1
3
0
件

　
ｄ
 　

 1
4
8
件

③
a 

　
2
0
3
件

  
 b

　
1
1
9
件

  
 c

 　
1
0
3
件

　
ｄ
　

1
6
4
件

3
2

子
ど

も
育

成
課

放
課

後
児

童
ク

ラ
ブ

①
ク

ラ
ブ

数
②

児
童

数
③

指
導

員
数

（
男

女
比

）

①
8
1

②
3
,3

9
4
人

③
1
3
5
人

（
う

ち
女

性
1
3
4
人

）

①
8
5

②
3
,5

1
6
人

③
1
4
4
人

（
う

ち
女

性
1
4
3
人

）

①
8
8

②
3
,4

5
7
人

③
1
4
1
人

（
う

ち
女

性
1
4
0
人

）

①
9
2

②
3
,5

0
7
人

③
1
5
4
人

（
う

ち
女

性
1
5
3
人

）

①
8
9

②
3
,3

5
5
人

③
1
5
2
人

（
う

ち
女

性
1
5
1
人

）
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施
策

番
号

担
当

課
項

　
目

平
成

2
8
年

度
平

成
2
9
年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

令
和

２
年

度

数
値

報
告

3
3

保
育

幼
稚

園
課

保
育

所
入

所
児

童
数

／
就

学
前

児
童

数
（
入

所
率

）
(へ

き
地

保
育

所
は

除
く
)

9
,0

4
5
人

／
1
6
,2

3
2
人

（
5
5
.7

％
）

8
,8

9
4
人

／
1
5
,9

0
6
人

(5
5
.9

%
)

8
,7

8
8
人

／
1
5
,6

2
7
人

(5
6
.2

%
)

8
,6

5
7
人

／
1
5
,2

1
6
人

(5
6
.9

%
)

8
,5

1
3
人

／
1
4
,6

5
3
人

(5
8
.1

%
)

3
4

保
育

幼
稚

園
課

市
保

育
所

待
機

児
童

数

①
４

月
１

日
時

点
②

１
月

１
日

時
点

児
童

の
年

齢

①
4
2
人

  
  

0
歳

  
  

  
  

 4
人

1
･2

歳
　

  
3
3
人

3
歳

以
上

  
 5

人
②

1
8
3
人

  
 0

歳
  

  
  

1
3
1
人

1
･2

歳
　

  
4
9
人

3
歳

以
上

　
 3

人

①
7
3
人

  
  

0
歳

  
  

  
  

 5
人

1
･2

歳
　

  
6
3
人

3
歳

以
上

  
 5

人
②

2
2
8
人

  
 0

歳
  

  
  

1
5
9
人

1
･2

歳
　

  
6
5
人

3
歳

以
上

　
 4

人

①
4
3
人

  
  

0
歳

8
人

1
･2

歳
　

  
3
3
人

3
歳

以
上

  
 2

人
②

2
0
3
人

  
 0

歳
  

  
  

1
5
6
人

1
･2

歳
　

  
4
4
人

3
歳

以
上

　
 3

人

①
3
4
人

  
  

0
歳

  
  

  
  

 5
人

1
･2

歳
　

  
2
8
人

3
歳

以
上

  
 1

人
②

1
6
8
人

  
 0

歳
  

  
  

1
1
6
人

1
･2

歳
　

  
5
2
人

3
歳

以
上

　
 0

人

①
2
6
人

  
  

 0
歳

  
  

  
  

 0
人

1
･2

歳
　

  
2
4
人

3
歳

以
上

  
 2

人
②

1
0
9
人

  
 0

歳
  

  
  

  
8
9
人

1
･2

歳
　

  
1
8
人

3
歳

以
上

　
 2

人

3
5

保
育

幼
稚

園
課

延
長

保
育

実
施

保
育

所
数

／
認

可
保

育
所

全
数

利
用

人
数

①
民

営
　

4
0
園

／
全

6
2
園

②
市

営
　

1
7
園

／
全

2
7
園

①
1
,5

9
4
人

＋
②

1
4
4
人

=
1
,7

3
8
人

①
民

営
　

4
0
園

／
全

6
2
園

②
市

営
　

1
7
園

／
全

2
7
園

①
1
,3

8
3
人

＋
②

1
7
7
人

=
1
,5

6
0
人

①
民

営
　

4
0
園

／
全

6
1
園

②
市

営
　

1
6
園

／
全

2
6
園

①
1
,5

4
1
人

＋
②

1
7
2
人

=
1
,7

1
3
人

①
民

営
　

4
0
園

／
全

6
1
園

②
市

営
　

1
3
園

／
全

2
6
園

①
1
,4

8
1
人

＋
②

1
6
3
人

=
1
,6

4
4
人

①
民

営
　

4
0
園

／
全

6
1
園

②
市

営
　

1
3
園

／
全

2
6
園

①
1
,3

1
6
人

＋
②

1
4
7
人

=
1
,4

6
3
人

3
6

保
育

幼
稚

園
課

一
時

保
育

実
施

保
育

所
数

利
用

人
数

①
民

営
　

 7
園

②
市

営
　

 2
園

①
+
②

=
1
0
,2

5
3

①
民

営
　

 7
園

②
市

営
　

 2
園

①
+
②

=
1
1
,4

1
7

①
民

営
　

 7
園

②
市

営
　

 2
園

①
+
②

=
1
1
,0

5
8
人

①
民

営
　

 6
園

②
市

営
　

 2
園

①
+
②

=
9
,2

5
1
人

①
民

営
　

 6
園

②
市

営
　

 2
園

①
+
②

=
5
,3

6
1
人

3
7

保
育

幼
稚

園
課

低
月

齢
保

育
児

受
入

れ
実

施
保

育
所

数
受

入
れ

人
数

（
待

機
人

数
）

①
４

月
１

日
時

点
②

１
月

１
日

時
点

  
 8

6
園

①
5
1
2
人

  
(4

人
）

②
9
1
2
人

　
(1

3
1
人

)

  
 8

6
園

①
5
1
5
人

  
(5

人
）

②
8
4
6
人

　
(1

5
9
人

)

  
 8

4
園

①
5
0
9
人

  
(8

人
）

②
8
3
9
人

　
(1

5
6
人

)

 8
4
園

①
4
8
7
人

  
（
5
人

）
②

8
3
2
人

　
(1

1
6
人

)

8
4
園

①
4
6
7
人

  
（
0
人

）
②

8
1
8
人

　
(8

9
人

)

3
8

保
育

幼
稚

園
課

子
育

て
相

談
件

数
(延

件
数

)
①

<
保

育
園

>
①

2
,5

5
3
件

①
2
,3

7
2
件

①
2
,6

1
3
件

①
2
,9

2
6
件

①
2
,5

6
5
件

3
9

子
ど

も
家

庭
支

援
セ

ン
タ

ー
子

育
て

相
談

件
数

(延
件

数
)

②
子

ど
も

家
庭

支
援

セ
ン

タ
－

(実
数

／
延

件
数

）
8
8
3
件

（
延

件
数

）
9
5
3
件

(延
件

数
)

1
,0

1
5
件

(延
件

数
)

1
,0

5
7
件

（
延

件
数

）
1
,1

6
2
件

（
延

件
数

）

５
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目

平
成

2
8
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成
2
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年

度
平

成
3
0
年

度
令

和
元

年
度

令
和

２
年

度

数
値

報
告

4
0

人
権

同
和

･男
女

共
同

参
画

課
地

区
人

権
啓

発
推

進
委

員
会

の
女

性
委

員
比

率
3
5
.8

%
(1

,0
3
3
人

の
う

ち
女

性
3
7
0
人

)
3
6
.8

%
(1

,0
2
9
人

の
う

ち
女

性
3
7
9
人

)
3
6
.5

%
(1

,1
5
5
人

の
う

ち
女

性
4
2
2
人

)
3
6
.3

%
(1

,1
4
1
人

の
う

ち
女

性
3
6
3
人

)
3
7
.8

%
（
9
9
3
人

の
う

ち
女

性
3
7
5
人

）

4
1

く
ら

し
・
交

通
安

全
課

交
通

安
全

指
導

員
協

議
会

人
数

（
う

ち
女

性
数

）
1
9
9
人

（
う

ち
女

性
6
8
人

）
1
8
6
人

（
う

ち
女

性
5
5
人

）
1
9
1
人

（
う

ち
女

性
5
7
人

）
1
9
6
人

（
う

ち
女

性
5
8
人

）
1
8
4
人

（
う

ち
女

性
5
7
人

）

4
2

地
域

防
災

推
進

課
自

主
防

災
組

織
数

(組
織

率
)

7
7
1
組

織
（
9
2
.3

％
）

7
9
4
組

織
（
9
4
.9

％
）

8
0
7
組

織
（
9
5
.1

％
）

8
1
6
組

織
(9

6
.0

％
)

8
2
4
組

織
（
9
6
.0

％
）

4
3

健
康

増
進

課

が
ん

検
診

受
診

率
（
検

診
対

象
者

に
対

す
る

受
診

者
割

合
 ）

【
市

健
康

増
進

課
】

①
子

宮
頸

が
ん

②
乳

が
ん

①
子

宮
頸

が
ん

　
1
5
.5

%
②

 乳
が

ん
　

　
1
8
.4

%
①

子
宮

頸
が

ん
　

1
6
.2

%
②

 乳
が

ん
　

　
1
9
.9

%
①

子
宮

頸
が

ん
　

1
5
.4

%
②

乳
が

ん
　

　
1
9
.1

%
①

子
宮

頸
が

ん
　

1
5
.1

%
②

乳
が

ん
　

　
1
8
.8

%
①

子
宮

頸
が

ん
　

1
4
.2

%
②

乳
が

ん
　

　
　

　
1
7
.4

%

4
4

健
康

増
進

課

女
性

健
康

診
査

受
診

者
数

対
象

：
2
0
～

3
9
歳

内
容

：
一

般
検

診
・
歯

科
検

診
・
子

宮
頸

が
ん

検
診

2
9
3
人

2
6
0
人

2
0
9
人

2
1
9
人

1
7
9
人

4
5

【
高

知
県

】
（
母

子
保

健
課

）
中

絶
件

数
 (
う

ち
1
0
代

）
　

【
高

知
県

】
1
,0

7
3
件

（
1
0
8
件

）
9
4
5
件

（
8
7
件

）
8
8
7
件

（
8
1
件

）
　

8
1
2
件

（
7
0
件

）
7
5
6
件

（
7
0
件

）

4
6

地
域

保
健

課

Ｈ
IＶ

検
査

件
数

相
談

件
数

<
検

査
時

の
相

談
は

除
く
・
夜

間
含

>
【
市

地
域

保
健

課
】

検
査

　
2
8
6
件

相
談

　
　

3
9
件

検
査

　
2
4
7
件

相
談

　
　

2
3
件

検
査

　
3
5
8
件

相
談

　
　

9
2
件

検
査

　
3
6
8
件

相
談

　
　

4
7
件

検
査

　
2
0
1
件

相
談

　
　

2
2
件

６
　

地
域

・
防

災
分

野
に

お
け

る
男

女
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同
参

画

７
　

男
女

の
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に

わ
た

る
健

康
支

援
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こうち男女共同参画センター 

（ソーレ）事業報告





Ⅰ 情報収集及び提供に関する業務

１図書・情報資料収集・提供事業

本 11,031冊

ビデオ・ＤＶＤ 979本

計 12,010冊・本 7,939人

（2）図書団体貸出

（3）新聞クリッピング

２図書・情報資料室利用促進事業

（１）テーマ別図書展示

定期的にテーマを決めて関連図書等を展示し、図書室の利用促進を図った。

（2）図書のＰＯＰ作成

Ⅱ 調査研究に関する業務

男女共同参画に関する統計データ収集・提供事業

（1）図書・DVDの購入・整理

蔵書数 図書利用登録者数

　　〃　　　累計

　防災、政治・経済、労働、お金・年金、子育て、教育、環境、食、からだ・健康、暮らし・生き方、介護・高齢
者、男性、女性、男女共同参画・人権、その他の新聞記事の切り抜きを館内に掲示した。

　統計データの収集・分析を行い、ホームページ内の「データで見るこうちの男女共同参画」で公開した。

新規利用登録者数 54人

　ＳＮＳを通じて幅広い層へ図書・情報資料室の利用促進を図るため、県内大学を通じて大学生にソーレの図
書ＰＯＰ作成を依頼し、館内への展示やツイッターへの投稿を行った。

令和２年度　事業実施報告（こうち男女共同参画センター「ソーレ」）

４月 感染症から自分をまもる 10月 DV関連図書

５月 感染症から自分をまもる（閉館） 11月 DV講演会関連図書

６月 男女共同参画月間　関連図書 12月 新着女性の生き方図書関連

７月 新着の図書から １月 県内大学生が読んでみたおすすめ図書１

８月 おうちで本 ２月 県内大学生が読んでみたおすすめ図書２

９月 フェミニズム関連図書 ３月 新着図書から生き方

冊数

1 南国市 5 月 29 日 ～ 7 月 28 日 100冊

2 香美市 6 月 18 日 ～ 8 月 18 日 80冊

3 中土佐町 9 月 6 日 ～ 10 月 21 日 85冊

4 梼原町 11月 18 日 ～ 12 月 22 日 14冊

5 ネッツトヨタ高知 11月 10 日 ～ 11 月 19 日 DVD2本

6 レインボー高知 11月 22 日 ～ 12 月 20 日 26冊

貸出先 期間
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Ⅲ 県民の理解を深めるための広報及び啓発に関する業務
１広報・啓発事業

（１）情報紙の発行

　　　情報紙「ソーレ・スコープ vol.93～96」の発行（7・10・1・4月に各7,000部発行）

　　　セミナーガイドの発行（4月と10月にソーレ開催事業の紹介）

（２）ホームページによる情報発信

（３）メールマガジンの発行（ソーレの事業、他県や市町村、関連機関の取組みを掲載）
　メールマガジン「ＦＲＯＭ ソーレ」の発信（毎月１日、計12回　発信件数 300～321件）

（４）ＳＮＳによる情報発信
　ＳＮＳを活用した広報・啓発を行った。令和２年度から新たにツイッターを開始した。

（５） 啓発誌発行・配布

（６） 啓発パネル作成・貸出し・企画展示

・啓発パネル等企画展示

　実施事業の紹介・報告、センターの利用案内、男女共同参画に関する情報の提供、財団の経営状況等を
広く県民に公開するためホームページを開設し、情報の更新等を行った。

・啓発パネルの貸出し

　男女共同参画及び女性問題について、県民の正しい理解につなげるために啓発誌を発行するとともに、講
座開催や企画展示の機会に合わせ、啓発誌を広く県民に配布した。

　広啓発誌をもとにパネルを作成し、館内での企画展示や地域のイベントで展示するとともに、他機関に貸し出
すことで男女共同参画及び女性問題の啓発を図った。

6月19日  ～ 6月29日

8月31日  ～ 9月11日

9月29日  ～ 10月5日

10月16日  ～ 10月17日

11月8日  ～ 12月4日

11月20日  ～ 12月1日

12月1日  ～ 12月11日

貸出先 貸出期間 貸出パネル

メディア・リテラシー

南海トラフ地震発生!!そのとき、あなたは…

ジェンダー物語

女性と働き方

それってラブラブ…？

こうち男女共同参画プラン

男女共同参画社会ってなあに？

ジェンダーってなあに？

西東京市男女平等推進センター ジェンダーってなあに？

高知市人権同和・男女共同参画課 南海トラフ地震発生!!そのとき、あなたは…

高知県県民生活・男女共同参画課 DV　ドメスティック・バイオレンス

高知市人権同和・男女共同参画課 それってラブラブ…？

京都市男女共同参画センター それってラブラブ…？

高知市人権同和・男女共同参画課 DV　ドメスティック・バイオレンス

香南市人権課 ジェンダー物語

男女共同参画社会ってなあに？

南海トラフ地震発生!!そのとき、あなたは…

高知県県民生活・男女共同参画課 6月8日  ～ 7月1日

高知市人権同和・男女共同参画課 6月11日  ～ 6月23日

宿毛市人権推進課 12月5日  ～ 12月13日

３階掲示板 8月5日  ～ 8月20日

アトリウム 11月6日

アトリウム 11月9日  ～ 11月19日

アトリウム 8月29日  ～ 9月8日

アトリウム 6月2日  ～ 6月23日

展示場所 展示期間 展示パネル

ジェンダー物語

ジェンダー物語

DV　ドメスティック・バイオレンス

南海トラフ地震発生!!そのとき、あなたは…

内閣府ポスター集
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（７） その他の広報・啓発

（８）講演会概要掲載

男女共同参画推進月間講演会、ＤＶ防止啓発講演会等の概要をソーレスコープやホームページに掲載した。

２出前講座事業
（１）出前講座（サポーター講師活用）

　地域のイベント（９月）や旭オンリーワン芸術祭（１０月）、じんけんふれあいフェスタ（１２月）その他のイベントと
連携し、ソーレの取組を紹介するとともに、男女共同参画社会推進に向けた啓発活動を行うもの。令和２年度は
COVID-19の感染拡大防止等の理由により、以下のイベントはすべて中止となった。
　高須校区防災フェア（９月）／旭オンリーワン芸術祭（１０月）／・じんけんふれあいフェスタ（１２月）

派遣講師

1 坂本ひとみ 135名 (77)

2 山中千枝子 27名 (6)

3 山中千枝子 14名 -

4 筒井早智子 10名 (4)

5 内田洋子 24名 (3)

6 山中千枝子 100名 (50)

7 山中千枝子 34名 (19)

8 杉本洋一 88名 (40)

9 坂田俊哉 13名 (6)

10 山中千枝子 23名 (4)

11 坂田俊哉 190名
半数
程度

12 高橋絵里 15名 (1)

13 内田洋子 21名 (6)

14 山岡俊晴 22名 (7)

15 筒井早智子 41名 (15)

16 筒井早智子 130名 (43)

17 北川美智 41名 (18)

18 内田洋子 82名 (29)

19 弘田惠子 29名 (7)

(335)

開催日 内　容 派遣先 参加者数
（）内は男性

7月15日(水)
男女の固定的役割分担意識、ハ
ラスメントその他[職場]

高知県教育委員会（オンラ
イン併用）

7月23日(木) ネット時代の子育て[一般]
生活協同組合コープ自然
派四国

9月10日(木) 我が家の男女共同参画[一般] 香南市生涯学習課

9月15日(火)
パワーハラスメント、セクシャルハ
ラスメント防止[職場]

（公社）高知市シルバー人
材センター

9月24日(木)
ジェンダー及び性別役割分業～
ＳＤＧｓで考える～[地域]

香美市社会福祉協議会

10月1日(木) ネット依存と健康[生徒] 県立嶺北高校

10月22日(木) メディアリテラシー[生徒] 県立高岡高校

11月10日(火)
ハラスメントのない職場づくり[職
場]

高知県職員厚生課

11月10日(火) 多様な性の話[児童] 香美市立大宮小学校

11月13日(金) 子どものネット利用[児童] 安田町立安田小学校

11月18日(水) LGBTsの理解[職場]
高知市人権・同和男女共
同参画課

11月19日(木) 化粧療法でエンパワメント[地域] 室戸市菜生市民館

11月24日(火)
男女共同参画をＳＤＧｓで考える
[地域]

四万十市生涯学習課

12月1日(火) ハラスメントと人権[地域] 四万十市生涯学習課

1月27日(水) ハラスメント防止[職場] 佐川町総務課

1/29収録
大学におけるハラスメント防止[職
場]

高知県立大学（オンデマン
ド）

2月16日(火) ハラスメント[職場] 高知赤十字病院

2/18収録
ジェンダーをＳＤＧｓで考える[職
場]

高知県立大学（オンデマン
ド）

3月12日(金) 性教育について[保護者・職員]
安田町立幼保連携型認定
こども園安田さくら園

1,039名
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（２）出前講座（県内・県外講師活用）

（３）出前講座（ソーレ職員）

（４）　ウェルカムセミナー

(５) 出前上映会

　ソーレへの来館が難しい地域で、男女共同参画に関する映画上映会を開催した。

派遣先

26名 (19)

デートＤＶ[学生] 260名 (222)

42名 (18)

(259)

12名 -

17名 (7)

17名 (3)

(10)

(269)

対象者 開催日 内容（テーマ） 参加者数
（）内は男性

9月3日(木) デートＤＶ[学生] 高知県立高岡高等学校

学校及び教育
関係機関

2月15日(月)
高知県立高知工業高等学
校

2月19日(金) デートＤＶ[学生]
高知大学男女共同参画推
進室（オンライン）

328名

11月20日(金) ＤＶ[会員]
高知市老人クラブ連合会
女性部

1月27日(水) 男女共同参画[市町村]
室戸市男女共同参画プラ
ン策定委員

3月17日(水) ＤＶ[地域]
介良地区人権啓発推進委
員会

46名

374名

その他

1 高知市立旭小学校 44名 (24)

2 高知学園短期大学（看護学部） 4名 -

48名 (24)

開催日 内容 来館者 参加者数
（）内は男性

11月26日(木) 施設見学

12月16日(水) セミナー

30名 (12)

開催地 開催日 内容
参加者数

（）内は男性

室戸市 11月6日(金) 映画「ビリーブ　未来への大逆転」上映

派遣講師

1 幸崎若菜 55名 (37)

(37)

開催日 内容 派遣先 参加者数
（）内は男性

3月30日(火) デートＤＶ予防[生徒] 土佐清水市

55名
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Ⅳ 講演会、講習会、研修会等の開催に関する業務

１男女共同参画推進事業

２ＤＶ防止啓発事業

３ワーク・ライフ・バランス事業

開催日

29名 (5)

29名 (8)

10月4日(日) 15名 (2)

10月18日(日) 19名 (3)

11月1日(日) 18名 (2)

11月29日(日) 18名 (4)

12月6日(日) 14名 (4)

事業（講座名） 内　　　　容 参加者数
（）内は男性

男女共同参画についての理解と意識の浸透を図るため、6月の男女
共同参画推進月間に合わせて講演会を実施するもの

※COVID-19の感染拡大防止のため中止

‐

ダイバーシティ推進をテーマに、性の多様性に関する正しい知識を身
に付け、これからの社会づくりを考えるための講座を開催した。

ちゃんと知りたいLGBTｓのお話～これまでの歩みとこれから目指す
コト～
講師　坂田俊哉（ＮＰＯ団体レインボー高知）

男女共同参画講
座「ジェンダーカ
フェ」

女性が抱える問題や課題について、講義とカフェ形式による意見交換
できるための講座を開催した。

講師
　10/ 4 加藤伊都子(FC堺)
　10/18 河野和代(WC徳島)
  11/ 1 森田美佐(高知大教育学部)
  11/29 金香百合(HEALホリスティック教育実践研究所)
  12/ 6 佐藤洋子(高知大学地域協働学部)

男女共同参画推
進月間講演会

6月6日(土) ‐

男女共同参画講
座
【オンライン】

8月30日(日)

会場

オンライン

開催日

11名 (11)

2名 (2)

講座名 内　　　　容 参加者数
（）内は男性

これから就職する学生を対象に、ライフイベント（結婚、出産等）をどう
乗り越えるか、自らはどのような人生を求めているか（仕事も含めて）に
ついて考える講座を開催した。

60名
大学生向けキャリ
ア形成支援
【オンライン】

2月18日(火) 高知大学
　変革期におけるキャリアを考える

講師 武石恵美子（法政大学キャリアデザイン学部キャリアデザイン
学科教授）

男性の家事・育児への参加を促進し、男女の性別役割分担について
の気づきや、家庭生活を含めたワークライフバランスの充実について
考えるための講座を開催した。

楽しいピザ作り！お父さん・おじいちゃんとピザを作ってみよう♪
講師　島村昌利（RKC調理製菓専門学校校長）

男性の悩みや生きづらさを踏まえつつ、性別役割分担意識の解消と
男女共同参画の意義についての理解促進を図るための講座を開催し
た。

「男」の悩みのホットライン相談員に聞く～オトコの生きづらさ解消の
ツボ～
講師　濱田智崇（京都橘大学健康科学部心理学科准教授）

男性家事講座 2月21日(日) (9)20名

男のセルフマネジ
メント講座
【オンライン】

12月5日(土)

会場

オンライン

開催日

11月15日(日)

46名 (9)

オンデマンド
29名 (6)

1/16～24 90名 -

講座名 内　　　　容 参加者数
（）内は男性

ＤＶ防止啓発講演
会（共催）
【オンライン】
【オンデマンド】

ＤＶ加害者への取り組み～加害者更生教育プログラムとSTAY HOME
の現状～
講師 吉祥眞佐緒（一般社団法人エープラス　代表理事）

11月の「女性に対する暴力をなくす運動」に合わせ、ドメスティックバイ
オレンスの防止を広く県民に啓発するためDVに関する講演会を実施
した。

会場

オンライン

オンデマンド
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4 リプロダクティブ・ヘルス＆ライツ

5 防災啓発事業

６

Ⅴ 人材育成に関する業務
１人材育成事業

他機関連携・共催事業

開催日

8月16日(月) 16名 (6)

(2)

18名 (2)

講座名 内　　　　容 参加者数
（）内は男性

親子防災教室

2/13【オンライン】

小学校低学年までの保護者に対し、自分と子どもの命を守るための知
識を学び、防災意識の向上を図るための講座を開催した。
　楽しく学ぼう！～防災トイレとグッズづくり～
　 講師 岡本雅子・小笠原資子（NPO法人日本防災士会高知）2月13日(土)

18名知っていますか？災害発生！その後に起きること
 講師 坂東早紀子（高知県立大学大学院看護学研究科共同災
害看護学専攻〔ＤＮＧＬ〕博士課程）

会場

オンライン

開催日講座名 内　　　　容 参加者数
（）内は男性

「女性の人権」
講演会

女性に対する人権侵害の現状について知るとともに、人権侵害事象の
解消と女性の人権について学ぶため、講演会を実施した。

犯罪被害者支援講演会
学校で性暴力被害がおこったら～性教育の必要性～
　講師　田口　奈緒（産婦人科医／NPO法人性暴力被害者支援セ
ンター・ひょうご理事長）・福岡ともみ（同センター事務局長）

2月14日(日) 92名≪共催団体≫
ＮＰＯ法人こうち
被害者支援セン
ター

開催日

10月11日(日) 16名

11月22日(日) 9名

1月31日(日) 7名

7月19日(日) 15名

8月22日(土) 28名

9月20日(日) 18名

10月25日(日) 26名

11月8日(日) 24名

エンパワメント
講座 13名
【オンライン】

7名

10月16日(金) 11名

12月4日(金) 9名

参加者数
（）内は男性

女性リーダー応援塾「私」を発見！”やりたい”を実現する!!
講師（モデレータ）川村晶子（高知大学次世代地域創造センター客
員准教授）

女性自身が生きづらさの原因に気づき、潜在的に備わった能力を発
揮して問題点を改善することで、社会に参画するために必要な力を身
につけるための講座を開催した。

女性の活躍応援

職場等で活用できるスキルやリーダーシップを発揮するために必要な
ことを学び、自分のスキルを活用しその場の運営にあたる力を養うこと
を目的に連続講座を開催した。

女性防災
プロジェクト

11月28日(日)

男性中心で構成されることが多い地域の防災組織等で、女性が積極
的に発言し、地域での活躍につなげるための講座を開催した。

　私たちから防災と減災と、その先を考える
　コーディネータ　神原咲子（高知県立大学大学院災害・国際看護学
教授）

講座名

高知大学地域
協働学部
「地域理解実
習」

高知大学地域協働学部の「地域理解実習」の候補地としてソーレの資
料や施設を提供し、大学と協働して男女共同参画の推進を図る。

わたしOK、あなたOKの生き方はじめよう～激変する社会を乗り越え
るヒント～
講師　金香百合（HEALホリスティック教育実践研究所所長）

内　　　　容

会場

オンライン

開催日

3月9日(火) 20名

3月13日(土) 18名

5月23日(土)

内　　　　容 参加者数

自分でできる健康法として、骨盤底筋を鍛えることにより尿漏れ症状を
軽くするための運動方法を学ぶための講座を開催した。

生活の質をあげる～骨盤底筋運動と簡単ヨガ～
講師　三味美哉子（インターナショナルヨガセンター認定インストラク
ター／コンディショニングインストラクター）

小さな子どもを持つ親を対象に、幼児期からの性教育の大切さや子ど
もへの性教育の方法を学ぶための講座を実施するもの

COVID-19の感染拡大防止のため中止

‐

講座名

女性の健康を考え
る講座

乳幼児を持つ保護
者を対象とする性
教育講座

‐
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２就業・起業支援事業

３県民からの企画提案事業

（１）高知市内で実施する事業 応募３団体
（２）高知市外で実施する事業 応募２団体

４ボランティア育成・活用事業

 　男女共同参画を推進するための事業の企画運営に、県民のアイデア等を活用するとともに、事業の企画運
営を通じて団体等の企画力、実践力を養うことを目的に事業を公募し、運営を委託した。

講座名 内　　容

仕事や仕事選びの幅を広げることにつな
がるようパソコン講座を実施した。
　委託先 ＮＰＯ法人とさはちきんねっと

① 6月13日(日) ～6月15日(火) ①ワード基礎講座（全３回）その１ ① 15名

② 6月20日(日) ～6月22日(火) ②ワード基礎講座（全３回）その２ ② 14名

③ 7月11日(日) ～7月13日(火) ③エクセル基礎講座（全３回）その１ ③ 15名

④ 7月18日(日) ～7月20日(火) ④エクセル基礎講座（全３回）その２ ④ 15名

開催日 参加者数

就労支援パソコン講座
●基礎講座（共催）

≪共催団体≫
ひとり親家庭等就業・

自立支援センター

講座等の名称

9月12日(土)
気質が好む生き方・働き方～就活の悩みもエニ
アグラムをヒントにしよう！～

28名 (7)

9月27日(日) 6名 (3)

10月3日(土) 2名 (1)

10月24日(土)
子育てラップ
～私を取り戻し協力し合える子育てに向けて～

3名

10月25日(日) お父さんＴＯリズム 36名 (17)

委託先 開催日 参加者数

(1)米田佐知

8名

(3)一般社団法人りぐらっぷ高知

(4)特定非営利活動法人ＬＩＦＥ

(2)山崎生希 みんなで考える産後ケア

(5)セルフケアもぐもぐ 11月1日(日) おうちでお灸！はじめてのお灸教室

事業（講座名）

ボランティア活用 年間

学生ボランティア体験 ―

3月12日(金)

3月14日(日)

開催日 内　　容 参加者数

ソーレ事業への県民の参画を図るため、事業へのサポー
トを行うボランティアを広く県民から募集・活用し、あわせ
て、事業への参画を通じてボランティア自身の男女共同参
画への理解の浸透を図ることを目的に実施した。
セミナーボランンティア、交流ボランティア、図書・展示ボラ
ンティアを設定。

活動登録者数
16名

活動人数
延124名

ソーレの事業に対し、若者がボランティアとして容易に参
加できるようにすることで、男女共同参画について知る・学
ぶ・考えるための機会の拡大を図るもの。

COVID-19の
影響により中止
した

ボランティア登録者を対象に、男女共同参画等の研修を
実施した。

　講師　嶋川真央（ボランティアＮＰＯセンター主事）

ボランティア育成研修 10名
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Ⅵ 女性問題の解決その他男女共同参画の推進に向けた相談に関する業務

１相談事業

相談の種類別件数

２講座等

開催日

10月3日(日) 25名 (2)

5月17日(日)

講座名 内  容
参加者数

（）内は男性

立ち直りに必要なジェンダーの視点～機能不全家族で育つ
ということ～
　講師　加藤伊都子（㈲フェミニストカウンセリング堺）

COVID-19の感
染拡大防止のた
め中止

相談の多い内容について、社会の中で女性が置かれている立
場や状況を女性自身が考え、社会参画する力を身につけるた
めの講座を実施するもの。

こころを読み解くコラージュ
　講師　大前玲子（大阪大学非常勤講師／阪神ＷＡＲＡ心理
教育研究所）

相談員スキル
アップ研修

県内相談機関の相談員を対象に、女性の立場を理解し、ジェ
ンダーに敏感な視点から相談業務ができるよう、スキルアップ研
修を実施した。

相談関連講座

件    数

女性対象相談 2,483 件

一般相談 2,370 件

538 件

134 件

97 件

926 件

20 件

655 件

法律相談 90 件

こころの相談 23 件

男性対象相談 男性のための悩み相談 57 件

2,540 件

金 銭

上 記 以 外

合   計

相談の種類

家 族 ・ 家 庭

生 き 方

暴 力

性 ・ 身 体 ・ 健 康
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Ⅶ 関係団体等の相互の交流の促進及び自主的活動への支援に関する業務
１団体等の自主活動支援事業（ソーレえいど事業）

男女共同参画の推進に資する事業を実施した団体等の活動を支援するため、団体に対し助成事業を実施
応募２団体　

２ ソーレフォーラム・団体企画イベント

Ⅶ その他センターの設置の目的を達成するために必要な業務

開催日 事業内容

10月24日(土)
11月15日(日)
12月19日(土)

8月16日(日)
11月15日(日)
11月29日(日)

助　成　団  体  名 助成額

計 300,000円

特定非営利活動法人　井戸端
わもん

「家庭円満！怒りで後悔しない『こころの聞き方話し
方』講座」

100,000円

いのちつなぐ

いのちつなぐ講座
１．ちっちゃいこえをきくアーサー・ビナードさんとい
のちをつなぐお話会
2.親子で楽しむ絵本の世界

200,000円

開催日

運営委員会 3回開催

57名 (14)

46名 (11)

1月16日(土) 90名

～1月24日(日) 78名

24名

4名

29名

25名

1月16日(土) ・ワークショップ等 4団体(LIVE配信) 111 名

～ ・ステージ ４団体(動画配信) 283 名

1月24日(日) ・アトリウム展示 ６団体 －

延べ 747名

ソーレ
まつり

2021(オ
ンライン

版)

事業（講座名） 内  容 参加者数
（）内は男性

ソーレまつり2021の運営の基本方針、テーマ設定等の検討、
イベント（講座等）委託先の選考、報告会等を実施

運営委員
7名

記念講演会 1月24日(日)

ソーレ直営
イベント

団体委託
イベント

1月23日(土)

委託先：新日本婦人の会高知県本部
・扉を開いた女性たち

委託先：こうち男女共同参画ポレール
・男女共同参画は進んだか!?～昭和・平成を生きて94歳の今
～

団体
イベント

ソーレ利用団体等に
よる企画・発表など

（14団体参加）

・ソーレまつりPR２０２０プレイバック（動画配信）※１２/２５配信開始

民主主義とメディア～女性活躍を広げることの重要性～

講師　望月衣塑子（東京新聞記者）

・DV防止啓発講演会（動画配信）

参加者総数(動画配信は1回を1名として集計)

zoom

会場

zoom

会場

会場

zoom

開催日

へぇ～！意外と簡単！Ｚｏｏｍ超初心者入門講座
　委託先　（株）高知電子計算センター

オンライン普及事業

講座名 内  容 参加者数
（）内は男性

オンライン講座の普及を図るため、講座で利用するアプリケーショ
ンの使い方など基礎知識が学べる講座を開催した。

10月3日(日) 44名 (5)
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高知市男女共同参画推進プラン 2016 

総括の概要 





高知市男女共同参画推進プラン2016総括の概要

プラン2016の性格
（１）「男女がともに輝く高知市男女共同参画条例」 に基づき，
市における男女共同参画に関する施策を計画的に推進する
基本的な計画
（２）「高知市男女共同参画推進プラン2011」の成果を引き
継ぐ
（３）本市行政における部門別行政計画
（４）市のあらゆる分野において男女共同参画を推進するた
めの指針
（５）国や県の動向を勘案して策定・推進
（６）プラン2016の一部を女性活躍推進法第６条に基づく
市町村推進計画に位置付け

プラン2016の特徴
（１）施策の実施状況報告に対する評価
（２）評価と公表
（３）男女共同参画の視点の浸透
（４）女性活躍推進への取組

【施策評価の状況】
７施策項目中６つの施策項目で３点台の評価にとどまり十分な成果は得られず，改善の余地が

あるとの評価であった。施策項目２「人権の尊重とＤＶ等暴力の根絶」は，数値目標の達成に程
遠い結果であったことから最終年度に２点台で不十分との評価となった。

●「高知市男女共同参画に関する市民の意識調査」（令和元年度
実施）分析結果から抜粋

（１）「社会全体」での男女の地位が「平等」だと思う人の割合は，５年前と比較
して，13.6%から15.3％と増加

（２）「夫が家計を支え，妻が家事・育児・介護に専念する」と答えた男性は前回
19.1%今回14.9％と男性の意識が変わってきつつある。しかし依然とし
て女性の家事，育児，介護などの負担が大きい。

（３）女性が働き続けることへの理解が進む一方，男性の育児休業取得等「ワー
ク・ライフ・バランス」実現のための意識改革や環境整備が求められている。

（４）今後必要な高知市の男女共同参画の取り組みについては，「介護に関する
サービスを充実する」と回答した割合が66.4％と最も高く，次いで「育児に
関するサービスを充実する」が58.0％となっており，介護・育児分野のニー
ズが高いという結果となっている。

プラン2016の体系図（H28～R２年度）

施策項目 施策の方向性

１
男女共同参画の
意識の高揚

（ア）男女共同参画の意識の向上
（イ）政策，方針決定過程への女性
の参画拡大

２
人権の尊重と
DV等暴力の根
絶

（ア）人権が尊重される社会の構
築
（イ）DV等暴力の根絶

３
男女共同参画の
視点による教育・
学習の充実

（ア）男女平等教育の推進
（イ）青少年の心と体の健全な育
成
（ウ）生涯学習，スポーツ分野の男
女共同参画の推進

４

男女共同参画の
視点による
ワーク･ライフ･バ
ランスの実現

（ア）雇用等における男女共同参
画の推進
（イ）ワーク・ライフ・バランスの促
進
（ウ）女性の職業生活における活
躍の推進

５
子育て・介護分
野における環境
の整備

（ア）子どもを産み育てやすい環
境の整備
（イ）介護をとりまく環境の整備

６
地域・防災分野
における男女共
同参画

（ア）地域づくりにおける男女共
同参画の視点の導入
（イ）防災分野における男女共同
参画の視点の導入

７
男女の生涯にわ
たる健康支援

（ア）あらゆるライフステージにお
ける心と体の健康づくりの支援

【達成度の状況】
指標が目標を達成したのは全体の４割程度にとどまった。特に施策項目２「人

権の尊重とＤＶ等の暴力の根絶」に関わる指標は，目標には程遠く，施策項目実
現に向けた取組を強化する必要がある。

施策評価（推進委員会の全体評価）数値指標の達成度

施策
項目

評価指標
当初

（Ｈ27）
H28
年度

H29
年度

H30
年度

R元
年度

R2
年度

計画期間中
の
目標

達成

１

「社会全体」で男女の地位が「平等」だと
思う人の割合

13.6％ - - - 15.3% - 50％以上 未達成

市の審議会等の女性委員の比率 27.5％ 27.6% 29.1% 31.0% 30.1% 32.3% 30％以上 達成

市の審議会等で女性委員がいない審議会数 21会 22会 22会 22会 24会 13会 10会以下 未達成

２

市主催の人権啓発事業の参加者数 1,175人 1,964人 586人 1,275人 479人 88人
年間

1,300人
未達成

ＤＶについて誰（どこ）にも相談しなかった
人の割合

68.2％ - - - 65.1％ - 30%以下 未達成

３

各学校における男女共同参画の視点での学習
の実施割合

100％ 100％ 100％ 100％ 100％ 100％
100％を

維持
達成

社会教育及び生涯学習の機会への参加者数 31,178人 29,671人 30,604人 31,992人 32,355人 6,838人 33,000人 未達成

校区青少協推進指導員・推進委員の委嘱者数 1,019人 932人 985人 964人 990人 995人
委嘱者数を

維持
未達成

４

高知市男女共同参画推進企業表彰の表彰企業
数

- 2社 3社 7社 3社 3社 累計30社 未達成

無料職業紹介所における延べ支援者数 300人 311人 474人 537人 445人 548人 維持 達成

高知勤労者福祉サービスセンターの会員数 6,398人 6,314人 6,426人 6,613人 6,557人 7,657人
6,000人
以上を維持

達成

一時預かり事業（一般型）実施施設数 ９施設 9施設 9施設 9施設 8施設 8施設 10施設 未達成

５

乳児家庭訪問率 97.8％ 97.6％ 97.3% 96.9% 97.4% 95.3% 100% 未達成

地域子育て支援拠点事業実施施設数 10施設 10施設 11施設 14施設 14施設 15施設 12施設 達成

待機児童数 43人 42人 73人 43人 34人 26人 0人 未達成

いきいき百歳体操実施個所数 317箇所 345箇所 360箇所 366箇所 373箇所 365箇所 405箇所 未達成

認知症カフェ開催箇所数 ３箇所 18箇所 23箇所 28箇所 23箇所 24箇所 10箇所 達成

６

高知市地区人権啓発推進委員会の女性役員の
比率

31.1％ 30.9％ 31.3％ 30.4％ 29.6％ 29.9％ 40％ 未達成

「市の防災分野において男女共同参画が図ら
れている」と感じている人の割合

- - 27.0% 66.0% 17.0% 18.0% 100％ 未達成

役員に女性がいない自主防災組織の割合 22.0％ - 22.5% 29.3% - 12.0% 10％ 未達成

７

幼児健診受診率（１歳６ヵ月児健診） 87.1％ 96.0％ 97.8% 98.0% 95.3% 98.2% 90％ 達成

幼児健診受診率（３歳児健診） 81.0％ 94.6％ 93.5% 98.3% 94.9% 99.5% 90％ 達成

子宮頸がん検診受診率 16.4％ 15.5％ 16.2% 15.4% 15.1% 14.2% 増加 未達成

乳がん検診受診率 14.6％ 18.4％ 19.9% 19.1% 18.8% 17.4% 増加 達成

※プラン2016施策評価に
ついて

（１）男女共同参画の視点を
踏まえた個別事業の実施
(2)翌年度に個別事業の実
施状況報告表にて事業報告，
自課評価
(3）事業の実施報告等を男
女共同参画推進委員会に報
告
(4)男女共同参画推進委員
会による評価（意見・提言）

【評価項目】
①施策に対する事業の内容
②事業の活動
③事業の成果
④数値目標の達成状況
⑤男女共同参画の視点での工
夫や配慮

全体のまとめ
数値指標は，数値が向上しているものの約６割が目標達成に至らなかった。特に人権の尊重，

DV等の暴力の根絶と，地域・防災分野における男女共同参画に関する分野の取組は，今後の課
題である。

プラン2016では，高知市の事業における男女共同参画の視点を明確にし，高知市男女共同参
画推進委員会の評価に付し，事業の改善を図った。その結果，推進委員会からの様々な意見を反
映して，取組に一定の成果はあったが，全体としては取組が不十分であった。施策実現に向け，
事業実施課と連携し，実効性のある事業を継続的に推進していくことが必要である。

男女共同参画に関する市民の意識調査では，平等意識の高まりや女性が働き続けることへの
理解が進んでいるが，依然として固定的な性別役割分担意識やそれに基づく慣習や制度は根強
く残っている。次期プランでは，男女共同参画社会の実現を早期に達成する取組を強化するとと
もに，多様な性の存在を認め，一人ひとりの多様な生き方や考え方を認め合うよう，多様な取組
が求められている。

プラン2016の概要 プラン2016の総括

市民意識調査について

数値目標の達成状況 【全24項目（１００％）】
達成 【 ９項目（37.5％）】
未達成【１5項目（62.5％）】

１

２

３

【めざす将来像】
男女がともに輝く男女共同参画社会の実現

施策項目
H28
年度

H29
年度

H30
年度

R元
年度

R２
年度

初年度と
の比較

１
男女共同参画の意識
の高揚

2.98 3.76 3.54 3.20 3.38 ＋0.40

２
人権の尊重とDV等
暴力の根絶

3.52 3.54 3.42 3.08 2.90 ▲0.62

３
男女共同参画の視点
による教育・学習の
充実

3.64 3.46 3.44 3.56 3.26 ▲0.38

４
男女共同参画の視点
によるワーク･ライ
フ･バランスの実現

3.20 3.20 3.42 3.34 3.26 ＋0.06

５
子育て・介護分野に
おける環境の整備

3.58 3.38 3.52 3.42 3.36 ▲0.22

６
地域・防災分野にお
ける男女共同参画

3.58 3.50 3.44 3.52 3.36 ▲0.22

７
男女の生涯にわたる
健康支援

3.52 3.32 3.48 3.44 3.34 ▲0.18

個別事業の実施数 46 49 49 48 48 －

【評価の目安】
５…非常に良好，４…良好
３…概ね良好だが改善の余地あり
２…不十分，１…全く不十分
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